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お買いあげいただき、まことにありがとうございました。
この取扱説明書をよくお読みのうえ､正しくお使いください。
ご使用の前に、｢安全上のご注意｣を必ずお読みください。
この取扱説明書は、クックブックと保証書とともに
いつでも見ることができる所に必ず保存してください。
業務用として使用しないでください。

ウォーターオーブン
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ヘルシオロゴ および ヘルシオは、シャープ株式会社の商標です。

水

水

水

水

水

水

は、水タンクに水を入れて操作します。水

※詳しくは、3ページの
 使い分けいろいろをご覧ください

※定格高周波出力1000Wは、短時間高出力機能(最大3分)であり、定格連続高周波出力は600Wです。
　600Wへは自動的に切り換わります。
● 年間消費電力量(kＷh／年)は省エネ法・特定機器｢電子レンジ｣新測定法による数値です。
 区分名も法に基づき、機能、加熱方式、および庫内容量の違いで分けています。
● 実際にお使いになるときの年間消費電力量は周囲環境、使用回数、使用時間、食品の量などによって
 変化しますので目安としてご覧ください。
● 設置するときは、天面10cm以上、両側面5cm以上空間を設ける必要があります。
 (左右どちらか一方を8cm以上開けると、もう一方は2cm以上で設置できます)
● コンセントに電源プラグを差した状態で、表示が消えているときの消費電力は、｢0｣Ｗです。
● 長期間運転しないときは、電源プラグをコンセントから抜いてください。

【別売品】落下・転倒防止用金具について

RK-TB1
希望小売価格 900円+税(工事費別)
(2016年1月現在)

18cm金具取り付け面
壁面

背面上部に、転倒を防ぐ
ためL型アングルが付け
られます。柱や壁などに
固定してください。
金具取り付け面と、壁面
との間は、18cm以上の
スペースが空きます。
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■ 外形寸法（単位mm）
正面 側面

※1 ハンドル・回転つまみを含まない奥行き寸法です。
※2 ハンドルを含む奥行き寸法です。

仕 様
交流 100V　50-60Hz共用電　　　　　源
1,460W
1,000W※・600W ・500W・200W相当レンジ
2,450MHz
1,430Wグリル
1,430W
発酵(35・40・45℃)・100～250℃     

オーブン

定 格 消 費 電 力
高 周 波 出 力
発 振 周 波 数
定 格 消 費 電 力
定 格 消 費 電 力
温 度 調 節 範 囲

幅490×奥行400×高さ345(mm)外　形　寸　法
幅300×奥行320×高さ185(mm)庫 内 有 効 寸 法
約430mL水 タ ン ク 容 量
約17kg質　　　　　　量
313×313(mm)角　　　　　　皿
約1.4m電源コードの長さ
D区 分 名
57.5kWh／年電子レンジ機能の年間消費電力量
11.3kWh／年

0.0kWh／年
68.8kWh／年オーブン機能の年間消費電力量

年間待機時消費電力量
年 間 消 費 電 力 量

お問い合わせ先 お問い合わせの前にもう一度｢よくあるご質問｣、｢故障かな?｣
(2, 54～61ページ)をご確認ください。

●

●

お客様ご相談窓口からのお問い合わせ 
(63ページ)

Printed in Thailand
AX-CA300シリーズ
TINSJA411WRRZ 16J－ 2TH

http://www.sharp.co.jp/support/

シャープ　お問い合わせ 検 索
Webもご活用ください。

家庭用

製品登録の
お願い スマートフォンやhttp://iclub.sharp.co.jp/m/ 携帯電話はこちらから

オンラインでの各種サポートサービスをご利用いただくために、〈SHARP i CLUB〉で
ご愛用製品の登録をお願いいたします。（登録無料）

〒590-8522 大阪府堺市堺区匠町1番地
〒581-8585 大阪府八尾市北亀井町3丁目1番72号

本　　　　　　　　社
健康・環境システム事業本部
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　　　　 内の数ࣈは、ओなઆ໌のあるページを示しています。

ॳΊͯ
͓使いͷと͖

Α͋͘Δ࣭͝໰

ՐՖが出て、製品をইめます。
本書のઆ໌で、このマークが
ある加熱ํ๏では、ઈରに
。調理໢を使わないでください・ࡼ֯

ௐ理໢   は金ଐ੡です・ࡼ֯

レンジ加熱では使Θないで
くͩさい。

҆શ্のご஫ҙを
おಡみくͩさい
設置について

ϓϥグをݯి
ࠩしࠐんでくͩさい

υΞを։͚てくͩさい
がೖりますݯి

಺のカϥ焼きをݿ
してくͩさい
ご購入後、庫内に付着している油を
焼き切るために、おこなってください。
(角皿・調理網は入れません)

Ξーεをऔり෇͚て
くͩさい

1

2

3

4

5

˔ ઃஔʹͭいて
 นとのڑ཭はどのくらいʁ

˔ Ξーεʹͭいて
 औり෇͚ないとい͚ない？
 ˠສ一のために取り付けをおئいします。

˔ Ͳの加熱を使͑͹いいかΘからない
 ˠ｢使い分けいΖいΖ｣
 　｢加熱のछྨとしくみ｣　　　　  を
 　ご覧ください。

 Ξーεઢがಧかない(୹い)
 ˠϗーϜセンターなどでߪ入できます。
 　(ಋ体1�2ܘ�NN2Ҏ্のもの)

 Ξーεઢをऔり෇͚るとこΖがない
 ˠお買いあげの販売店にご相談ください。

಺౮を点͚たいݿ ˔

 ˠ加熱中に　　　     をԡします。

˔ 加熱ऴྃޙ΋Իがする
 ˠ製品内部を冷٫するフΝンのճ転音です。
。大10分ఔ度で自動的に止まります࠷　 
 フΝンがճ転していても加熱できます。

 　

Webもご活用ください。

h t t p : / / w w w . s h a r p . c o . j p / s u p p o r t /
γϟーϓ　お問い合Θせ 検 ࡧ

Q&A情報 
よくあるご質問などを掲載

故障診断ナビ
故障判定の場合、そのまま修理お申し込み

コールセンターからのアドバイス
お手入れのしかた、上手な使いかた

12 ページ

20 ページ

20 ページ

22 ページ

14 ページ

3 ページ

7 ページ

7 ページ

7 ページ

7 ページ

4 ページ

その他ɺ　　　　 でɺおௐ΂くͩ
さい。す͙ʹ解ܾできるか΋しれ
ません。

 58～61ページ
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˙ϑリーμΠϠル・φビμΠϠルがご利用いた͚ͩない場合は…

0120 - 078 - 178 

0570 - 550 - 449 

固定電話、PHSからは、フリーダイヤル

携帯電話からは、ナビダイヤル

（年末年始を除く）●月曜～土曜： 9 �0 0 ʙ18 �0 0 　●日曜・祝日：9 : 0 0 ʙ17 �0 0ड�෇�࣌�ؒ

（年末年始を除く）●月曜～土曜： 9 : 0 0 ～20 : 0 0 　●日曜・祝日：9 : 0 0 ʙ17 �0 0ड�෇�࣌�ؒ

0120 - 02 - 4649 

0570 - 550 - 447 

固定電話、PHSからは、フリーダイヤル

携帯電話からは、ナビダイヤル

˙ϑリーμΠϠル・φビμΠϠルがご利用いた͚ͩない場合は…

使用ํ๏のご૬ஊなͲʲ͓٬༷૬ஊࣨʳ

修理のご૬ஊなͲʲमཧ૬ஊηϯターʳ

06 - 6792 - 1582  06 - 6792 - 5993  
電  話 FAX

06 - 6792 - 5511 06 - 6792 - 3221
電  話 FAX

〒581-8585　大阪府八尾市北亀井町3丁目1番72号

〒581-8585　大阪府八尾市北亀井町3丁目1番72号

͓٬༷͝૬ஊ૭ޱͷ͝Ҋ಺

˞ฐ社では、確࣮なお٬༷ରԠのため、フリーμイϠϧ・φビμイϠϧサービスをご利用のお٬༷に｢発৴者番号௨知｣を
　おئいしています。発৴者番号をඇ௨知に設定されている場合は、番号の࠷ॳに｢18�｣をͭけておかけください。

インターネットから修理のお申し込みや進捗確認も24時間サポート

h t t p : / / w w w . s h a r p . c o . j p / s u p p o r t / r e p a i r . h t m l
εϚーτϑォン΍
ଳి࿩はこͪらからܞ

ご質問やお困りごとは、気軽にアクセス、しっかりアシスト！

h t t p : / / w w w . s h a r p . c o . j p / s u p p o r t /

検 ࡧ

γϟーϓ　お問い合Θせ 検 ࡧ

いͭで΋便利な8FCサービεʲγϟーϓΦϯϥΠϯサϙーτʳ

मཧɾ使い͔ͨɾ͓खೖΕɾ͓ങい෺ͳͲͷ͝૬ஊɾ͝ґཔɺ͓ΑͼສҰɺ੡඼ʹΑΔ͕ނࣄ
ൃੜͨ͠৔߹͸ɺ͓ങい͋͛ͷൢചళɺ·ͨ͸Լه૭ޱʹ͓໰い߹Θͤͩ͘͞いɻ
ϑΝクγϛリૹ৴される場合はɺ੡品の໊ܗ΍お問い合Θせ಺༰のごهೖをおئいいたします。

●お電話は番号をよくお確かめのうえ、お間違いのないようにおかけください。
●所在地・電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。(2016.03)

εϚーτϑォン΍
ଳి࿩はこͪらからܞ

γϟーϓ　修理૬ஊ

˙ ̦ ̧コードにͭいて
 スマートフォンやタブレット୺຤のバーコードリーμーで読み取ってください。(読み取れない場合は近๣に表記のアドレスを௚઀入力してください)
 ༠ಋされるサイトおよͼ動ըのࢹௌはແ料ですが、௨৴料金はお٬༷のごෛ୲になります。̧̦コードはࣜגձ社σンιーウΣーブのొ࿥঎ඪです。
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保証とアフターサービス

● 保証書は｢お買いあげ日・販売店名｣などの記入を
 お確かめのうえ、販売店から受け取ってください。
 保証書は、内容をよくお読みの後、大切に保存し
 てください。

● 保証期間…お買いあげの日から1年間です。

保証期間中でも有料になることがありますので、
保証書をよくお読みください。

ただし、マグネトロンのみ2年間です。
 

修理を依頼されるときは

● 当社はウォーターオーブンの補修用性能部品を
 製品の製造打切後、8年保有しています。
● 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持する
　ために必要な部品です。

保証書(別添)

補修用性能部品の保有期間

 54～61ページ

お買いあげの販売店に次のことをお知らせ
ください。

1
2
3

出張修理

それでも異常があるときは使用をやめて、
必ず電源プラグを抜いてください。

この製品は、日本国内用に設計されています。
電源電圧や電源周波数の異なる外国では、使用できません。
また、アフターサービスもできません。

｢故障かな?｣｢よくあるご質問｣ を調べて
ください。

● 品名：ウォーターオーブン   
● 形名：(本書の表紙に記載の形名)
● お買いあげ日(年月日) 
● 故障の状態 (具体的に)
● ご住所(付近の目印も合わせてお知らせください)
● お名前　● 電話番号　● ご訪問希望日 

長年ご使用の場合は商品の点検を！
こんな症状はありませんか？
● 電源プラグやコードが異常に熱くなる。
● 自動的に切れないときがある。
● コゲ臭いにおいがしたり、運転中に
 異常な音や振動がする。
● スタート操作をしても、食品が加熱
 されない。
● ドアに著しいガタがある。
● 触れるとピリピリと電気を感じる。
● ドアや庫内に著しい変形がある。
● その他の異常や故障がある。

愛情点検

故障や事故防止のため、電源プラグをコンセント
から抜き、必ず販売店に点検をご依頼ください。
なお、点検・修理に要する費用は、販売店に、
ご相談ください。

ご使用中止

使い分けいろいろ

水

水

水 水

は、水タンクに水を入れて操作します。水

24

31

36

32

34レンジあたため
ごはん・おかず
冷凍ごはんなど
レンジで早く
あたためるとき

●

42レンジ
出力を合わせて加熱するとき

●

43蒸し物
水蒸気(100℃まで)で加熱するとき　　　　　

●

48発 酵
パン生地などを発酵するとき

●

46ウォーターグリル 　・グリル
高温で加熱するとき　　

●

44ウォーターオーブン 　・オーブン
庫内の温度を一定に保ち加熱するとき

●

しっとりあたため
ごはん・中華まんなどを
乾燥を防いで
あたためるとき

●

水 37焼きたてパンあたため
バゲット・おかずパンなどを
焼きたてのように
あたためるとき

●

38冷凍食品(市販品)
スーパーなどで売られている
1人分の冷凍パスタなどを
あたためるとき

●コンビニ弁当
コンビニエンスストアや
スーパーなどで売られている
お弁当をあたためるとき

●

●

26 40蒸し野菜
ほうれん草・ブロッコリー
などの野菜を蒸すとき

●カンタン焼き・蒸し
手軽に焼き物・蒸し物
メニューを作るとき

●

水

水

水 水

水

28 その他のメニュー
基本操作             を参考にし、詳細は
クックブックをご覧ください。
メニュー名は、製品の前面下または
　　　　 をご覧ください。
 

●解 凍
肉、魚などを解凍するとき

●

サックリあたため
天ぷら・フライなど
余分な油を落として
あたためるとき

牛乳・酒
飲み物を
あたためるとき

●

あたためる

自動で加熱する

自
動
加
熱

30 ページ

12 ページ

手
動
加
熱

初
め
て
お
使
い
の
と
き
／
よ
く
あ
る
ご
質
問
／
使
い
分
け
い
ろ
い
ろ

本書内に記載の｢クックブック｣は、付属のクックブックのことを示しています。

● 修理に際しましては保証書をご提示ください。
 保証書の規定に従って修理させていただきます。

● 修理すれば使用できる場合には、ご希望により
 有料で修理させていただきます。

● 修理料金は、技術料・部品代・出張料などで
 構成されています。

技術料

部品代

出張料

故障した製品を正常に修復するための料金です。

修理に使用した部品代金です。

製品のある場所へ技術者を派遣する場合の料金です。

保証期間中

保証期間が過ぎているときは

修理料金のしくみ

お買いあげの際に記入されると便利です。便利メモ

お買いあげ日

販売店名

年  月  日
電　話　　(   )   ー

AX-CA300_2nd.indd   3 16/09/14   16:14
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ਓ΁の֐ةɺ࢈ࡒ΁のଛ֐を๷͙ためɺおकりいたͩくことをઆ໌しています。

˙ おकりいただく内容のछྨを、
　次のਤ記号でઆ໌しています。

、った使いかたで生じる内容をޡ ˙
 次のように۠分してઆ໌しています。

してはいけないこと。

しなければならないこと。

｢軽ইをෛう、または࢈ࡒにଛ֐を受ける
おそれがある｣内容。஫ҙ

ݥة。内容｢๢またはॏইをෛうおそれが高いࢮ｣
ࠂܯ。内容｢๢またはॏইをෛうおそれがあるࢮ｣

ʹまで࣮֬ݩϓϥグはɺࠜݯి
ࠩしࠐΉ
(発ՐのݪҼ)

ఆ期తʹిݯϓϥグʹ෇いた
΄こりをסいた෍で১きऔる
(ほこりがたまると、ՐࡂのݪҼ)

おखೖれはɺඞͣిݯϓϥグを
コンηンτからൈきɺ冷めてから
おこな͏ 
(感電・やけど・けがのݪҼ)

Ξーεを࣮֬ʹऔり෇͚る
(故障や࿙電のときに、感電のおそれ)
水気や࣪気のଟい所に設ஔする場合や
アース୺ࢠがない場合は、お買いあげの
販売店にご相談いただき、ඞͣΞーε
。をしてくͩさいࣄ޻

ϓϥグ΍コーυはɺݯి
ཚ๫ʹѻΘない
˔ Ώるんͩコンηンτは使Θない
˔ ইんͩిݯϓϥグ΍コーυは使Θない
˔ ই෇͚たりɺมܗさせない
 (加޻する・高温部<ഉ気ޱ>に近付ける・
 ແ理にۂげる・Ҿっ張る・Ͷじる・
 ଋͶる・ॏい物をのせる・ڬみࠐΉ
 などすると、コードがഁଛし、Րࡂ・
 感電・γϣートのݪҼ)

͵れたखでిݯϓϥグをൈきࠩし
しない
(感電・けがのݪҼ)

ఆ֨1�AҎ্・ަྲྀ1007の
ઐ用コンηンτを୯ಠで使͏
(他のث具とซ用した分ذコンセント
<Ԇ௕コード>を使うと異常発熱し、
発Ր・感電のݪҼ)

΍݀なͲʹɺϐン΍਑金ޱؾഉٵ
なͲの金ଐ物΍ҟ物をೖれない
(感電・けが・故障のݪҼ) ෼解ې止

自෼でઈରʹ෼解・修理・վ଄を
しない　(感電・Րࡂ・けがのݪҼ)
ສ一、異物が入った場合や修理は、
お買いあげの販売店、またはお٬༷
ご相談૭ޱにご࿈བྷください。

ѹ෦඼ʹ৮Βͳいߴ

Ξーεʹͭいて

ϓϥグをൈく

Ξーεઢ઀ଓ

͵れखې止

҆શ্ͷ͝஫ҙ�	�


63 ページ

7 ページ

ݥ ة ʹ故΍େ͚がを๷͙ためࣄなͲのࡂ΍Րిײ

ࠂ ܯ ʹ故΍͚がを๷͙ためࣄ΍࿙ిɺ発ՐなͲʹよるిײ

ϓϥά΍ίーυɺアースʹͭいͯݯి

● 自動加熱の場合は、クックブックの｢ख動でするときは� ｣を
 参考に、手動加熱で༷ࢠをݟながら加熱してください。

● クックブックの｢ख動でするときは� ｣を参考に、手動加熱で
。ながら加熱してくださいݟをࢠ༷ 

こんなときは？ してくͩさいʹߟࢀ রࢀ
ϖーδ

ૢ 

࡞

ఀ
ి
࣌

加熱్中でఀిした場合ɺ
Ͳ͏すれ͹いいのですか？

< Ԇ長できます >දࣔがফ͑た
あとʹɺ加熱のԆ長(௥加)を
したいときはɺͲ͏すれ͹い
いのですか？

 加熱が଍りないとき

よ
く
あ
る
ご
質
問
	�
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使༻͢Δと͖
௚ͪʹ使用を中止する
˔ す͙ʹిݯϓϥグをൈいてɺ
 販ചళ΁点検・修理を依頼する
 (発Ԏ・発Ր・感電・けがのおそれ)
 ҟৗ・故障ྫ
。ϓϥグ΍コーυがҟৗʹ熱くなるݯి ● 
 ● 自動తʹ੾れないときがある。
 ● コήषいʹおいがしたりɺҟৗなԻ
  ΍ৼ動がする。
 ● εターτૢ࡞をして΋加熱しない。
 ● υΞʹஶしいΨタがある。
 ● ৮れるとϐリϐリとిؾを͡ײる。
 ● υΞ΍ݿ಺ʹஶしいมܗがある。
 ● その他のҟৗ΍故障がある。

ҟৗɾނো࣌ʹ͸
熱ʹऑい΋のをۙ෇͚ない
˔ たたみ・͡Ύ͏たん・ςーブルクϩε
 なͲのෑ物の্΍ɺカーςンなͲの
 ೩͑΍すい΋ののۙくʹஔかない
 (変形・変৭・൓りのݪҼ)
˔ εϓレー؈をۙ෇͚ない
 (ҾՐやഁ྾のݪҼʣ

で使Θせない͚ͩڙࢠ
˔ ༮ࣇのखのಧくॴで使Θない
 (感電・やけど・けがのݪҼ)

ཛ(Ώでཛ・͏ͣらཛؚΉ)なͲɺ
ບ΍֪෇きの΋のはレンジ加熱しない
(ഁ྾・やけどのݪҼ)
● おでんのཛɺ໨ۄ焼きなͲは、
� രൃ͠ɺେมݥةͰ͢
˞ཛをレンジ加熱するときは、
　必ず༹きほ͙してください。
● ບ(いかなͲ)΍֪෇き(クリなͲ)の
 ΋のはɺ੾れ໨΍ׂれ໨をೖれる
� িܸͰ৯ث΍
� フϥοτςーϒϧͳͲ͕
� ׂΕΔ͜と͕͋Γ·͢

ビン・ີ෧༰ثのખ΍ϑタをはͣす
● 加熱のしすぎʹなりɺഁ྾します
 (容ثがഁ྾して、
 やけどやけがのݪҼ)

ϕビーϑーυ΍ϛルクɺհޢ食を
あたためるときはɺ加熱ޙɺ
かきࠞͥてからԹ౓を֬ೝする　
(やけどのおそれ)

ඞͣ
はͣす

食品・ҿみ物を加熱しすぎない
ಥવ෸と͏・発Ԏ・発Րのおそれがある
ので、加熱ํ๏をおकりください。
加熱をしす͗たときは、そのまま1～2分ఔ度
庫内で冷ましてから取り出してください。

˞௿めのޱ޿容ثを使う
˞加熱前・加熱後にかきࠞͥる

● ҿみ物はɺ� 牛乳・酒 で加熱する
 
 

(ಥવ෸とうによりやけどのおそれ)
● カレー・γνューɺࣽ物ɺो物なͲはɺ
 ෼ྔ・༰ثなͲຊ書のࡌه಺༰をकる
 
● ༉ࢷ෼のଟい΋の(όター・ੜクリーϜ
 なͲ)はɺख動レンジで༷ࢠをݟながら
 加熱する

● ࣍のよ͏な食品はख動加熱で༷ࢠを
ながら加熱するݟ 
 ・গྔの΋の
 ・ਫ෼のগない΋の
 　(パン、さͭまいもなど)
 ・༉が෇いた΋の
 　(バター付きパン、フライものなど)
Թʹなり΍すい΋の(あんまんなど)ߴ・ 

自動のレンジあたため
加熱は使Θない

ಥ෸

ಥ෸

発Ԏ

31 ページ

25 ページ

42 ページ

ࠂ ܯ
Ճ೤͢Δと͖͸

ʹ故΍͚がを๷͙ためࣄ΍࿙ిɺ発Ր΍ಥ෸なͲʹよるిײ
(ಥ෸…ಥવの෸と͏ʹより加熱中΍加熱ޙʹ食品΍ӷମがඈͼࢄるݱ৅)

Ճ೤͢Δと͖͸

ಥવ෸と͏のおそれのある食品

発Ԏ・発Րのおそれのある食品

● ༧熱がඞཁなメニュー
　● έーΩやパンなど্࢓がりがσリέートなもの。

● ༧熱がいらないメニュー
　● ϋンバーグ、グラタン、から༲げなどのお૯菜メニュー
  શൠ。
　● Ԙ͟けや։きなど、｢ݮԘ｣をするメニュー。

● スタート後の�0ඵ間は、調અに্࢓がりΩーをԡして
 ください。ॳめ、ඪ४に設定されています。
 

● クックブックの加熱ૣݟදをご覧ください。
 食ࡐに合ったラップの有ແを、記載しています。
　

● 加熱後す͙の状態であれば、༧熱をしなくてもࢧ障ありま
 せんが、温度が下がると্手にできません。༧熱すること
 をおすすめします。
 (庫内が熱い状態から༧熱を։࢝すると୹࣌間で༧熱ྃ׬に
 なりますʣ

● 自動加熱の場合は、基本的にクックブックに記載の分ྔで
 調理してください。
● 分ྔを変ߋする場合 、蒸し料理のときは自動加熱、ख動加熱
 とも、付属の調理໢(または֯ࡼ)にのるఔ度の分ྔであれば、
 加熱࣌間が大きく異なることはありません。
 クックブックに記載の内容でいったん加熱し、加熱後に
。ながらԆ௕加熱をおこなってくださいݟをࢠ༷ 
● 焼き料理のときも蒸し料理のときとಉじですが、クック
　ブック記載分ྔのഒのྔを加熱する場合は、｢2～�ׂ૿｣を
 目҆に加熱࣌間を設定し、加熱のऴ൫で༷ࢠをݟながら、
 加熱を調੔してください。

● 蒸気を発生させる部分がইみ、故障のݪҼになります。
 製品内部のڅ水パイプが、水にؚまれるϛネラϧ成分や
 ͵めりでԚれていることを、お知らせしていますので、
 お早めにクエンࢎを使って、�� クΤンࢎચড়をおこなって
 ください。
 クエンࢎ(ແఴ加、または����ˋҎ্のもの)は、ༀہなどで
　　。入できますߪ 

 

Α͋͘Δ࣭͝໰�	�

こんなときは？ してくͩさいʹߟࢀ রࢀ

ϖーδ
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ํ
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༧
熱
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ද 

ࣔ

50

༧熱がඞཁなメニュー
༧熱がいらないメニュー
の໨҆は？

自動加熱の্࢓がりを
ௐઅしたいときはɺ
Ͳ͏すれ͹いいのですか？

ௐ理がऴΘったあとɺ
ଓ͚てಉ͡加熱をするとき΋ɺ
༧熱がඞཁですか？
಺が熱い状ଶならɺݿ
༧熱をしなくて΋いいですか？

レンジ加熱で
ϥッϓをする΋の
ϥッϓをしない΋の
の໨҆は？

クックブックのメニューで
ਓ਺෼をม͑て࡞りたい
ときは？

<ચড়>のදࣔが出ます。
ચড়をせͣʹ使用をଓ͚るとɺ
Ͳ͏なりますか？

クックブック

～

6 4

7 1

҆
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্
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Ճ೤த΍Ճ೤ޙ͸

Ճ೤લʹ֬ೝ͢Δ
レτルτ食品・ਅۭパック・ା٧・ビン٧・٧؈
ೖり食品をレンジ加熱するときはҠしସ͑る
(ഁ྾・製品のഁଛ・けが・やけどのݪҼ)

加熱ʹ合った༰ثを使͏

ௐ理Ҏ֎ʹ使Θない
カϥ(食品なし)の状ଶで
レンジ加熱しない
として使Θないݿ಺をऩೲݿ ●
 (ա熱・異常動作して、発ՐのݪҼ)

金ଐྨ΍ΞルϛϗΠルなͲを使用
してɺレンジ加熱しない
● レτルτ食品・٧؈・金۲・
 Ξルϛέーε・Ξルϛ
 ςーϓなͲを加熱しない
˞ 本書では、使いかたをݶ定して、
 アϧϛϗイϧを使用することが
 あります。記載௨りにお使いください。

઱౓保࣋ࡎ(୤ࢎૉࡎ)をೖれたままɺ
加熱しない (ՐՖが出て製品をইめたり、
食品の発Ԏ・発ՐのݪҼ)

υア͸

ϓϥάʹͭいͯݯి
長期間使用しないときはɺ
ϓϥグをൈくݯి
(ઈԑྼԽなどで感電や࿙電・ՐࡂのݪҼʣ

ϓϥグをൈくときはɺݯి
コーυを࣋ってҾきൈかない
(அઢやスパークして、発ՐのݪҼ) ϓϥグをൈく

઀৮ې止

蒸ߴ・ؾԹ部෼ʹ৮らない
● 加熱中΍加熱ޙし͹らくはɺϑϥッτ
 ςーブル・υΞ・Ωϟビωッτ・ݿ಺・
 ഉޱؾ・෇ଐ品・༰ثなͲʹ৮らない
 またɺഉޱؾ(ఱ໘Ԟ)をのͧきࠐんͩ
 りɺإなͲを͚ۙͮてυΞを։͚ない
 (やけどのݪҼ)
˞ 食品や付属品の出し入れは、乾いた
 ϛトンなどをご使用ください。

ϥッϓをはͣすときはɺ஫ҙする
蒸気が一気に出て、やけどをすることが
あるので、Ώっくりはずします。

ௐ理ޙのݿ಺΍υΞʹ
ਫをか͚ない
● ϑϥッτςーブルʹিܸを加͑たりɺٸ冷
 したりɺ使用中のυΞʹ΋ਫをか͚ない
 (ׂれるおそれ)

಺΍υΞʹ༉・食品カε・ࣽोをݿ
෇͚たままで์ஔしたりɺ加熱したり
しない　(発Ր・発Ԏ・さͼのݪҼ)
おखೖれ

಺の食品が೩͑出したときはɺݿ
υΞを։͚ない
υΞを։͚るとࢎૉがೖりɺ੎いよく
೩͑ます
● ࣍のॲஔをしてくͩさい
 1. υアをดめたまま、とり͚し をԡす。
 2. 電ݯϓϥάをൈく。
 3. ຊମから೩えやすいものをԕ͟け、
  ௟Րするのを଴つ。
● ௟Րしない場合はɺਫかফՐثで
 ফՐする
● そのまま使用せͣʹɺඞͣ販ചళʹ
 点検を依頼してくͩさい

υΞ΍ϋンυルʹແ理なྗを
加͑ない。またɺ�LHҎ্の物を
のせない　(本体が౗れて、けがを
したり、電波࿙れのݪҼ)

υΞをইめないɺ物をڬまない
಺΍υΞʹ物をͿ͚ͭたりɺݿ ●
 υΞʹ物をڬんͩまま使Θない
 (電波࿙れやドアガラスがׂれるおそれ)

　

　

஫ ҙ 発Ր΍発Ԏʹよる΍͚Ͳ΍͚がを๷͙ためʹ

Ξルϛ
ςーϓ

52 ページ

҆શ্ͷ͝஫ҙ�	�

こんなときは？ してくͩさいʹߟࢀ রࢀ

ϖーδ

ௐ
ཧ
ํ
๏

野菜を蒸したがɺ
࣌間がかかる。
खૣくするํ๏は？

ಉ͡メニューを
࿈ଓでくりฦしௐ理する
ことができますか？

過熱ਫ蒸ؾʹよる୤༉・ݮԘ
ޮՌを໨తとしないで焼く
ํ๏は？

クックブックʹࡌهしていない
メニューの加熱ํ๏は？

食品のパッέージʹ
｢レンジ˓˓˓8˓෼で加熱｣と
書かれている΋のはɺͲのよ͏
ʹ加熱すれ͹いいですか？

野菜を蒸すときはɺ
Ͳのよ͏ʹ加熱すれ͹
いいですか？

���サックリあたためɺ
���しっとりあたためɺ
  あたため  の使い෼͚は？

● 水を使わない �� オーブンや、 �� グリルで加熱します。
　

● クックブックのྨࣅメニューを参考にして、༷ࢠをݟながら
 加熱してください。
˞一ൠ的にオーブン料理の加熱࣌間や温度は、オーブンのサイ
　ζや構造ごとに異なりますので、ࢢ販のお料理ブックや他の
　製品のレγピとಉじ৚݅ではうまく焼けないことがあります。

● クックブックの加熱ૣݟදをご覧ください。
 加熱早ݟ表に記載がないૉࡐを蒸す場合は、छྨによっても
 異なりますが、 �� 蒸し物 ڧ で 10෼ を目҆に、༷ࢠを
。ながら加熱してくださいݟ 

● 庫内や付属品が熱い場合、ೱいめに্࢓がったり、うまく
。がらないことがあります্࢓ 
 調અが必要なときは、加熱スタート後、্࢓がりΩーを使い、
。ながら加熱してくださいݟをࢠ༷ 

● 蒸し野菜は、レンジ加熱にൺべると加熱࣌間がかかります。
、りなどでগྔの野菜を蒸す場合は࠼ときやお弁当の͙ٸ 
 �� レンジを使うと便利です。
● ؙ ごと加熱するより、切り分けるํが早く加熱できます。
 従དྷの調理ํ๏(ುでΏでるなど)で、じΌがいもの加熱よりも
　Ώで࣌間がかかるもの(たけのこなど)は、�� レンジで༷ࢠを
。ながら、加熱してくださいݟ 
˞蒸し機能で調理すると、みずみずしく؁みのある্࢓がりに
　なり、また、ଟগ分ྔが変わってもಉじ操作でできますので、
　たくさん蒸して、いΖいΖなཱݙに݈߁的にご利用ください。

●  �� レンジで出力を  �008 ɺ �008 ɺ2008 ɺ10008 
 に合わせ、࣌間を合わせて加熱します。

● クックブックの加熱ૣݟදをご覧ください。　
 食ࡐに合った加熱のํ๏を記載しています。

42

クックブック
7 0

クックブック
7 0

クックブック

～

6 4

6 9
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࣍のよ͏な場ॴで使用する場合はɺΞーεࣄ޻˞が๏཯でٛ຿෇͚られています。
●  ਫؾのある場ॴɿീඦ԰・魚԰のચい場など水をѻう所、水ణのඈͼࢄる所、地下ࣨなど݁࿐が
。のऔり෇͚΋ٛ຿෇͚られていますثきやすい所。࿙ిしΌஅى  
●  ࣪ 。のଟい場ॴɿ飲食店のਥ๪、౔間・コンクリートচ、 ञ・しΐうΏなどのৢ造・ஷଂ所ؾ
 ˞アース޻事ʜ電気޻事࢜の有֨ࢿ者による%छ઀地޻事。(本体Ձ֨に޻事費はؚまれていません)

Ξーεʹͭいて
● Ξーε୺ࢠ෇きコンηンτがない場合
 お買いあげの販売店にご相談いただき、
 アース޻事˞をおこなってください。
 Ψε؅΍ਫಓ؅ɺి࿩΍ආཕ਑の
 Ξーεઢʹはઈରʹ઀ଓしないで
 くͩさい。

● Ξーε୺ࢠ෇きコンηンτがある場合
 アースઢのઌ୺を
 はずし、アース୺ࢠに
 確࣮にݻ定します。
 アースઢの௕さが଍りないときは、
1�2�NN2Ҏ্のܘ販のಋ体ࢢ 
 ものをご使用ください。

ৎ෉で҆ఆしたਫฏな場ॴʹஔく　
(૽音や振動、ガタ付きや܏きがあると水が࿙れて、故障のݪҼ)
● ੡品がస౗・མԼした場合はɺ֎部ʹଛইがなくて΋使用せͣɺ点検を依頼する
 (感電・電波࿙れのݪҼ)
 ʲผ売品ʳ落下・転౗防止用金具｢形名3,�5#1｣ 希望খ売Ձ֨�00ԁ�੫(޻事費ผ)
 ˞金具取付け面(製品後ํ)とน面との間は、18DNҎ্のスペースがۭきます。

ຊମఱ໘ɺนとの間はɺԼਤの཭ִڑ཭Ҏ্のۭ間をઃ͚る 
(ա熱による変形・発Րや故障のݪҼ)

● ૭Ψϥεがある場合はɺഉޱؾ　　　　  と20DNҎ্཭す
 (それでも温度ࠩによってׂれる場合あり)
● ௐ理をするときはɺඞͣؾ׵をする
 (蒸気によるนなどへの࿐付きのݪҼ)
● 熱ʹऑいՈ۩΍コンηンτのあるน໘ʹഉޱؾが޲き合͏ときはɺ熱มܗするおそれが
 あるためɺԕ͚͟る　(Րࡂ・感電・γϣートのݪҼ)
(Ҽݪ感電・γϣートの・ࡂՐ)　まないよ͏ʹするࠐみڬʹϓϥグ΍コーυを੡品でนなͲݯి ●

を;さがない　(ա熱による発Րや故障のおそれʣ     　　　ޱؾഉ・ޱؾٵ
蒸ؾ΍ਫのかかるॴ΍Րؾのۙくで使Θない　(感電・࿙電のݪҼ)
੡品の্はɺߴԹまたは蒸ؾのӨڹをड͚るためɺ物をஔいたりɺۙ෇͚ない
とくに電気製品は、故障することがあります。

場ॴ ্ํ
10཭ִڑ཭ (DN)

この製品は、｢ফ防๏ 設ஔ基४｣に基ͮくݧࢼ基४にద合しています。

10 ページ

10 ページ

ӈͲͪらかҰํを�DNҎ্։͚るとࠨ ˞
 ΋͏Ұํはɺ2DNҎ্でઃஔできます。

記の記載ੇ๏を཭しても、ഉ気にࠨ
調理中の油や౬気がࠞじり、ഉ気ޱ
付近のนがԚれたりすることがあり
ます。
気になる場合は、น面にアϧϛϗイ
ϧなどをషることをおすすめします。
੡品ʹషらない

ํࠨ
�

ӈํ
�

લํ
։์

ํޙ
0

Լํ
0

˞ഉ気ޱ(天面Ԟ)　　　　　  はؚまない。

｢ফ๷๏ ج४ద合 ૊ܗࠐ｣

10 ページ

ઃஔʹͭいͯ

蒸気の
ഉ気ํ޲  

�2��DNҎ্ 

�DNҎ্ 

10DNҎ্˞ 

�DNҎ্ 

10 ページ

● Χビやەࡶがൟ৩しやすくなり、よりこまめな水タンクの
 お手入れが必要となりますので、おすすめできません。また、
 水ಓ水Ҏ外の水は、水タンク内の水ྔを正しく検知されない
 場合があります。(<ਫ補څ>の表示が出る場合があります)
　
　

● 本体に水タンクをセットしたままでも、調理にࢧ障ありませ
 ん。水タンクに入っている水は、ࣺてましΐう。
　　

 

● 使͑る༰ثを参রしてください。
　ਬ൧……  レンジ  で使えるもの
 ;きこ΅れないように、෼ྔのถとਫをೖれた
 2ഒҎ্のਂさが必要です。
　੺൧……  蒸し物  で使えるもの
 ;きこ΅れがなく、ۉ一に加熱されやすい金属製の
 バットなどが便利です。
　ࣽこみ… 具やो気がଟいものは、;きこ΅れʹくいਂめの
 ଱熱性༰ثをお使いくͩさい。 　

 

● 記載の水Ґは、目҆です。水の෗ഊなどを防͙ために、使用
 ごとに৽しい水を水Ґまで入れてください。水Ґ2を௒えて
 入れるとこ΅れやすくなります。
 水ྔが଍りないときは、<ਫ補څ>を表示します。
● 構造্、加熱後も水タンクには水が࢒ります。調理ڥ؀に
 よって、ಉ一メニューでも࢒水ྔが変わることがあります。

● 水タンクが変形するおそれがあるので、使わないでください。
 お౬を使っても、加熱࣌間の୹ॖにはなりません。

● 調理ऴྃ後は水をࣺてましΐう。
● ଓけて使用しない場合、気温によっては、水が෗りやすく
 なりますので、使用しないときは、必ずΧラにしておいて
 ください。調理するときは、৽しい水を入れてお使いください。

っている水を高温で蒸発させ、乾燥できるの࢒水パイプにڅ ●
 で、ਗ਼ܿに使用できます。
 ˞本体の水抜きをおこなわなかった場合は、加熱中や加熱後に
 　庫内Ԟ面の蒸気ਧき出しޱから水(ແ৭または、ന৭)が
 　出てくることがあります。
 

● ਗ਼ܿにお使いいただくために、水タンクを使用したら、一日
 1度、一日の使いऴわりにおこなってください。

Α͋͘Δ࣭͝໰�	�

こんなときは？ してくͩさいʹߟࢀ রࢀ

ϖーδ

ਫ
ɾ
ਫ
λ
ϯ
Ϋ

ຊ
ମ
ͷ
ਫ
ൈ
͖

༰ 

ث

ਫタンクのਫྔはɺレγϐ
ʹのਫҐʹຖճɺਖ਼֬ࡌه
合Θせるのですか？

ਫタンクʹೖれるਫはɺ
ϛωϥルウォーター΍Ξルカリ
Πオンਫが使͑ますか？

お౬を使͏ことができますか？

ਫを使Θない加熱のときʹɺ
ਫタンクをηッτしたままで΋
問୊ありませんか？

ਬ൧ɺ੺൧ɺࣽこみは
Ͳんな༰ثを使͑͹いいの
ですか？

ௐ理ޙɺਫのೖったਫタンクを
ϔルγオʹηッτしたまま์ஔ
しておいて΋いいですか？

ຊମのਫൈきをすると
Ͳ͏なるのですか？

Ͳれ͙らいのස౓で
おこな͏のがいいのですか？

49
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Ξーεઐ用୺ࢠ
Ξーεઢ

アースઢの
ઌ୺をはずす。
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水タϯΫʹͭいͯ
ਫಓਫを使͏
ড়水ثの水、アϧΧリイオン水、
ϛネラϧウォーターなどは、水ಓ水に
ൺべて、Χビやەࡶがൟ৩しやすく
なります。

コンϩのそ͹΍ߴԹʹなる場ॴʹ
ஔかない
容ثが༹けたり、変形し、フタがด
まらなかったり、本体にセットでき
なくなります。

ਫタンクʹଛইがあるときはɺ
使Θない
故障のݪҼになります。お買いあげの
販売店にご相談ください。
˞ 水タンクを本体から取り出すときに、
 ໿�0N-の水がͭΏ受けにྲྀれます
　 が、故障ではありません。

ਫタンクのਫはҰ日1౓はࣺてる
水は、水蒸気となって௚઀食品に触
れるので、水ಓから出した৽しい水
を使用してください。

ਫタンクの༰ث・ϑタはɺこまめʹ
ચいɺਗ਼ܿʹ保ͭ
水のަ׵だけでは、容ثに水あか、
͵めりが付ணするので、やわらかい
スϙンジを使い、୆所用合成ચࡎ
(中性)でચってください。
お手入れ後は、ॆ分に水気を取って
ください。

食ثચいס૩ػ΍食סث૩ثは
使Θない
(熱で変形するおそれ)

● ςレビɺϥジオから�NҎ্཭す。(ࡶ音やը૾がཚれるݪҼ)
● ੡品のۙくではແઢ-A/ثػの௨৴性能が௿Լすることがあります。
 ແઢ-"/機ثの取ѻઆ໌書などをお読みのうえ、ご使用ください。

おئい

҆શ্ͷ͝஫ҙ�	�

஫ ҙ 発Ր΍発Ԏʹよる΍͚Ͳ΍͚がを๷͙ためʹ

 とり͚し  をʮϐッʯと໐るまで�ඵҎ্ԡしɺさらʹ�ճԡします。
<%>がফ͑ɺ<　 >දࣔʹなると使͑ます。

σモදࣔʹなっていますのでɺ࣍のૢ࡞がඞཁです。この状態では、加熱ができません。

˞σϞ表示とは、店಄などで঎品のಛ௕や機能をઆ໌するための表示です。
　(自動的に表示が動きますʣ

。Թのため使用できませんߴ಺がݿ
のදࣔがࠨ಺Թ౓がԼがりɺݿ
ফ͑ると使用できます。

੡品಺部のਫが凍݁してɺਫを使͏
加熱ができません。

凍݁している水を༹かすために、
�� オーブン(༧熱をしない)で
200ˆ に合わせて、しばらく
加熱してください。

੡品಺部のڅਫパΠϓがɺਫʹؚま
れるϛωϥル੒෼΍͵めりでԚれて
います。
クΤンࢎを使ってɺ��� クΤンࢎચড়
をおこなってくͩさい。
 とり͚し  をԡすと使用できますが、
なるべく早くクエンࢎચড়をおこな
ってください。蒸気が出にくくなり、
調理の্࢓がりにӨڹします。
クΤンࢎ(ແ添加ɺまたは����ˋҎ্
の΋の)はɺༀہなͲでߪೖできます。

�� ਫൈきでɺਫタンクʹ
ਫがೖっているためɺ使用
できません。

ਫタンクのਫのྔが
গなすぎます。

点໓ʹޓަ

੡品が故障している場合
があります。
電源プラグをコンセント
から抜き、お買いあげの
販売店または、γϟープ
お٬༷ご相談૭ޱにŊ 
 දࣔの൪߸  をご࿈བྷ
ください。

●  解凍 ・ �� 発酵

 とり͚し  をԡすと、
下記Ҏ外の加熱は使えます。

水タンクを取り出して
ください。

● 必要水Ґまで水を入れ、
  εターτ  をԡして
 ください。
● 水ಓ水Ҏ外の水を使って
 いませんかʁ
● 水タンクはしっかり
 Ԟまでԡしࠐまれて
 いますか 

50 ページ

൪߸

しっかり
Ԟまで
ԡしࠐΉ

お஌らせԻ (ϐϐϐϐ…)が໐ります

ॳめて使用するときɺ<%>දࣔが出たら…

63 ページ

20 ページ
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保証書・औѻઆ໌書・クックブック

調理໢は、必ず付属のものをお使いください。
フッૉコーςΟング加޻にͭいて

౰঎඼は日ຊࠃ内޲けͰあり、日ຊޠҎ֎のઆ໌ॻはありません。
T h i s  m o d e l  i s  d e s i g n e d  e x c l u s i v e l y  f o r  J a p a n ,  w i t h  m a n u a l s  i n  J a p a n e s e  o n l y .

(1ຕ) ࡼ֯

ௐ理໢ (1ຕ)

ਫタンク

ͭΏड͚

イラストは࣮際の形状とएׯ異なることがあります。

蒸し物・オーブンなͲの加熱࣌はɺ֯ࡼड͚୨ʹηッτして
使います。出し入れの際は、必要にԠじてࢢ販のϛトンや;きんなど
をお使いください。

ຊ੡品Ҏ֎で使用しないでくͩさい。

操作部の下にセットします。
水を使わないときは、Χラにしてセットしておき、いͭもਗ਼ܿにして
おきます。
一日1度は、水タンクの水を必ずࣺて、ચってください。

本体正面の下にセットします。

(表示部では｢高アϛ｣｢௿アϛ｣
と表示します)

˞使用中にഁଛしたり、ฆࣦしたときは、お買いあげの販売店へ
　ご依頼ください。(有料)

 52 ページ

。のせて使いますʹࡼ֯

いͭ΋ηッτしておきます。

ਫを使͏加熱のときはɺ৽しいਫをೖれてηッτします。

調理։࢝前は、ͭΏ受けがΧラであることを確ೝしてください。
水タンクを取り出すときは、必ずセットしておきます。
(ͭΏ受けがセットされていないと、製品の下に水がこ΅れます)
ཷまった水は、こまめにࣺててください。

൓りを軽ݮするため、中ԝ部をগし高くしています。
ただし、高温調理࣌に、൓る場合がありますが、金属の性࣭によるもので、
冷めるとݩに໭ります。
。は、必ず付属のものをお使いくださいࡼ֯

レンジ加熱・解凍では使͑ません。
ՐՖが出て੡品をইめます。

メニューʹ合Θせてɺද・ཪをม͑て使い෼͚ます

ཪฦす
௿アϛ高アϛ

෇ଐ඼ʹͭいͯ
加熱ʹ合った෇ଐ品の使いかたはŊ｢加熱のछྨとしくみ｣をごཡくͩさい 14 ページ

53 ページ

10 ページ

● メニューに合わせて下ஈにセットしていますかʁ
● メニューに合わせて調理໢を使用していますかʁ

● コンセントは୯ಠで使っていますかʁԆ௕コードなどを使う
 と電圧が下がり、্手にできません。また、ݥةです。

● ֯ を受け୨にのせ、Ԟに当たるまで確࣮に入れていますかʁࡼ
 ࠨ● ӈの焼きϜラが気になる場合は、加熱の్中で֯ࡼごと前
 後を入れସえてください。

● � 牛乳・酒で加熱されていますかʁ
● 容ثに入れる1ഋあたりの基४分ྔをकっていますかʁ
ೕ200N-ʗञ180N-ʣڇ) 
● 加熱前の温度にԠじて、্࢓がりΩーを使っていますかʁ
　
　

● しっかりযげ目をͭけたい場合は、�� グリルで加熱して
 ください。

● クックブックのྨࣅメニューの加熱ํ๏を参考に、手動加熱で
 ༧熱をしてから、༷ࢠをݟながら焼いてください。
 ただし、庫内のサイζや構造などのҧいにより、ࢢ販の本など
 とಉじ加熱৚݅ではうまく্࢓がらないことがあります。

● 食品をフラットςーブϧに௚઀ஔいていませんか 
 とくに冷凍食品は、Ϝラが出やすいため、଱熱性のࡼか容ث
 にのせてください。�� レンジで �008、または
 �008 に合わせて、༷ࢠをݟながら加熱してください。 　

 

● ラップにแんでいませんか 
● フラットςーブϧにラップをෑいて、食品を中ԝにのせて
 いますかʁ
● ૉࡐに合わせて、্࢓がりΩーを使っていますかʁ

● 食ثにのせたり、発๐トレーのままで、加熱していませんか 　
 または、水を使わずに加熱していませんかʁ
。がります্࢓めにݻ 

● 加熱によりऩॖする性࣭がある食品(いかや肉など)は、レン
 ジ加熱することで、食品中の水分が気Խするときに、はじけ
 ることがあります。�� レンジで 2008 に合わせて、༷ࢠ
 をݟながら加熱してください。

● 加熱్中で、水タンクを取り出していませんかʁ
 加熱がऴྃするまで、取り出さないでください。


�	ো͔ͳʁނ

࢓
্
͕
Γ

こんな場合 故障ではありません রࢀ
ϖーδ

31

28
28

28

28

4

46

。がりʹϜϥがある্࢓

ҿみ物が熱くなりすぎる。

˔ �� ウォーターグリルの
　 とき。

˔ �� オーブン、または
　 �� グリルのとき。

যげ໨がͭきʹくい。
͏まく্࢓がらない。

市販の料理ブック΍他の
੡品のオーブン加熱メニュー
が্खʹできない。

�� レンジの10008で
加熱したがɺ্࢓がりʹ
Ϝϥがある。

˔加熱しすぎる。

˔加熱が଍りない。

レンジ加熱で
食品がは͚͡た。

 解凍  で

ਫを使͏加熱が
্खʹできない。
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ϝχϡーදࣔ

྆୺を࣋ͪɺखલʹҾき出す
(ཷまった水がこ΅れないように
ΏっくりҾき出します)

ਫฏʹࠩしࠐΉ
(本体の଍の手前でݻ定)

ͭΏड͚

෇͚かた はͣしかた

ਫをࣺてる
(水ચいなどでਗ਼ܿに)

つΏ受け

ഉਫޱがあります

ഉޱؾ

ޱؾٵ
ϓϥグݯి

Ξーεઢ
必ずアース୺ࢠに取り付ける

蒸気や本体内部の熱気をഉ出します。
Ωϟビネットに水ణが付くことがあ
りますが、異常ではありません。

˔ 物をのせて;さいͩり
 熱΍蒸ؾʹऑい΋のを
 ۙ෇͚たりしない
 (故障のݪҼ)

Ωϟビωッτ

ドアを։けると電源が入ります。
加熱中(運転中)にドアを։けると、
加熱(運転)が一࣌ఀ止します。

্部がগし։いた状ଶでݻఆできます。
加熱ऴྃ後、蒸気や熱気をಀがしたり、
乾燥させるときにお使いください。
୺ࠨϋンυル(を近付けないでくださいإ)

˔ ϋンυルࠨ୺はώーター加熱中や加熱ऴྃ後しばらくは、
 手を触れないようにしてください。
 高温になる場合があります。

υΞ(ϋンυル)

調理中の蒸気やドアの内ଆの水ణ、水タンクを
取り出す際に水(໿�0N-)が出てཷまります。

いͭ΋ηッτしておきますがɺ࣍のタΠϛングではͣします
● 加熱前：Χラであることを確ೝします。
● 調理後：ཷまった水をࣺてます。(水をࣺてずに加熱を
(りฦすと、ͭΏ受けから水があ;れます܁　　　　 

˔ 水タンクを取り出したあと、10ඵఔ度たってから、ͭΏ受けを取りはずしてくだ
 さい。す͙にͭΏ受けを取りはずすと、水がഉ水ޱから落ちてくる場合があります。
˔ ͭ Ώ受けにཷまった水が熱い場合があります。௚઀水に触らないでください。
 (やけどのݪҼ)
● ͭ Ώ受けをはずした状態で์ஔしないでください。本体内部に࢒っていた水ణが、
 ഉਫޱ(2カॴ)から落ちてくる場合があります。

ਫタンク

֤෦ͷͳ·͑
ຊ ମ

12 ページ

ご஫ҙ

ご஫ҙ

ご஫ҙ

<ͭまみタΠϓ> <カόー෇きωジタΠϓ>

ͭまみに
きͭけるר

Ξーεʹͭいて

Χバーを։けて
ネジでͭける

7 ページ

 ݿ

಺

࢓
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こんな場合 故障ではありません রࢀ
ϖーδ

● 製品内部のڅ水パイプに水が࢒っていたものです。
 �� ਫൈきをすると、څ水パイプ内に࢒っている水を高温で
 蒸発させて乾燥するので、庫内へ水が出てくることがগなく
 なり、Ӵ生的です。
 ˞水がനくなるのは、ϛネラϧ分の作用によるもので、
 　Ӵ生্問୊ありませんが、১き取ってください。

Ԟ໘の蒸ؾਧき出しޱから
ਫ(ແ৭またはɺന৭)が
出てくる。

● 調理性能を্޲させるために、庫内のີด性を高めている
 ためです。水を使わない加熱(レンジ・オーブン・グリϧなど)
 のときもಉ༷です。水ణのྔは庫内温度やࣨ温によって異なり
 ます。庫内に付ணした水は、庫内が冷めてから、乾いた;きん
 などで১き取ってください。

加熱ޙɺυΞ಺ଆがく΋っ
たりɺݿ಺΍υΞ಺ଆʹ
ਫణが෇ணする。
υΞを։͚ると蒸ؾが出る。

ʹ಺(ϑϥッτςーブル্)ݿ
ਫがཷまっている。

● 加熱に使われた蒸気が、食品の表面で݁࿐するためです。 　

 

ਫを使͏加熱をすると
食品のද໘ʹਫがཷまる。

ՐՖが出る。
(レンジ加熱のときʣ

● ֯ 、やث調理໢、金۲、アϧϛϗイϧ、金・ۜ໛༷のある、ࡼ
 金属容ثを使っていませんか 
● 食品Χスなどが付ணしていませんか 

● 水を使う加熱の場合、加熱࣌の蒸気が水ణとなって、ཷまった
 ものです。やけどのおそれがあるので、必ず冷めてから乾いた
 ;きんなどで১き取ってください。

● 製品内部のڅ水パイプが、水にؚまれるϛネラϧ成分や
 ͵めりでԚれているため、蒸気が出にくくなっています。
 クエンࢎを使って、�� クΤンࢎચড়をおこなってください。

 

蒸ྔؾがগなかったりɺ
Ԟ໘の蒸ؾਧき出しޱから
ਫ(ແ৭またはɺന৭)が出て
くることがある。

● ごߪ入後にΧラ焼きされましたか 
● 庫内やドアに食品Χスなどが付ணしていませんか 
 また、ࣽोなどのӷ体や油をこ΅しませんでしたかʁ

Ԏが出たりɺ
い΍なʹおいがする。

੡品のԼからਫが
࿙れてくる。

● ͭ Ώ受けをセットしていますかʁ水タンクを取り出すときに、
 গྔの水がͭΏ受けにྲྀれます。水タンクを使用していない
 ときでも、製品内に付ணしているͭΏが落ちてくることが
 あるので、お手入れ࣌Ҏ外はセットしておいてください。
● 本体が܏いていませんかʁ

● フラットςーブϧの୺にஔいていませんかʁ
 中ԝにஔいてください。
● 容ثに入れる1ഋあたりの基४分ྔがଟす͗ませんかʁ
ೕ200N-ʗञ180N-ʣڇ) 
● 加熱前の温度にԠじて、্࢓がりΩーを使っていますかʁ

� 牛乳・酒で加熱したがɺ
͵るめʹ্࢓がる。

10

49

22

18

52

52

50

31

ނ
ো
͔
ͳ
ʁ
	�
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υΞಥى部

ਫタンク

 ಺౮ݿ

食品の出し入れ࣌に、ご஫ҙください。

蒸ؾਧき出しޱ

ड͚୨ࡼ֯

水を使う加熱のときは、水ಓから出した
৽しい水を入れましΐう。

(্ஈŋ下ஈ)

Լώーター(ఈ面内部)

ドアを։けると点౮します。(࠷大�分間)

্ஈ、または下ஈに֯ࡼをセットしてください。
2ஈ調理はできません。

部ى಺ಥݿ
お手入れ࣌に、ご஫ҙください。

നい物が付ணすることがありますが、
異常ではありません。
১き取ってください。

ご஫ҙ
　レンジ加熱のときはɺ֯ࡼ(金ଐ)をઈରʹ使Θないでくͩさい。
当たりʹࡼを使用するとɺϑϥッτςーブルのԼから出るి೾が֯ࡼ֯　
　ՐՖが出てɺϑϥッτςーブルがׂれたりɺ੡品をইめます。
　またɺ食品ʹはి೾がಧかͣɺあたたまりません。
˔ ώーター加熱中΍加熱ऴྃޙし͹らくはɺߴԹʹなっています。
 ௚઀手で触れるとやけどをしたり、熱にऑい容ثをஔくと༹けるおそれがあります。
。冷΍িܸを༩͑るとׂれることがありますٸ ˔
˔ 食品カεが෇ணしたままで使用するとɺযげたりՐՖがඈんͩりします。
 こまめʹおखೖれしましΐ͏。
˔ ਫを使͏加熱の場合ɺ蒸ؾがਫణとなってݿ಺ଆ໘ʹ
 ෇ணしたりɺఈ໘ʹཷまります。
 ཷまる水のྔは、メニューによって異なりますが、
 庫内が冷めてから乾いた;きんなどで১き取って
 ください。
 水が࢒っていると、௨常の加熱࣌間よりも
 ௕くかかることがあります。

಺ ݿ

55 ページ

20 ページ

52 ページ

修理依頼΍お問い
合Θせのલʹɺ΋͏
Ұ౓おௐ΂くͩさいނো͔ͳʁ	�


Ի

動 

࡞

こんな場合 故障ではありません রࢀ
ϖーδ

● ドアと本体の઀触面に付ணしていた水ణが、はじける音です。
　
　

レンジ加熱࣌ʹ
｢パνン｣とԻがする。

● 高温のため、庫内นが๲張するときの音です。
 また、冷めるときにも音がすることがあります。

オーブンŋグリル加熱࣌ʹ
｢ϙン｣΍ɺきしみԻがする。

コンηンτʹిݯϓϥグを
ࠩしࠐんでいるのʹ
Կ΋දࣔしない。

● 電気の容ྔを௒えていませんかʁ販売店にご相談ください。
 (定֨1�"Ҏ্・ަྲྀ1007のઐ用コンセントを使う) 　

 

加熱中ʹిݯがす͙੾れる。
(ブレーΧーが切れるʣ

加熱中ʹݿ಺がときͲき҉く
なったり｢カνカν｣とԻがする。

● 加熱をコントローϧしているためです。

● ドアを։けると電源が入り、<　  >を表示します。
 ドアをดめると1分後、自動的に電源が切れます。

● 表示部に ߴԹ を表示していませんかʁ
 製品内部を冷٫するためにフΝンがճ転しています。
 フΝンճ転中は電源プラグを抜かないでください。
 冷٫が଍りないと故障のݪҼになります。
　 。աすると電源が切れますܦ大�0分࠷ 

 

。が੾れないݯి

● 製品内部の温度৚݅などによって、加熱スタート࣌は
 フΝンのճ転がしない場合があります。
 そのため音がしませんが、故障ではありません。

加熱をεターτさせたがɺ
Կ΋Իがしない。

● 本体を冷٫するフΝンの音です。
 蒸気を庫内にดじࠐめて調理するため、ີด性を高めた設計
 をしています。そのため、フΝンの運転をややڧめに設定し、
 ௕めに運転しています。
● 加熱のछྨにԠじて、製品内部を冷٫するフΝンのճ転を
 コントローϧしているためです。加熱ऴྃ後は、࠷大10分
 ఔ度ճ転しますが、加熱はଓけて使えます。
 

加熱中΍加熱ऴྃޙʹ
ɾେきなԻがする。
ɾ｢ブーン｣ɺ｢Ωューン｣と
　Իがしたりɺ止まったり
　する。

Ωーのड͚෇͚Իɺ
加熱ऴྃԻが໐らない。

13

21

20,  21

をೖれるとɺ｢カνッ｣΍ݯి
｢サー｣なͲのԻがする。

● 加熱の४උをしています。

● লエネ設計のため、加熱中の庫内はফ౮しています。
 点౮させたいときは、加熱中に  ݿ಺౮  をԡします。
 ただし、�� 発酵を使うときは、点౮しません。
　

಺౮が加熱中ʹɺݿ
点౮しない。

● গྔの蒸気が出ることがありますが、異常ではありません。υΞから蒸ؾが࿙れる。

12

● お知らせ音をফす設定になっていませんかʁ
　 ख動ઃఆ  を�ඵ間ԡしଓけると、｢ピッ｣と໐り、
 解আされます。

 ݿ

಺

্ώーター

υΞΨϥεパッΩン

ϑϥッτςーブル

することがありܗԹʹよりҰ࣌తʹมߴ
ますがɺԹ౓がԼがるとݩʹ໭ります。
ドアの周ғからগྔの蒸気が出ることが
ありますが、故障ではありません。

֤
෦
の
ͳ
·
͑

 を੾るݯి

能ػオーτオϑݯి
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● 自動加熱の্࢓がり調અをするときに。
● ���ウォーターオーブン・発酵、�� オーブン  の
 温度設定をするときに。

がり・Թ౓Ωー্࢓

�� レンジ～ �� カϥ焼きを設定するときに。
ܾ定するときは、ランプが点໓してԡすタイϛングを
お知らせします。

ख動ઃఆ

とり͚し 

レンジ加熱を自動でするときに。
また、他の加熱のスタートΩーとして使います。
ランプが点໓して、ԡすタイϛングをお知らせします。
加熱中は、点౮に変わります。

్中で加熱をやめるときや、操作をやり௚すときに。
(加熱中に一࣌ఀ止するときはドアを։けます。
スタートはドアをดめ、 εターτ  をԡしますʣ࠶

冷凍した肉や魚などを解凍するときに。

 ಺౮ݿ 
加熱中、庫内౮を点౮させるときに。
もう一度ԡすとফ౮します。
˞ �� 発酵 をおこなうときは、点౮しません。

● メニュー番号、分ྔを合わせるときに。
● �� レンジ の出力を合わせるときに。
● 手動加熱の࣌間を合わせるときに。

ճసͭまみ

1

4

解凍

あたため・εターτ

5

6

7

8

2

 カンタン焼き・蒸し
Χンタン焼き、Χンタン蒸しメニューを作るときに。

3

● 番号(�～��)は、ճ転ͭまみで合わせるメニュー番号を表しています
自動加熱メニュー

メニューදࣔ

෦ɾදࣔ෦࡞ૢ
部࡞ૢ

こまめʹ ● 水あか、͵めりが付ணするのでやわらかいスϙンジを使い、
 ୆所用合成ચࡎ(中性)でચってください。
 お手入れ後は、ॆ分に水気を取ってください。
 一日1度は、水をࣺて、Ӵ生的にお使いください。

ʹおい・Ԛれ
がؾʹなったら

こんなදࣔ
が出たら

�とくʹڕのʹおいがؾʹなるときは�       
用ҙする΋のɿ࣪り気のある྘஡の஡ガラ(֯ࡼに޿げられる͙らいのྔ)
加熱ํ๏ɿ
。げ、্ஈにセットする޿に஡ガラをࡼ֯ 1
2　 ख動ઃఆ  ˠ �� オーブン(　　  はදࣔしない)ˠ  ख動ઃఆ  ˠ<200ˆ>ˠ 
  　 ख動ઃఆ  ˠ<20෼> ˠ  εターτ
� 加熱後、できれば一൩์ஔする。
˞乾燥した஡ガラが֯ࡼなどにこͼりͭいている場合は、水にਁし、やわらかくしてから
　取りআいてください。(すべてのにおいが、軽ݮされるわけではありませんʣ

�� クΤンࢎચড়

● クエンࢎを使った、本体内部のચড়が必要です。
 ༀہなどでࢢ販されているクエンࢎ(ແఴ加、または�����Ҏ্
 のもの)をお使いください。

ਫタンク 食ثચいס૩ػ΍食סث૩ثは使Θない

食ثચいס૩ػ΍食סث૩ثは使Θない

● ృ૷໘ʹিܸを༩͑たりɺݿ಺ଆ໘の݀を;さがないでくͩさい。
 (ృ૷のはがれ、ইによるサビやׂれ、故障のݪҼ)

● ほこりは、১き取ります。(׵気できずに、故障のݪҼ)

ޱؾഉ・ޱؾٵ

。಺クリーン      　　  で、庫内を高温で焼き切りますݿ���  ●

● 調理がऴわるごとにཷまった水をࣺて、セットしておきます。
 Ԛれが気になるときは、やわらかいスϙンジを使い、
 ୆所用合成ચࡎ(中性)でચってください。

ͭΏड͚

ʲൃԎɾൃՐͷݪҼʳ

஫ ҙ

ご஫ҙ

51 ページ

50 ページ

಺΍υΞʹ༉・食品カε・ࣽोをݿ
͚ͭたままで์ஔしたり加熱しない

おങいあ͛のػछによっては、ຊॻͰه載しているΩーのσβインと
ҟなっている場合がありますが、使いかたはಉ͡Ͱす。

お
ख
ೖ
Ε

手動設定メニュー

�Ԛれをམとし΍すくするためʹ�
水タンクの水をਫҐ2のઢʹ合Θせて入れセットし、  ख動ઃఆ  ˠ �� 蒸し物 ڧ  ˠ
 ख動ઃఆ  ˠ <10෼> ˠ  εターτ  
加熱後、やけどに஫ҙして乾いた;きんなどで১き取る。

8

1
7
2
3

4

5

6

ޱ気ٵ

ഉ気ޱ

AX-CA300_2nd.indd   12 16/09/14   16:15



AX-CA300

52 13

˔ 表示がফえても(電源プラグを抜いても)設定された状態を保ちます。
˔ お知らせ音をফしても、エラーの音(ピピピピʜ)は໐ります。
˔ ໐らすઃఆʹ໭すときはɺ ख動ઃఆ をʰϐッʱと໐るまで�ඵ間ԡしɺ とり͚し をԡします。

をʰϐϐッʱと໐るまで�ඵ間ԡします。

 

。をೖれます。<　  >を表示ݯみɺυΞを։͚てɺిࠐϓϥグをࠩしݯి

υΞをดめて

をԡして<　  >දࣔʹするとઃఆྃ׬です。

お஌らせԻ(加熱ऴྃԻなͲ)をফすときは

1
2

● 加熱のछྨ・メニュー番号・加熱࣌間・温度・加熱のਐߦ・使用する付属品などを表示。
● ドアを։けると電源が入り、<　  >を表示。
● ドアをดめると1分後、自動的に電源が切れます。
 電源の切れるタイϛングは、加熱によって異なります。　ి 能ػオーτオϑݯ

දࣔ部

21 ページ

20 ページ

クリーϜクレ
ンβー・ߗめ
のεϙンジはɺ
ௐ理໢・ࡼ֯
ʹはઈରʹ使
用しない

● 蒸気が水ణとなってܺ間にཷまるので、やわらかい෍などで১き取ります。
 ˞蒸気࿙れがىこりやすくなるので、ઈରにҾっ張らないでください。

使͏たͼʹ
ຊମ(಺ଆ・֎ଆ)ɺυΞΨϥε

ϑϥッτςーブル

υΞΨϥεパッΩン

(ϗーϩー) ࡼ֯

● ইが付かないようにやわらかいスϙンジでચい、よく乾燥させます。
 Ԛれが取れにくいときのみ、ਁけஔき後、メラϛンフォーϜのスϙンジ
 (ચࡎを使わないタイプのനいスϙンジ)でこすり、よくすす͗ます。
 ˞メラϛンフォーϜのスϙンジが使えるのは、֯ࡼのみです。

● ইが付かないようにやわらかいスϙンジでચい、よく乾燥させます。
● Ԛれが取れにくいときは、୆所用合成ચࡎ(中性のもの、ݚຏࡎを
 ؚまないもの)でચってください。
ϑッૉコーςΟング加޻ʹͭいて　ご使用に൐いফ໣します。
長くお使いいたͩくためʹ
● 表面をߗい金属などのϔラ౳でই付けない。
● 調理後は、食品をのせたままにせず、できるだけすみやかにચう。
 (フッૉथࢷృບに;くれや、はがれが生じるݪҼになります)
 ˞部品ߪ入の際は、お買いあげの販売店へご依頼ください。

● Ԛれが落ちにくい場合は、Ԛれた部分にクリーϜクレンβーを
 付け、ؙめたラップでこすり落とし、࠷後は水১きします。
 ˞クリーϜクレンβーが使えるのは、フラットςーブϧのみです。

。った͵れ;きんで水১きしますߜくݻ ●
 庫内にԚれや水分が࢒っていると、ృ૷のはがれやさͼ
 のݪҼになります。
● ͵ るま౬で͵らした;きんをのせ、しばらくおいてから
 ১くと、Ԛれが落ちやすくなります。
● Ԛれが落ちにくいときは、ബめた୆所用合成ચࡎ(中性)
 を使い、࠷後は水১きをします。
● 調理によっては、食品から出た油や水分、݁࿐した水
 などがԞ面の݀から出てきます。১き取ってください。

シンナー

シンナー
ϕンδン
アルίール

Φーϒンクリーナー
ค末クϨンβー
ඬനࡎ

ॅ୐・Ո۩・
ࡎ気ઔ༻合੒ચ׵
ࡎアルΧリੑચ・ੑࢎ

スϓϨーࣜચࡎ
ۚଐタϫシ
めのスポンδߗ

Ϋ
Ϩ
ϯ
β
ồ

ϕ
ϯ
δ
ϯ

ε
ϓ
Ϩ
ồ
ચ
ࡎ

ඬ
ന
ࡎ

Ϋ
Ϧ
ồ
φ
ồ

ॅ
୐
༻
ચ
ࡎ

࣍ͷ΋ͷ͸使Θͳい
(ృ૷のはがれ、ই付き、変৭、内部にӷがਁಁし故障のݪҼ)

ࢎ
ੑ
ચ
ࡎ

ϓϥグをൈくݯి

த
ੑ
ચ
ࡎ

Ϋ
Ϧ
ồ
Ϝ
Ϋ
Ϩ
ϯ
β
ồ

ௐ理໢ (ϑッૉコーςΟング加޻)

͓खೖΕ ϓϥグをൈく

ඞͣిݯϓϥグをコンηンτから
ൈきɺ੡品が冷めてからおこな͏

ʲిײɾ΍けͲɾけ͕ͷݪҼʳ

ࠂ ܯ

˞20෼を௒͑るදࣔはɺඵをදࣔしません。

্ஈに֯ࡼのみを
セットする場合

下ஈに֯ࡼと௿アϛを
セットする場合

ྫྫ

● 表示中、加熱࣌間のԆ௕操作ができます。
● 加熱ऴྃ後、�分間表示しますが、1度ドアを։ด
 すると、1分間表示になります。
 加熱࣌間をԆ長するとき

● 自動加熱で、্࢓がりΩーをԡしたときに。
● �� 蒸し物 をબんだときに。

● �� εϙンジέーΩ をબんだときに。
● ���ウォーターオーブン ～  �� グリル で、
 ༧熱を設定するときに。

使用する付属品。

ओなදࣔのઆ໌

Ԛれたらɺす͙ʹ！こまめʹ！がɺおखೖれ্खのϙΠンτです　　　

ૢ
࡞
෦
ɾ
ද
ࣔ
෦

21 ページ
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Կも入れない

● ͭ Ώड͚がɺカϥである
 ことを֬ೝする。

ඞͣ部԰の૭をશ։するか
ઔをճすؾ׵

˔ ਫタンクʹɺਫҎ֎の΋の(クΤンࢎなͲ)をೖれないでくͩさい。
˔ ϑϥッτςーブルが熱くなっています。
 熱にऑい容ثをஔくと༹けたり、変形することがあります。

加熱

● ご使用後は、水タンクと
 ͭΏ受けの水をࣺてる。
　

<3�>ʹ合Θせる

● ຊମがかなり熱くなっています。
 ご஫ҙくͩさい。
。をۙ෇͚てυΞを։͚ないでくͩさいإ ●
 蒸ؾで΍͚Ͳします。

水Ґ�Ҏ্水

େ੾

ピーピー
　ピーピー

಺ΫϦーϯݿ
ʹなるときʹؾ಺のʹおい΍Ԛれがݿ

(所ཁ時間：20෼ఔ౓)

おखೖれのときʹ

४ 

උ

加
熱
ऴ
ྃ

1

2

。で蒸らしてɺʹおい΍Ԛれをམとし΍すくしますؾ蒸ޙ಺の༉なͲを焼き੾りɺそのݿԹでߴ

10 ページ

ご஫ҙ

υΞを։͚てɺ΍͚Ͳʹ஫ҙし
಺のݿった͵れ;きんでߜくݻ
Ԛれを১きऔる

加熱のछྨ

は、ਫを使うՃ೤Ͱす。水

加熱のしくみ

Ճ೤ͷछྨと͘͠Έ

水蒸気(100℃まで)で蒸しثとಉじ調理ができます。
電ࢠレンジにൺべ࣌間がかかりますが、水分を補い
しっとりと্࢓げます。

Ϩ
ϯ
δ
ɾ
ղ
ౚ

ৠ
͠
෺

௨常の電ࢠレンジとಉじように、ϑϥッτςーブルのԼଆから出る
ి೾の振動によって食品中の水分がຎࡲ熱をىこし、加熱します。
食品のあたため௚しや、解凍がスピーσΟにできます。
● 食品のछྨ・加熱前の温度によって加熱࣌間は、異なります。
● 食品の分ྔが2ഒになると加熱࣌間は、2ഒऑになります。
レンジ加熱をするときは、水タンクに水を入れる必要はありません。
解凍はレンジ加熱と水蒸気(100℃まで)で加熱します。

電೾ͰՃ೤するため、付ଐ඼やۚଐྨを使うとՐՖがग़る
ことがあります。

ओなメニュー

ओなメニュー

水

水
●   カンタン蒸し
● しっとりあたため：ごはん、中華まん、γュウマイ、
　　　　　　　　　   ஡わん蒸しなどのあたため
● 蒸し野菜
● 蒸し物 ڧ：蒸し料理શൠ
 蒸し物 ऑ：஡わん蒸し、プリンなど

●  あたため
● 牛乳・酒
● 冷凍食品(市販品)
● コンビニ弁当

●    解凍

ઈରに使Θない

ਫ
Λ

࢖
͍
·
ͤ
Μ

<使用する付属品>
ࡼ֯ ●
ʴௐ理໢ࡼ֯ ●

ご஫ҙ

水

Ϋ
Τ
ϯ
ࢎ
ચ
ড়
／
ݿ
಺
Ϋ
Ϧ
ồ
ϯ
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ओなメニュー

加熱のछྨ

΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
Φ
ồ
ϒ
ϯ
ɾ
ൃ
߬
ɾ
Φ
ồ
ϒ
ϯ

΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
ά
Ϧ
ϧ
ɾ
ά
Ϧ
ϧ

● ご使用後は、水タンクと
 ͭΏ受けの水をࣺてる。
　

● ͭ Ώड͚がɺカϥである
 ことを֬ೝする。
　

υΞを։͚てɺタオルでݿ಺のਫ
(ແ৭またはɺന৭)を১きऔり
タオルをߜる
ͼ  ४උ  とಉ͡よ͏࠶
಺ʹタオルをஔきݿʹ
υΞをดめる

タオルでݿ಺のਫ(ແ৭またはɺന৭)
を১きऔる

<33>ʹ合Θせる

ʹ಺ʹタオルをஔきਫタンクݿ
ਫとクΤンࢎをೖれる

蒸気ਧき出しޱのਅ下に、
Ԟ面に付けてタオϧをஔく。

市販のクΤンࢎ
(ແఴ加、または����ˋҎ্のもの)
େさ͡ࢁ੝り1ഋ෼(10ʙ1�H)を༹かす。

水Ґ�ͷઢʹ߹Θͤɺਫをೖれる。

ϑタをしてɺຊମʹηッτする。

1
2

3

ਫタンクのਫをࣺてɺ
৽しいਫಓਫを水Ґ�
ͷઢʹ߹Θͤͯೖれる。
10ඵఔ౓してからɺ
ͭΏड͚のਫをࣺて
ηッτする
˞ͭΏ受けを必ずセット
　する。

৽しい水のڅ水を࢝め、
すす͗をおこないます。

り࣌間を表示࢒

˔ ચড়ऴྃޙはɺす͙ʹɺݿ಺のਫを১きऔってくͩさい。
 ১き取らずに์ஔしておくと、നい物が付ணすることがあります。
˔ 蒸気ਧき出しޱ付近に、നい物が付ணすることがありますが、水にؚまれるϛネラϧ分の
 作用で、Ӵ生্問୊ありません。১き取ってください。

加熱

加熱

ピーピー
　ピーピー

ピッピッ
ピッピッピッ

ΫΤϯࢎચড়
<ચড়>のදࣔが出たときʹ

(所ཁ時間：60෼ఔ౓)

おखೖれのときʹ

४ 

උ

ચ
ড়
ऴ
ྃ

1

2

3

ਫを使ったௐ理を্खʹ্࢓げるためʹɺクΤンࢎを使ってڅਫパΠϓのચড়をおこなってくͩさい。

ご஫ҙ

10 ページ

加熱のしくみ

<使用する付属品>
ࡼ֯ ●
ʴௐ理໢ࡼ֯ ●

<使用する付属品>
ࡼ֯ ●
ʴௐ理໢ࡼ֯ ●

水

● オーブン：クッΩーなどਫ
Λ

࢖
͍
·
ͤ
Μ

ウォーターグリル � 水を使うことで熱ྔが高くなるため、油を落としたいときや生のૉࡐに早くՐを௨したい
 場合に使います。(ྫ：ܲのরり焼き、ܲのから༲げ、焼きなすなど)
グリル � ୤油やݮԘよりも、焼き৭や߳ばしさをॏࢹする場合に使います。 (ྫ：Ϳりのরり焼き、フライなど)

ウォーターオーブン � 水を使うことで熱ྔが高くなるため、油を落としたいときや生のૉࡐに早くՐを௨したい
 場合に使います。(ྫ：スペアリブなど)
オーブン � しっとり্࢓げる必要のないものに޲いています。(ྫ：クッΩーなど)

ウォーターオーブンとオーブンの使い෼͚は？

ウォーターグリルとグリルの使い෼͚は？

● サックリあたため：天ぷらや༲げ物などのあたため
● 焼きたてパンあたため
● ウォーターオーブン：焼きいも、ࣽこみ料理など

ओなメニュー

● ウォーターグリϧは、高温のա熱水蒸気(100℃Ҏ্)で加熱します。
● グリϧは、্のώーターからのڧい熱で加熱します。

● ウォーターオーブンは、温度੍ޚされたա熱水蒸気(100℃Ҏ্)
 で加熱します。
● オーブンは、্下のώーターで庫内の温度を一定に保ち、
 加熱します。
● 発酵は��℃までの水蒸気加熱で、加࣪しながら乾燥を防いで
 加熱します。

水

● グリル：魚のরり焼き、グラタンなど

●  カンタン焼き
● ウォーターグリル：魚のԘ焼き、ܲのরり焼きなど

ਫ
Λ

࢖
͍
·
ͤ
Μ

水

Ճ
೤
の
छ
ྨ
と
͠
く
Έ
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༹けたり、発Րするので
使えません。

ϥッϓ΍ϓϥενック༰ثを使Θない

݁࿐した水がཷまります。
˞(-大�0N࠷)

庫内が冷めてから、乾いた
;きんなどで১き取って
ください。
水が࢒っていると、্࢓が
りがѱくなることがあります。

調理中の蒸気やドア内ଆの水ణ、
水タンクを取り出す際に出る水
(໿�0N-)˞が、ͭΏ受けにཷまります。
ͭΏड͚にͭいて

˞ཷまる水のྔは、メニューによって異なります。

つΏ受けにཷまったਫが೤い場合があります。
௚઀ਫに৮らないͰください。

加熱が଍りないときはɺ｢Ԇ長｣する食ث΍෇ଐ品のऔり出しはɺ
市販のϛτンなͲを使͏

はਫฏʹΏっくりӡͿࡼ֯
肉ो、油や熱౬がཷまるため、
こ΅さないようにして
ください。

食ثごと加熱されるため、
௚઀手で触るとやけどの
おそれがあります。

ラップ

Ұ日1౓はɺਫタンクのਫをࣺてる
Ӵ生的にお使いください。

ॏい΋のをのせないʹࡼ֯
食品・容ثを合わせて�LHまでにしてください。

料・෼ྔをकるࡐのࡌه
この製品に合わせた内容を記載しています。
、料・分ྔを変えるときはࡐ

加熱ऴྃ後、Ԇ長できます の表示が出ている
ときは、ճ転ͭまみをճして加熱࣌間を合わせ、
 εターτ  をԡします。

るときはɺ࡞りฦしଓ͚て܁
がりΩーを使ってɺ্࢓
ながら加熱するݟをࢠ༷
庫内や付属品が熱い場合は、ೱいめに্࢓がったり、
うまく্࢓がらないことがあります。

ௐ理ޙはɺݿ಺(ϑϥッτςーブル)ʹ
ཷまったਫを১きऔる

ௐ理がऴΘるごとʹɺਫタンクと
ͭΏड͚のਫをࣺてる

● 余熱で焼きす͗になることがあります。
● 水を使う加熱のときは、温度が下がると蒸気が
 水ణとなり食品が͵れることがあります。

できあがったらɺす͙ʹݿ಺から
औり出す

Ճ೤࣌ؒΛԆ௕͢Δと͖
(加熱が଍りないとき)

ௐཧͷと͖ͷ͓ئい
ਫを使͏加熱のとき 自動加熱のとき

オーブン・グリル加熱のとき(ώーター加熱ʣ

21 ページ

60 ページ

10 ページ

υΞを։͚て
಺ʹਫణが෇いている場合はݿ
΍͚Ͳʹ஫ҙしɺסいた;きん
で১きऔる

<32>ʹ合Θせる

(所ཁ時間：1～8෼ఔ౓)

Կも入れない

˔ ຊମがかなり熱くなっています。
 ご஫ҙくͩさい。
。をۙ෇͚てυΞを։͚ないでくͩさいإ ˔
 蒸ؾで΍͚Ͳします。

水タϯΫΛ
औΓग़͓ͯ͘͠

加熱

ピーピー
　ピーピー

● 水タンクに水が入って
 いるときは、表示部に
 <　　　 >を表示し、使
 用できません。

● 本体の水抜きをすると
ってい࢒水パイプにڅ 
 る水を高温で蒸発させ
 ます。
 ਗ਼ܿにお使いいただく
 ために、水タンクを使
 用したら、Ұ日1౓ɺ
 Ұ日の使いऴΘりʹɺ
 ຊମのਫൈきをおすす
 めします。

 本体の水抜きをおこな
 わない場合は、使用ස
 度にもよりますが、加
 熱中や加熱後に庫内Ԟ
 面の蒸気ਧき出しޱか
 ら水(ແ৭、またはന
 ৭)が出てくることが
 あります。

おखೖれのときʹ

େ੾

ຊମ水ൈ͖

。Թで加熱しɺ蒸発させますߴっているਫを࢒ʹਫパΠϓڅ

४ 

උ

加
熱
ऴ
ྃ

1

2

੡品಺部のڅਫパΠϓをおखೖれするときʹ

57 ページ

ൃ 

߬
／
ຊ
ମ
ਫ
ൈ
き
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Χ
レ

ー

ՐՖが出て、製品をইめたり、付属品がഁଛする
ことがあります。

ಛघな加熱ํ๏でアϧϛϗイϧなどを使用する
ことがありますが、本書の記載௨りにお使い
ください。

ௐ理໢・金ଐྨはɺ・ࡼ֯
ઈରʹ使用しない

をしながらௐ理するؾ׵
熱気や蒸気がたくさん出ます。

গྔの加熱(100HҎ下)は、ՐՖが出たり食品が
যげたり೩えたりして、故障のݪҼになります。

খさく੾ったࠜ菜なͲのগྔ加熱はɺ
ඞͣਁる͙らいのਫをೖれる

付属品は、｢加熱のछྨとしくみ｣　　　　　　  
または、クックブックを参考にしてください。
容ثは、｢使͑る༰ث・使͑ない༰ث｣　　　　
を参考にしてください。
容ثの大きさは、食品を入れて8分目͙らいになる
ものを目҆にしてください。

෇ଐ品・༰ثはɺ加熱・食品の෼ྔʹ
合った΋のを使͏

熱や蒸気が外にಀげてしまい、うまく্࢓がり
ません。
● 加熱状態の確ೝは、加熱ऴྃ間際にすばやく
 おこないます。
● 自動加熱の్中で։けた場合は、クックブックの
 ｢ख動でするときは� ｣を参考に、手動加熱で
。ながら加熱してくださいݟをࢠ༷ 

加熱中のυΞの։ดはɺ
なる΂くしない

アϧϛなど金属製の容ثでは、
ՐՖが出て製品をইめます。

˞レトϧト食品や٧؈は、
　自動メニュー  ��  レτルτカレーˍごはん や
　��  蒸し物 ڧ でそのまま加熱することができます。
   詳しくは、クックブックのʮ加熱早ݟ表ʯを
　ご覧ください。

レτルτ食品΍٧؈はɺ༰ثʹ
Ҡしସ͑る

レンジ加熱のとき(ి೾加熱) す΂ての加熱ʹおいて

14 ページ

市販のຊ΍ɺΨεオーブン・他の
るときはɺ࡞オーブンのレγϐでؾి
ながらௐ理するݟをࢠ༷
クックブックのྨࣅメニューを参考に、༷ࢠを
。ながら加熱してくださいݟ
ただし、オーブンのサイζや構造などのҧいにより、
加熱࣌間や温度が異なりますので、ࢢ販の本などと
ಉじ৚݅ではうまく্࢓がらないことがあります。加熱

● 使える容ث
● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
 を֬ೝする。

● ॳめ、<30෼>を表示
● 設定ൣғ
 ��෼まで
　(�分୯Ґ)

●   ॳめ、<�0ˆ>を表示
●  設定ൣғ
 3�ʙ��ˆまで
　(�℃୯Ґ)

食品をऔり出す

食品をೖれる

ࡼ֯
Լஈʹηッτ

発酵סいた;きんなど

水Ґ�Ҏ্水

● 加熱中は、 ݿ಺౮  をԡして
 も、庫内౮は点౮しません。
 (発酵温度保持のため)

57 ページ

ピーピー
　ピーピー

ൃ�߬
ྫ ख動

。Թのときはɺ使用できません。<　　　 >をදࣔしますߴ಺がݿ

४ 

උ

1

2

3

4
加
熱
ऴ
ྃ

Թ౓を合Θせる

࣌間を合Θせる

<2� 発酵>ʹ合Θせる

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

21 ページ

10 ページ

52 ページ

18 ページ

水

パンੜ஍を発酵させる　Թ౓ɿ3�ˆ  加熱࣌間ɿ�0෼のとき

ௐ
ཧ
の
と
き
の
お
ئ
い

18,  19 ページ
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いئɺまたは੡଄メーカーʹお問い合Θせくͩさい。おݩの販ചثをご使用ʹなる場合はɺ༰ثҎ֎の༰ه্

●ただし、ٸ熱・ٸ冷する
　とׂれることがあります。

●ただし、ٸ熱・ٸ冷する
　とׂれることがあります。

ɹ使͑·͢加熱の
छྨ

଱熱性Ψϥε༰ث

●レンジ加熱の場合、
　৭ֆやͻͼ、金・ۜ໛
 ༷のあるثはইめたり、
　ՐՖが出るので使えま
　せん。

଱熱1�0ˆҎ্のϓϥενック༰ث・ϥッϓɺ
γリコン༰ث

●ただし、࠭౶や油分のଟい料理は高温になり、変形したり、༹けたり
　するため使えません。
●電ࢠレンジ加熱用の表示のあるものをお使いください。
●容ثやࡼにラップをするときは、Ώとりをもたせて軽くかͿせて
　ください。

ラップ

自動加熱の あたため でɺີด༰ثなͲを使用するときはɺ
ϑタをはͣしてくͩさい。
��ϑタをして加熱をするとɺηンサーが蒸ؾ(౬ؾ)を検஌
  できͣʹ加熱のしすぎで発Ԏ・発Ր・ಥવ෸と͏(ो物
  なͲ)のݪҼとなります。

熱ʹऑいϑタはɺはͣして加熱する

େ੾

アϧϛϗイϧ

●ただし、取っ手がプラスνックのものは、༹けるため使えません。

γリコン༰ث　ウォーターグリル・グリルでは使͑ません。
●設定するオーブン温度よりも�0℃Ҏ্଱熱温度の
 高いγリコン容ثをお使いください。
　(設定温度200℃の場合、଱熱温度2�0℃Ҏ্の容ث)
　庫内天面付近やフラットςーブϧは、設定温度より高温になるため、
　容ثの形状によっては変形することがあります。
 フラットςーブϧに௚઀ஔかないでください。　

Ξルϛ・εςンレε・ϗーϩーなͲの金ଐ༰ثɺ
ΞルϛϗΠル

Ϩ
ϯ
δ
ɾ
ղ
ౚ

ৠ
͠
෺
ɾ
ൃ
߬

Ξルϛ・εςンレε・ϗーϩーなͲの金ଐ༰ثɺ
ΞルϛϗΠル

アϧϛϗイϧ

଱熱1�0ˆҎ্のϓϥενック༰ث・ϥッϓɺ
γリコン༰ث

ラップ

●ただし、ラップで食品をแΉと
　あたたまりにくくなります。
●容ثやࡼにラップをするときは、Ώとりをもたせて軽くかͿせて
　ください。

Φ
ồ
ϒ
ϯ
ɾ
΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
Φ
ồ
ϒ
ϯ
ɾ

ά
Ϧ
ϧ
ɾ
΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
ά
Ϧ
ϧ

使͑Δ༰ث

ಃثɺ࣓ث

食品をऔり出す

加熱

ページ

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水や油などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

ピーピー
　ピーピー

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

21 ページ

10 ページ

52 ページ

಺ʹはԿ΋ೖれませんݿ

　

食品をݿ಺ʹೖれて
υΞをดめる

　(庫内温度が下がるので、ドアの։ดはすばやくしてください。
(は下ஈにセットするのが基本ですࡼ֯
　

༧熱がྃ׬すると

　

࣌間を合Θせɺ εターτ  をԡす

　

<2�>と<　　  >ウォーターグリルɺまたは<31>と<　　  > グリルʹ合Θせɺ
  εターτ  をԡす

　

または

༧熱

ピッピッ
ピッピッピッ

● ༧熱にかかる࣌間は、ࣨ温や付属品の
 有ແなどにより異なります。
大20分ఔ度。ウォーターグリϧの࠷) 
 場合は、グリϧよりएׯ௕くなります)
● ༧熱ྃ׬後に、ドアを։けなければ、
 ໿20分間、保温状態を保ちます。
˞໿20分をա͗るとॳ期ը面になり、

　操作　　からやり௚す必要があります。1

3

加
熱
ऴ
ྃ

༧熱をして焼くとき

४ 

උ

༧
熱
׬
ྃ

1

2

3

ख動

΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
ά
Ϧ
ϧ
ɾ
ά
Ϧ
ϧ

AX-CA300_2nd.indd   18 16/09/14   16:15



AX-CA300

46 19

加熱の
छྨ

Ξルϛ・εςンレε・ϗーϩーなͲの金ଐ༰ثɺ
ΞルϛϗΠル

଱熱1�0ˆະຬのϓϥενック༰ث
(発๐トレーなど)

●ՐՖが出て製品をইめるので使えませんが、アϧϛϗイϧは、
　本書で記載している使いかたであれば、使えます。
　(ञのかん・解凍など)

●変形したり、যげたりします。
●༹けたり、発Րすることがあります。

●変形したり、যげたりします。
●༹けたり、発Րすることがあります。

●スνローϧ・ϙリエνレン・メラϛン(༮ࣇ用食ث)・フΣϊーϧ・
　Ϣリアなどは電波で変࣭するので使えません。

ϓϥενック༰ثɺϥッϓ

Ϩ
ϯ
δ
ɾ
ղ
ౚ

ৠ
͠
෺
ɾ
ൃ
߬

଱熱1�0ˆະຬのϓϥενック༰ث
(発๐トレーなど)

使͑ͳい༰ث
ɹ使͑·ͤΜ

アϧϛϗイϧ

ラップ

γリコン༰ث
ウォーターグリル・グリルでは使͑ません。　

●ృりがはげたり、ͻͼׂ
　れたり、೩えたりします。

ث࣫

Խガラス・Χットڧ
グラス・クリスタϧ
ガラスなどもؚΉ
　

●次のものは、本書で記載
　している使いかたであれ
　ば使えます。
　ɾ஛۲
　ɾ天ぷらෑ紙
　ɾΩッνンペーパー
ɹɾ଱熱加޻されている
　　オーブン用クッΩング
　　γートやེࢎ紙
　　(パッέージに記載の
　　଱熱温度をお読みに
　　なりお使いください)

　˞庫内น面に઀触させな
　　いようにしてください。
　　যげることがあります。

஛・໦・ࢴ੡品

଱熱性のない
Ψϥε༰ث

Φ
ồ
ϒ
ϯ
ɾ
΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
Φ
ồ
ϒ
ϯ
ɾ

ά
Ϧ
ϧ
ɾ
΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
ά
Ϧ
ϧ

水

ྫ の੾り਎を焼く　 �� ウォーターグリル ༧熱 なし 加熱࣌間ɿ22෼のときڕ

● ॳめ、<1�෼00ඵ>を表示
● 設定ൣғ
 3�෼まで
　● 1�分まで�0ඵ୯Ґ
　● ��分まで1分୯Ґ

水Ґ�Ҏ্水

● 使える容ث

は下ஈにセットするのがࡼ֯ ●
 基本です。

άリルとして使うときは、
ਫを使いません。

άリルとして使うときは、
<31>に合Θせます。 

食品をೖれる

ࡼ֯
௿Ξϛ
Լஈʹηッτ

༧熱をしないで焼くとき

ウォーターグリルとして使͏ときのઆ໌です。

४ 

උ

1

2

使
͑
る
༰
ث
ɾ
使
͑
ͳ
い
༰
ث

΢ΥーターάϦϧɹɾάϦϧ

<2�>ʹ合Θせる

　　 は表示させません。
ճ転ͭまみをࠨӈにগしճすと
　　 の表示が点いたり、ফえたりします。

࣌間を合Θせる

ウォーターグリル・グリル
18 ページ

●  ༧熱ʹͭいて  
 よくあるご࣭問

● ͭ Ώड͚がɺカϥである
 ことを֬ೝする。

60 ページ
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つΏ受けは、いつも
セットしておきます。

(水がཷまっていれば、ࣺてる)

食品をೖれてɺυΞをดめ
Ճ೤ΛબΜͰɺスターτ͢Δ

加熱

● ドアをดめると、1分後、
 自動的に電源が切れます。

ॳ期ը面を表示
ΈࠐϓϥάΛࠩ͠ݯి
υアΛ։けͯɺดΊΔ

ͭΏ受けの ෇͚かた・はͣしかた

ਫಓから出した৽しいਫをɺお使いくͩさい。
ড়水ثの水、アϧΧリイオン水、ϛネラϧウォーター、Ҫށ水などは、
Χビやەࡶがൟ৩しやすくなります。水ಓ水を使った場合にൺべ、よりこま
めなお手入れが必要です。また、水ಓ水Ҏ外の水は、水タンク内の水ྔが正
しく検知されない場合があります。(<ਫ補څ>の表示が出る場合があります)

水タϯΫͷ४උ2

ͭΏडけͷ֬ೝ1

औΓग़͢ 水ΛೖΕΔ ηοτ͢Δ

● 加熱中にドアを։けると一࣌ఀ止し、ドアをดめて  εターτ  をԡすと、加熱が࠶։します。
 ୠし、加熱のछྨやタイϛングによっては、一࣌ఀ止すると্࢓がりがѱくなる場合があります。
● 加熱్中でやめるときは、 とり͚し  をԡします。(ॳ期ը面に໭ります)

能ػオーτオϑݯి
ࠩす

しっかり
Ԟまで
ԡしࠐΉ

水Ґ2を௒えて入れると
こ΅れやすくなります。

ΛೖΕΔɾ੾Δݯి
(能ػオーτオϑݯి)を੾るまでݯのిޙをೖれるʙ加熱ऴྃݯి

ి
ݯ
Λ
ೖ
Ε
Δ

Λ
࢖
͏
加
熱
ͷ
ͱ
͖
ͷ
४
උ

加
熱
ઃ
ఆ
ɾ
ε
λ
ồ
τ

水

21 ページ

10 ページ

食品をऔり出す

● ॳめ、<1�෼00ඵ>を表示
● 設定ൣғ
 ��෼まで
　● �0分まで1分୯Ґ
　● ��分まで�分୯Ґ

● 庫内温度が下がるので、
　ドアの։ดはすばやくする。
● ֯ は下ஈにセットするのがࡼ
 基本です。

࣌間を合Θせる

加熱

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水や油などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

食品をೖれて
υΞをดめる

● ࣨ Թ΍食品の෼ྔ・ܗ・加熱લのԹ౓ɺిిݯѹʹよりɺ্࢓がりがҟなります。
● 市販のຊ΍Ψεオーブンɺ他のిؾオーブンのレγϐで࡞るときはɺクックブックの
。ながら加熱してくͩさいݟをࢠ༷ʹߟࢀメニューの加熱࣌間・Թ౓΍෇ଐ品をࣅྨ 
メニューがない場合やଓけて焼くときも加熱࣌間をͻかえめにして、 ༧熱をして焼くとき  のࣅྨ) 
 操作をおすすめしますʣࢢ販の本などの温度や加熱࣌間では、うまく্࢓がらないことがあります。
● ༧熱ʹかかる࣌間はɺࣨԹ΍෇ଐ品の有ແなͲʹよりҟなります。
(௕くかかりますׯ大20分ఔ度。ウォーターオーブンの場合は、オーブンよりए࠷) 

ࡼ֯
Լஈʹηッτ

● 加熱中に温度を変ߋするとき
 は、ख動ઃఆ をԡし、温度
　表示になってから、Թ౓Ωー
　　　　  　をԡします。

ピーピー
　ピーピー

クックブックをߟࢀʹメニューʹ合った෇ଐ品と食品をೖれる
(は下ஈにセットするのが基本ですࡼ֯)
　

　

<2�>ウォーターオーブン ɺまたは<30>オーブンʹ合Θせɺ(　　   は表示しない)
  ख動ઃఆ  をԡす

Թ౓を合Θせ                ɺ ख動ઃఆ  をԡしɺ࣌間を合Θせ　　　　 ɺ εターτ  をԡす

　

1

2

༧熱をしないで焼くとき

ख動

加
熱
ऴ
ྃ

4

5

6

ご஫ҙ

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

21 ページ

10 ページ

52 ページ

४ 

උ

΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
Φ
ồ
ϒ
ϯ
ɾ
Φ
ồ
ϒ
ϯ

つΏ受け

次ページにͭͮく

ご஫ҙ
● Ճ೤スタート時は、フΝンがճసする場合と
 しない場合がありますが、故障Ͱはありません。
 

または
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加熱ऴྃ後、1分Ҏ内にԆ௕したい࣌間を
合わせて  εターτ  をԡす。

< Ԇ長できます >表示がফえた場合は、
 ख動ઃఆ  をԡし、加熱のछྨ、࣌間
(温度)を合わせて  εターτ  をԡします。

 とり͚し  をԡして、ॳ期ը面にしてから
次の加熱設定をする。

食品を取り出したあと、次の�ͭの৚݅がそΖうと、自動的に電源が切れます。
電源が切れるまでの࣌間は、庫内温度によって1～�0分ఔ度と異なります。

ྫ  30ඵԆ長するとき

Ұ೔ʹ�౓͸ɺ水タϯΫɾͭΏडけͷ͓खೖΕとຊମͷ水ൈ͖ɹɹɹɹ�Λ͠·͠ΐ͏

υΞを։͚てɺ
৯඼ΛऔΓग़͢

˔ 加熱ޙはɺ੡品಺部を冷΍すためʹɺϑΝンが࠷େ10෼ఔ౓ճసします。
 ੡品保ޢのためʹɺϑΝンのճస中はɺなる΂くిݯϓϥグをൈかないでくͩさい。

Ճ೤࣌ؒΛԆ௕͢Δと͖
(加熱が଍りないとき)

ผͷՃ೤Λ͢Δと͖

υΞがดまっている1
ॳ期ը໘をදࣔしている2

3
(ॳ期ը面は  とり͚し  をԡすと表示します) 

Թ >をදࣔしていないߴ >

ピーピー
　ピーピー

(加熱のछྨを表示)

Թ >表示ߴ > ●
 庫内が高温である
　ことを、お知らせ
　しています。
 やけどにご஫ҙく
　ださい。

加
熱
ऴ
ྃ

ଓ
͚
ͯ
加
熱
Λ
͢
Δ
ͱ
͖

49 ページ

ి
ݯ
Φ
ồ
τ
Φ
ϑ
ػ
ೳ

ి
ݯ
Λ
੾
Δ

ご஫ҙ

● ॳめ、<1�0ˆ>を表示
● 設定ൣғ
 100ʙ2�0ˆまで(10℃୯Ґ)

庫内にԿも入れない
˞ϝχϡーによって
　付ଐ඼を入れる
　場合があります。 ●  ༧熱ʹͭいて  

 よくあるご࣭問

水͸ೖΕ·ͤΜ

΢ΥーターΦーϒンとして
使うときは、
水Ґ�Ҏ্ਫを入れます。

༧熱がྃ׬すると

ピッピッ
ピッピッピッ

● ドアを։けなければ、໿20分間、保温状態を保ちます。
˞໿20෼を過ぎるとॳ期ը໘ʹなりɺૢ࡞　  から
　΍り௚すඞཁがあります。

1

༧熱

ウォーターオーブン・オーブン
● 使える容ث

● ͭ Ώड͚がɺカϥである
 ことを֬ೝする。

༧熱をして焼くとき

΢ΥーターΦーϒϯɹɾΦーϒϯ
ྫ

オーブンとして使͏ときのઆ໌です。

४ 

උ

1

2

3
加
熱
ऴ
ྃ

Թ౓を合Θせる

18 ページ

60 ページ

● 加熱ऴྃ後、Կも操作しないと、
 1分おきに�ճ、取り出し๨れ
 お知らせ音(ピピピ)が໐ります。

ϩールパンを焼く   �� オーブン 　　 あり Թ౓ɿ1�0ˆ 加熱࣌間ɿ23෼のとき

<30>と< ༧熱 >ʹ合Θせる

　　 の表示は、ճ転ͭまみを
、ӈにগしճすと点いたりࠨ
ফえたりします。

● ༧熱中、点໓表示でਐߦ状態を表示。
 (�ͭ点౮すると༧熱ྃ׬間近)
● ༧熱中に温度を変ߋするときは、ख動ઃఆ  をԡし、温度表示に
 なってから、Թ౓Ωー　　　　  をԡします。

ి
ݯ
Λ
ೖ
Ε
る
ɾ
੾
る

水

΢ΥーターΦーϒンとして
使うときは、
<2�>に合Θせます。
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˔ 加熱中・加熱ޙは
 高温のため庫内นが๲張するときに｢ϙン｣と໐ることがあります。冷めるときも໐ることがあります。

ຊମがかなり熱くなっています。ご஫ҙくͩさい。

υΞを։͚てɺดめる　(電源が入り、ॳ期ը面<　 >が表示されます)
˔ 庫内にはԿも入れません。

なͥカϥ焼きがඞཁ？  ݿ಺ʹ෇ணしている༉を焼き੾ります。

Χラ焼きをしなくても調理できますが、庫内が高温になるとഉ気ޱからԎやにおいが出ます。
そのため、調理前にΧラ焼きをしてԎやにおいを出しておきます。Կ度か調理をおこなったあとでも
Ԏやにおいが気になるときは、�� ݿ಺クリーン の操作をしてください。

り࣌間を表示࢒

カϥ焼きの
<3�>ʹ合Θせる

水

େ੾

1

2

3

·ͣɺؾ׵Λྑ͘͠·͠ΐ͏
ඞͣ部԰の૭をશ։ʹするかɺؾ׵ઔをճす
Ԏやにおいにහ感なখௗなどは、ผの部԰にҠしておきましΐう。

ͭΏड͚をηッτする

ਫタンクʹਫҐ1Ҏ্のਫをೖれてຊମʹηッτする
水Ґ2を௒えて入れると、こ΅れやすくなります。

加熱 次ページにͭͮく

(所ཁ時間：20෼ఔ౓)

Χϥম͖Λ͢Δ
ごߪೖޙɺॳめてお使いʹなるときʹ

४ 

උ

1

2

3

51 ページ

10 ページ

● ॳめ、<1�෼00ඵ>を表示
● 設定ൣғ
 蒸し物  30…ڧ෼まで
 蒸し物  ऑ…��෼まで
　● 1�分まで�0ඵ୯Ґ
　● ��分まで1分୯Ґ

࣌間を合Θせる

食品をೖれる

<2�>と<ڧ>ʹ合Θせる

● 使える容ث  蒸し物
● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
 を֬ೝする。
● メニューによっては、調理໢
 を使います。下ஈで加熱した
 り、調理໢の高さを間ҧえる
 とうまく্࢓がりません。
 詳細は、クックブックを
 参考にしてください。

加熱

ࡼ֯
্ஈʹηッτ

水ҐΛ�ͷઢʹ߹ΘͤΔ水

水ৠ͠෺
ख動ྫ

४ 

උ

1

2

3

加
熱
ऴ
ྃ

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

加熱

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

21 ページ

10 ページ

52 ページ

18 ページ

しっかり
Ԟまで
ԡしࠐΉ

あさりの酒蒸しをする　蒸し物  ڧ 　加熱࣌間 � 12෼のとき

<ऑ>にするときは、
ӈにগしճす。

Ϩ
ϯ
δ
／
ৠ
͠
෺
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˔ フラットςーブϧが熱くなっています。
 熱ʹऑい༰ثをஔくと༹͚たりɺมܗすることがあります。
。Թ >表示は、庫内が冷めるとফえますߴ > ˔
  蒸気ਧき出しޱ付近に、നい物が付ணすることがありますが
  水にؚまれるϛネラϧ分の作用で、Ӵ生্問୊ありません。

˔ 庫内が冷めたあと、ॳ期ը面の状態で、Կも操作しない
 まま์ஔすると、自動的に電源が切れます。

。をۙ෇͚てυΞを։͚ないでくͩさいإ
蒸ؾで΍͚Ͳします。

˔ 製品内部を冷やすため、フΝンのճ転音がします。
 (�分ఔ度)

。Թのときはɺ࣍の加熱は使用できませんߴ಺がݿ ˔
  解凍 ・���発酵…දࣔ部ʹ<　　　 >をදࣔしɺお஌らせԻが໐ります。

いたס಺が冷めてからɺݿ
;きんでਫణなͲを;きऔる

υΞをดめる

加熱中΍加熱ޙし͹らくは
಺・υΞʹ৮らないݿ

ʲ΍けͲͷݪҼʳ
઀৮ې止

஫ ҙ

(   　　　　　　　　　　　　　　　　)

˔ ͭ Ώड͚ʹཷまったਫが熱い
 場合があります。௚઀ਫʹ৮
 れないでくͩさい。
˔ 水をࣺてたあとは、す͙にͭ
 Ώ受けをセットしておきます。

˔ ී ஈは水タンクをΧラに 
 しておきましΐう。
˔ レンジ加熱など、水を使わない
 加熱をするときは、水タンクは
 はずしていてもかまいません。

加熱ऴྃޙɺυΞをগし։͚てɺ蒸ؾを֎ʹಀがす
ピーピー
　ピーピー

ྫྷめてから

ਫฏʹࠩしࠐΉਫをࣺてる྆୺を࣋ͪɺ
खલʹҾき出す

つΏ受け

4

ਫタンクのϑタをはͣしてɺ
っているਫをࣺてる࢒

10ඵఔ౓してからɺͭΏड͚のਫをࣺてɺ
ͼηッτする࠶

5

6

7

8

ご஫ҙ 57 ページ

21 ページ

● ӈにճした場合

 �008 　  �008

 10008　   2008

<2�>ʹ合Θせる

出ྗ(8)を合Θせる

食品をೖれる

● 設定ൣғ
 10008 … 3෼まで
 �008 …… 1�෼まで 
 �008…… 30෼まで
 2008…… ��෼まで
　● �分まで10ඵ୯Ґ
　● 10分まで�0ඵ୯Ґ
　● �0分まで1分୯Ґ
　● ��分まで�分୯Ґ
　(10008は1分まで�ඵ୯Ґ
　2008は10分まで�0ඵ୯Ґ)

● 加熱࣌間をԆ௕するとき
˞10008で加熱したあと、
 < Ԇ長できます >で加熱を௥加する
 と、ա加熱を防͙ため、出力を
 下げて加熱します。

加熱をଓけておこなうと、10008
加熱のときに<ऑ>を表示することが
あります。(製品を保ޢするために
�008加熱となります)

● 使える容ث  レンジ
● ֯ 。調理໢は使わない・ࡼ

● ラップの有ແや目҆࣌間などにͭい
 ては、加熱ૣݟදをご覧ください。

● 冷凍食品の場合は、必ず଱熱性の
　容ث、またはࡼにのせますが、ࢢ
 販の冷凍食品は、パッέージに記
 載されている内容に合わせてくだ
 さい。

● 加熱్中で  ख動ઃఆ  をԡすと、
 出力の確ೝができます。

ஔきかた、出力(8)、加熱࣌間は
記載内容に合わせる。

࣌間を合Θせる

Ϩϯδ
ख動ྫ

४ 

උ

1

2

3

4

加
熱
ऴ
ྃ

ཛ(֪෇きཛ・Ώでཛ・おでんのཛ・
͏ͣらཛなͲ)を加熱しない

ʲരൃ͠ɺେมݥةʳ

ࠂ ܯ

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

加熱

18 ページ

21 ページ

焼きおʹぎりを加熱する　出ྗɿ�008　࣌間ɿ�෼のとき

Χ
ϥ
ম
き
Λ
͢
る

クックϒック  6 4 ～7 1 ページ
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食品をೖれる
୺に୺へஔくと্手にۃ ●
。がりません্࢓ 

食品をऔり出す

加熱

ピーピー
　ピーピー

தԝに置く

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に࢓上がり
 Ωーをԡす。
 

● 点໓表示はਐߦ状態を示します。
 (�ͭ点౮するとऴྃ間近ʣ

り࣌間࢒、の場合は(めڧ) 　　　 ●
 を表示します。

● 使える容ث
 ີดしたままの容ثやାは使わ
 ない。
。調理໢は使わない・ࡼ֯ ●

● ྔがଟいときは、2ͭに分けて、
 中ԝにஔきます。
● ラップをするものにͭいて

食品の状ଶʹ合Θせてɺ
ඞ্ͣ࢓がりΩーをԡす
΋のがあります。

レンジ

େ੾

● 加熱్中でࠞͥるときは、
 ドアを։けると一࣌ఀ止します。
スタートは、ドアをดめて࠶ 
  εターτ をԡします。
● 加熱్中でやめるときは、
  とり͚し をԡします。
 (ॳ期ը面に໭ります)
● 加熱࣌間をԆ௕するとき

　　　　　 
　

・͵るめにする
　とき
・ྔがগないとき

・あͭめに
　するとき

めऑめڧ

ҿみ物の加熱ではɺ෸と͏するのでઈରʹ使Θない。
� 牛乳・酒で加熱します。

● ϥッϓをするときはɺΏとりを΋たせてܰくかͿせɺ
　ີด༰ثなͲのϑタはɺはͣしてくͩさい。
　食品の蒸気(౬気)をセンサーが検知して、加熱がऴྃする
　ため、容ثやࡼにラップをしっかりかͿせたり、ີด容ث
　などのフタをして加熱すると、加熱のしす͗で発Ԏ・発Ր・
　ಥવ෸とう(ो物など)のݪҼになります。
っているときはɺඞͣ১きऔってから࢒಺ʹਫణがݿ ●
 お使いくͩさい。
　(庫内が熱いときは、やけどに஫ҙ)
 水が࢒っていると、本དྷの加熱࣌間よりも௕くかかること
 があります。

஌っておいてくͩさい

ཛ(֪෇きཛ・Ώでཛ・おでんのཛ・
͏ͣらཛなͲ)を加熱しない

ʲരൃ͠ɺେมݥةʳ

ࠂ ܯ
Ϩϯδ͋ͨͨΊ

ごはん(ৗԹ・冷ଂ)をあたためる　(他のメニューはӈϖージࢀর) 自動

18 ページ

25 ページ

31 ページ

25 ページ

21 ページ

ご஫ҙ

४ 

උ

加
熱
ऴ
ྃ

1

ྫ

ϨϯδՃ೤

˔ ଠいࠜには、ेࣈの切りࠐみを入れる。
 ˞ௐ理໢ʹのせʹくい場合΍食品がఱ໘ʹ当たる
 　場合はɺ֯ࡼʹ௚઀のせます。
˔ 加熱後、アク抜きと৭止めのためにす͙水に取る。

΄͏れん૲・খদ菜　

ૉࡐʹ合Θせて্࢓がりΩーを使います

˔ খ๪に分ける。
ブϩッコリー

˔ ࠜ 。のかたいൽを取るݩ
˔ ॏならないようにฒべる。

ΞεパϥΨε

˔ �～�DN֯に切る。
˔ ॏならないようにฒべる。

か΅ͪΌ

ૉࡐとコπ がりのௐઅ্࢓

˔ 1DNްさにする。
˔ ॏならないようにฒべる。

ʹん͡ん・ご΅͏

　˞গྔのࠜ菜(100Hະຬ)をレンジ加熱するとɺՐՖが出たりɺ食品がযげたりしてɺ故障のݪҼʹ
　　なります。大きめの容ثに野菜がਁる͙らいの水を入れて、ラップをして加熱してください。　　
　　ྫ：にんじん�0H(水2�N-)のとき、໿2分10ඵ　　

(ऑめ)

(めڧ)

˔ ̍ ౓ʹできる෼ྔはɺ100ʙ�00̶まで。
˔ ֯ 。料をฒ΂ますࡐΞϛをのせɺߴʹࡼ
。料のେきさはɺそΖ͑ますࡐ ˔
 切りかたが下表と異なる場合は、 �� 蒸し物 ڧ で、༷ࢠをݟながら加熱してください。
˔ ૉࡐʹよってɺඞ্ͣ࢓がりΩーをԡす΋のがあります。
˔ গྔのとき΍͙ٸときはɺ �� レンジ �008 ʹ合Θせɺ࣌間を合Θせて加熱します。
 下表Ҏ外の野菜(じΌがいも、大ࠜなど)を蒸す場合は、加熱ૣݟද  蒸す・Ώでる  を
 ご覧ください。

● ҎԼの食品でɺ あたため  を使Θないでくͩさい。(加熱のしす͗で、発Ԏ・発Րのおそれ)
 ・水分のগないもの(ׯもの・落Ֆ生など)・乾燥したもの・パセリ・はじけやすい食ࡐの入った
 　もの(いかなど)・੨じそなどの乾燥は、 �� レンジ 2008で༷ࢠをݟながら加熱します。
● ϥッϓをしていた場合はɺ加熱ޙɺ΍͚Ͳʹؾを෇͚てɺす͙ʹはͣします。
 (食品・容ثの変形のݪҼ)
をஔいたりɺثԹで使用したあとのϑϥッτςーブルʹɺϓϥενックなͲ熱ʹऑい༰ߴ ●
 ϥッϓをෑかないでくͩさい。

コπとϙΠンτ

ৠ
͠
໺
ࡊ

クックϒック  7 0 ,  7 1 ページ
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自動

�ഋのときは
(めڧ)  　　

෼ ྔ 状 ଶ ϥッϓ コ π食 品

。めのときは、水を振りかけるݻ ●

● 2～�DNްさで、ラップにแんで
 ฏらに冷凍したものを使う。
 ラップをしたまま
 必ずࡼにのせる。

● ྆面に水を振りかける。

、にΩッνンペーパーや天ぷらෑ紙をෑきࡼ ●
 ॏならないようにฒべる。
● いかは、はじけるので  �� レンジ2008で
 ͻかえめに加熱する。

ݸ2～1
(1�0H～100ݸ1)

100～�00H

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

冷凍

冷凍

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

ごはん

γュウϚΠ

ϋンόーグ

ఱ΀ら

1～�ഋ
(1ഋ1�0H)

常温・冷ଂ1～2ഋ
(1ഋ1�0N-)

(ऑめ)

(めڧ)

がりのௐઅ্࢓

ϐϥϑ 100～�00H 
常温・冷ଂ焼きとり 2～�本(1�0H )

● 加熱後、ࠞͥる。

焼きそ͹ 100～200H ● パサͭいているときは、サラμ油かバター
 をগしࠞͥる。加熱後、ࠞͥる。

冷凍ごはん

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

(N-�DD)

(めڧ)

(めڧ)

● 冷凍のときは、ઙい容ثに入れる。࢒り࣌間
 が出ると取り出してかきࠞͥ、εターτ  を
 ԡして加熱する。

100～�00H

200～�00Hカレー・γνュー

ࣽ物 ● ࣽ魚など਎がはじけるおそれのあるものは
 ラップをする。

஫˞

஫˞

஫˞
みそो

● 　　　はϥッϓをします。
● ϥッϓをする΋の　 � 冷凍ごはん、蒸し物などしっとり্࢓げたい食品。
● ϥッϓをしない΋の � ごはんもの(常温・冷ଂ)、༲げ物、ᖱめ物など余分な
 水分をඈばし͗みにしたい食品。

ラップ

(ऑめ)

(めڧ)

ӷ状の΋のɺとΖみのある΋のは加熱中΍加熱ޙʹಥવ෸と͏(ಥ෸)して
ඈͼࢄることがあるのでɺऔり出すࡍは΍͚Ͳʹ஫ҙする

্表の  　　  の食品は加熱前・加熱後にかきࠞͥてください。஫˞

ݸ12～�
(1�0Hまで)

ݸ�～1
(�0Hݸ1)

あんまん・パン・焼きい΋ɺਫ෼の
গない΋のɺগྔの΋のʹは使Θない

ʲൃԎɾൃՐͷݪҼʳ

ࠂ ܯ

食品別　自動あたためのコπ

ࠂ ܯ

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

● 加熱్中で࢒り࣌間を
 表示します。
 

めڧ

ऑめ
めにしたいときݻ・

・ॊらかめにしたいとき

ૉࡐʹよってɺඞͣ
がりΩーをԡす্࢓
΋のがあります。

େ੾

˔ ͭ Ώड͚がɺカϥであること
 を֬ೝする。

食品をೖれる

ࡼ֯
Ξϛߴ

ϥッϓはしない

্ஈʹηッτ

水ҐΛ�ͷઢʹ߹ΘͤΔ水

ৠ͠໺ࡊ
ブϩッコリーを蒸す ྫ

ৠ͠෺Ճ೤

४ 

උ

加
熱
ऴ
ྃ

1

2
加熱

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

21 ページ

10 ページ

52 ページ

<�>ʹ合Θせる

41 ページ

100～1�0H

38 ページ

42 ページ

クックϒック

● 食品の状態、分ྔに合わせて্࢓がりの調અをしてください。
。販の冷凍食品のあたためは、� 冷凍食品(市販品)　　　　 をご覧くださいࢢ 
● ࣌間や8数を合わせて加熱するときは、�� レンジ　　　　 、加熱ૣݟද  あたためる  を
 ご覧ください。

水

 6 4 ～6 9 ページ

Ϩ
ϯ
δ
あ
ͨ
ͨ
め
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1౓ԡす

水

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水や油などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

食品をऔり出す

加熱

。料ɺௐ理のϙΠンτはɺクックブックをごཡくͩさいࡐ

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

● 加熱్中で࢒り࣌間を
 表示します。
 

 

食品の෼ྔʹよってɺ
ඞ্ͣ࢓がりΩーを
ԡす΋のがあります。

େ੾

ピーピー
　ピーピー

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

● ԡすごとに<カンタン焼き>と<カンタン蒸し>のબ୒ができます。

ウォーターグリル
● 使える容ث

● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
　を֬ೝする。

めऑめڧ

食品をೖれる

ࡼ֯
௿Ξϛ
Լஈʹηッτϥッϓはしない

Χϯタϯম͖
自動

΢ΥーターάϦϧՃ೤

ෳ਺の食ࡐをಉ࣌ʹ焼く

४ 

උ

加
熱
ऴ
ྃ

1

2

21 ページ

10 ページ

52 ページ

18 ページ

水Ґ�Ҏ্水 ෼ ྔ ϥッϓ食 品

● ブロッコリーやΧリフラϫーが入っているもの
 は、যげやすいので、 �� レンジで加熱します

弁当
(ごはん付き
またはおかずのみ)

焼きそ͹

1人分
(200～�00H)

がりのௐઅ্࢓

● গྔで加熱しす͗ると、発Ԏ・発Ր・
 ՐՖのおそれがあります。

˞

● � しっとりあたためを使うと、しっとり্࢓がり
 ます。

● 容ثの形状、おかずのछྨ、੝りͭけかたや保存
 状態などによって্࢓がりの温度が変わります。
。ながら加熱してくださいݟをࢠ༷ 

● あらかじめ、よくほ͙しておく。

● 加熱後、す͙にかきࠞͥる。

● ྆面に水をかける。

パεタ 1人分
(180～��0H)

1人分
(200～�00H)

˞ ー

˞ ー

オϜϥΠε 1人分
(200～�00H) ˞ ー

ကの۩ 1人分
(100～200H) ˞ ー

野菜
ཬいも・か΅ちΌ
ϛックスϕジタブϧ

ݸ12～�
(1�0Hまで)

100～�00H
100～�00H

ー

ϐϥϑ
νϟーϋン 200～��0H ー

γュウϚΠ ー

(めڧ)

˞ はɺパッέージのࡌه௨りʹしてくͩさい
　 はɺϥッϓをします

ඞͣ଱熱性のฏࡼʹのせます。

コπなͲ

˔ 中華まんは、 � しっとりあたため　　　　  または、 �� レンジ　　　　 で加熱してください。

ାやラップを取りআいて加熱するもの(グラタンやお޷み焼きなど)や、水を加えてフタを։けて
加熱するタイプの食品は、うまく্࢓がりません。

ஔきかた、出力(8)、加熱࣌間などパッέージの記載内容をお読みになり、 �� レンジで加熱してください。

 ��冷凍食品(市販品)で͏まくあたためられない食品

● ্表に記載のない食品にͭいては、 � 冷凍食品(市販品)を使ったあたためはおすすめできません。

(めڧ)

34 ページ

 � 冷凍食品(市販品)であたためられる食品とコπ

ཛ(֪෇きཛ・Ώでཛ・おでんのཛ・
͏ͣらཛなͲ)を加熱しない

ʲരൃ͠ɺେมݥةʳ

ࠂ ܯ

● 下表に記載している食品は、分ྔやコπを参考にしてあたためてください。
　ただし、メーΧーや中਎のࡐ料、保存状態などにより্࢓がりが異なることがあります。

あんのೖった΋の(あんまんɺࠓ઒焼きなͲ)ɺパンɺਫ෼のগない΋のɺ
গྔの΋の(弁当用おかͣなͲ)ʹは使ΘないʲൃԎɾൃՐͷݪҼʳࠂ ܯ

ご஫ҙ

42 ページ

42 ページ34 ページ

ྫྷ
ౚ
৯
඼(

ࢢ
ൢ
඼
Ờ
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水

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

蒸し物● 使える容ث
● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
　を֬ೝする。

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

● 加熱్中で࢒り࣌間を
 表示します。
 

 

食品の෼ྔʹよってɺ
ඞ্ͣ࢓がりΩーを
ԡす΋のがあります。

େ੾

めऑめڧ

˞食品によって
　は、௚઀֯ࡼ
　にஔく場合が
　あります。

食品をೖれる

ࡼ֯
Ξϛߴ

ϥッϓはしない

্ஈʹηッτ

水ҐΛ�ͷઢʹ߹ΘͤΔ水

食品をऔり出す

加熱

。料ɺௐ理のϙΠンτはɺクックブックをごཡくͩさいࡐ

ピーピー
　ピーピー

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

● ԡすごとに<カンタン焼き>と<カンタン蒸し>のબ୒ができます。

自動

ৠ͠෺Ճ೤

ෳ਺の食ࡐをಉ࣌ʹ蒸す

४ 

උ

加
熱
ऴ
ྃ

1

2

18 ページ

21 ページ

10 ページ

52 ページ

Χϯタϯৠ͠

● ାやフタにͭいては、঎品
 パッέージの記載௨りにします。
● ඞͣ଱熱性のฏࡼʹのせます。
୺に୺へஔくと、্手にۃ ●
。がりません্࢓ 

食品をೖれる

<�>ʹ合Θせる

தԝに置く
● 使える容ث
。調理໢は使わない・ࡼ֯ ●

食品ʹよってɺඞ্ͣ࢓
がりΩーをԡす΋のがあ
ります。

レンジ

େ੾

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● 中਎によってできあがり具合が
 異なるため、加熱が଍りない
 場合は、 �� レンジ�008 で
ながら加熱を௥加してݟをࢠ༷ 
 ください。

　　　　　 
　

● ໿�0ඵ後、<�>から<　　　>の
 点໓表示に変わります。
がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 

　　　　　 
　

食品をऔり出す

加熱

ྫྷౚ৯඼(ൢࢢ඼)
市販の冷凍パεタをあたためる (他のメニューはӈϖージࢀর) 自動ྫ

ϨϯδՃ೤

1人分の冷凍パスタや1人分がセットになった冷凍弁当などをあたためるのに便利です。
ඞͣ｢ిࢠレンジՄ｣とࡌهのあるɺ市販の冷凍食品をお使いくͩさい。

४ 

උ

1

2
加
熱
ऴ
ྃ

ご஫ҙ
˔ ϥッϓ΍ϑタをしていたりɺାごと加熱していた場合はɺ加熱ޙ΍͚Ͳʹؾを෇͚てɺ
 す͙ʹはͣします。(食品・容ثの変形のݪҼʣ
˔ 冷凍ࣨから取り出してす͙に加熱してください。また、ૼの付いているものはうまく
 あたたまらないときがあります。

ピーピー
　ピーピー

18 ページ

39 ページ

21 ページ

42 ページ

2౓ԡす

めऑめڧ

Χ
ϯ
λ
ϯ
ম
き
ɾ
Χ
ϯ
λ
ϯ
ৠ
͠

● ϥッϓをするときはɺΏとりを΋たせてܰくかͿせて
 くͩさい。
　食品の蒸気(౬気)をセンサーが検知して、加熱がऴྃする
　ため、容ثやࡼにラップをしっかりかͿせたり、ີด容ث
　などのフタをして加熱すると、加熱のしす͗で発Ԏ・発Ր・
 ಥવ෸とうのݪҼになります。
っているときはɺඞͣ১きऔってからお使い࢒಺ʹਫణがݿ ●
 くͩさい。
　(庫内が熱いときは、やけどに஫ҙ)
 水が࢒っていると、本དྷの加熱࣌間よりも௕くかかることが
 あります。

஌っておいてくͩさい஌っておいてくͩさい
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ϥッϓはしない
৯ثにはのせない

தԝに置く
ϥッϓをෑく

˔ 設定ൣғ 100ʙ�00̶まで(100̶୯Ґ)

食品ॏྔを合Θせる

食品をೖれる

レンジ加熱と蒸ؾを使った加熱です。
。Թのときはɺ使用できません。<　　　 >をදࣔしますߴ಺がݿ

ϥッϓでแんͩりɺ
かͿさらないよ͏ʹする

● 加熱࣌間をԆ௕するとき
● ご使用後は、水タンクとͭΏ受けの
 水をࣺてる。
● ώーターも使っているため、庫内
 天面が熱くなっています。
 ご஫ҙください。

21 ページ

● 使える容ث
● ֯ 。調理໢は使わない・ࡼ

がりをௐઅするときは্࢓ ˔
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

● 加熱్中で࢒り࣌間を表示します。
 

● 水を入れなくても解凍できますが、
。がりとなります্࢓めのݻ 

解 凍 18 ページ

水

。がりません্࢓୺に୺へஔくと্手にۃ ˔
　

10 ページ

ղ�ౚ
冷凍した೑(200H)を解凍する 自動ྫ

57 ページ

४ 

උ

1

2

3

加
熱
ऴ
ྃ

水Ґ�Ҏ্水

ૉࡐʹよってɺඞ্ͣ࢓がり
Ωーをԡす΋のがあります。

େ੾

ऑめ めڧ

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

加熱

ম͖ͨͯύϯ͋ͨͨΊ
ϩールパン2ݸをあたためる 自動ྫ

΢ΥーターΦーϒϯՃ೤

21 ページ

水

● 使える容ث

● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
　を֬ೝする。

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

● 加熱్中で࢒り࣌間を
 表示します。
 

 

めऑめڧ

ਫ෼を補いながらɺ;っくら߳͹しくあたためます。

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

४ 

උ

加
熱
ऴ
ྃ

1

21 ページ

10 ページ

52 ページ

食品をೖれる

ࡼ֯
௿Ξϛ
Լஈʹηッτ

水Ґ�Ҏ্水

ウォーターオーブン 18 ページ

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

加熱

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
やけどにご஫ҙください。

<�>ʹ合Θせる

● 冷凍食品をあたためる場合はɺ
 ճ転ͭまみをӈにগしճして、
　< 冷凍 >を表示させる。
 

˔ 食品の෼ྔ΍状ଶʹ合Θせてɺදࣔઃఆ΍্࢓がりのௐઅをしてくͩさい。
 
　

ϩールパン
ϐβ

ϑϥンεパン

クϩϫッサン
パΠ

�0～120H

�0～120H

�0～80H (めڧ) 　　

　　 (ऑめ)
● ް さ̐DNະຬに切り、切りޱを্に
 して、調理໢にஔきます。

常温・冷ଂ

冷凍

冷凍

パンのछྨ ෼ ྔ 状 ଶ

常温・冷ଂ

冷凍
常温・冷ଂ

がりのௐઅදࣔઃఆ্࢓ コπなͲ

˔ 手動で加熱するときは、加熱ૣݟද  あたためる  をご覧ください。
 
　

˔ ピβやιーセージ、レーζン、コーンなどが入ったパンをあたためるときは、具ࡐのछྨやྔにより
。がり具合が異なるため、加熱が଍りないときは、加熱࣌間をԆ௕してください্࢓ 
　

ί
ϯ
Ϗ
χ
ห
౰
／
ম
き
ͨ
て
ύ
ϯ
あ
ͨ
ͨ
め

クックϒック  6 4 ,  6 5 ページ
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● グリル΍オーブン加熱のあとはɺϑϥッτςーブルが熱くなっていますのでɺॆ෼ʹ冷めてから
 使用してくͩさい。
 ラップが༹けるおそれがあります。
● ΞルϛϗΠルを使͏ときはɺݿ಺น໘΍υΞʹ৮れないよ͏ʹする。
 ՐՖが出たり、ドアガラスがׂれることがあります。

ご஫ҙ● แ૷しているϥッϓ΍ϑタはඞͣはͣしてくͩさい。またɺΏでཛ(͏ͣらཛؚΉ)΍Ξルϛέーεɺ
 ௐຯ料ྨ΋औり出してくͩさい。
 (ՐՖが出たり、ഁ྾によるやけどやけがのおそれ)
。Թのときはɺ冷めてから使用してくͩさいߴ಺΍ϑϥッτςーブルがݿ ●
 

ご஫ҙ

コπとϙΠンτ
● 解凍する௚લまで冷凍ࣨʹೖれておいた食品を使います。
 ༹けかけているときは、  �� レンジ 2008 で࣌間を合わせて、༷ 。ながら解凍しますݟをࢠ
　加熱ૣݟද　ੜ΋のを解凍する  をご覧ください。

。きますרはΞルϛϗΠルを(のඌなͲڕ)い部෼ࡉ ●

● ૉࡐʹ合Θせて্࢓がりΩーを使います。

ബ੾り೑
ܲ೑
ͻき೑

ま͙Ζ(੺਎)
いかŋ͑ͼŋ
ڕ

かたまり೑

ૉ ࡐ

(めڧ)

(ऑめ)

がりのௐઅ্࢓

● όϥンなͲの০り΍ෑ物ɺௐຯ料なͲの খାはऔりআく。

● ৽઱なものをബく、ฏたく੔え、必ずۭ 気を抜き、ラップなどでີ෧する。

● 1ճ෼(200ʙ300H)ͣͭʹ෼͚る。
 (ްみは2DNҎ内で)

ίϯビχห౰
レンジ加熱ରԠパッέージʹೖったお弁当をあたためる 自動ྫ

ϨϯδՃ೤

ϥッϓやフタをはͣし
தԝに置く

˔ 使える容ث
˔ ֯ 。調理໢は使わない・ࡼ
�

● Ұ౓ʹ加熱できる෼ྔはɺ
　1ਓ෼300ʙ�00H。
 レンジ加熱ରԠのパッέージに
 入った常温のお弁当やどんͿり
 物。 
 

● 加熱࣌間をԆ௕するとき
 

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

● 容ثの形状、おかずのछྨ、
 ੝りͭけかたや保存状態など
 によって্࢓がりの温度が
 変わります。༷ࢠをݟながら
 加熱してください。
 

४ 

උ

<2>ʹ合Θせる

加
熱
ऴ
ྃ

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

加熱

21 ページ

食品をೖれる

০り

Ώでཛ

アϧϛ
έース

調ຯ料

औり出しておく΋の

1

2

レンジ 18 ページ

めऑめڧ

˙্खʹ解凍するための冷凍ํ๏

ղ 

ౚ

クックϒック  7 0 ,  7 1 ページ

● ໿�0ඵ後、<2>から<　　　>の
 点໓表示に変わります。
 

● ϥッϓ΍ϑタはɺはͣしてくͩさい。
　食品の蒸気(౬気)をセンサーが検知して、加熱がऴྃする
　ため、ラップやフタをしたまま加熱すると、加熱のしす͗で
　発Ԏ・発ՐのݪҼになります。
っているときはɺඞͣ১きऔってからお使い࢒಺ʹਫణがݿ ●
 くͩさい。
　(庫内が熱いときは、やけどに஫ҙ)
 水が࢒っていると、本དྷの加熱࣌間よりも௕くかかることが
 あります。

஌っておいてくͩさい஌っておいてくͩさい
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ࣗಈՃ೤ϝχϡー
。のઆ໌をよくおಡみくͩさい࡞は֤メニューのૢࡉৄ　࡞ຊૢج

˔ メニュー番号̍ʙ̓は本書、
� ̔ʙ��はクックブックを
 ご覧ください。
�● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
　を֬ೝします。

● 加熱࣌間をԆ௕するとき
 

● メニューʹよってはɺ
 さらにഋ数や食品の状態を
 合わせるものがあります。

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

● 加熱్中で、メニュー番号から
　<　　　> の点໓表示や
。り࣌間の表示に変わります࢒　
 

食品をೖれる

४ 

උ
ɺௐ理໢ ࡼ֯
ϨンδҎ֎で使います。
(調理໢を使わない
メニューもあります)

ৠし෺、΢ΥーターΦーϒン、
΢Υーターάリルで使います。

ਫタンク

ϝ
χ
ỿ
ồ
બ
୒

໨తのメニュー൪߸ʹ合Θせる

食品ʹよってɺඞͣ
がりΩーをԡす্࢓
΋のがあります。

େ੾

めऑめڧ

加
熱
ऴ
ྃ

加
熱
ε
λ
ồ
τ

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

加熱

21 ページ

食品別　しっとりあたためのコπ
˔ 食品の෼ྔ΍状ଶʹ合Θせてɺදࣔઃఆ΍্࢓がりのௐઅをしてくͩさい。
 

˔ レンジ加熱ʹൺ΂て࣌間がかかります。
˔ 食品のछྨ΍ܗ状ʹよってɺ্࢓がりがมΘります。
ながらݟをࢠ༷、販品はࢢがりの調અや、加熱のԆ௕を利用してください。とくに্࢓ 
 加熱してください。
。٧の加熱はɺレンジ加熱ではઈରʹしないでくͩさい؈ ˔
 (ՐՖが出て製品をইめたり、食品の発Ԏ・発ՐのݪҼ)

ご஫ҙ

ごはん
おこΘ

中՚まん

γュウϚΠ

஡Θん蒸し

૯菜の٧؈
(さんまו焼き、
焼きとりなど)

1～2ഋ
(1ഋ1�0H)

ݸ�～1
　　�0ݸ1)
　　～80H)

ݸ�～1
　�0ݸ1)
　～120H)

ݸ�～1
(1�0Hݸ1)

؈1
(80～100H)

ݸ12～�
(1�0Hまで)

1ഋのときは
　　 (ऑめ)

大きめの中華まん
のときは(120Hݸ1)

(めڧ) 　　

のときはݸ1
　　 (ऑめ)

のときはݸ�～�
　　 (ऑめ)

   　 (ऑめ)

(めڧ) 　   

● ஡わんに入れて、֯ࡼにஔく。

● ֯ 。に高アϛをのせて、ஔくࡼ

● ֯ 。に高アϛをのせて、ஔくࡼ

● ֯ に高アϛをのせて、フタを։けたࡼ
。をஔく؈  
˞フタを։けずに加熱できますが、加熱後　
　։ける際にやけどのおそれがあるため、
　フタを։けて加熱します。

● ֯ 。にஔくࡼ
● 手作りの஡わん蒸しは、ڞブタまたは、
 ラップをして加熱する。
販の冷ଂ஡わん蒸しは、フΟϧϜ製のࢢ ●
 フタをはがさず、そのまま加熱する。

常温

冷凍

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温

冷凍

冷凍

冷凍

食 品 ෼ ྔ 状 ଶ

常温・冷ଂ

   　 (ऑめ)

がりのௐઅදࣔઃఆ্࢓ ஔきかた・コπ

˔ 手動で加熱するときは、加熱ૣݟද  あたためる  をご覧ください。
 
　

͠
ỳ
と
Γ
あ
ͨ
ͨ
め

サックリあたための
<3>にあわせた場合

ྫ

●  �� 蒸し物 ڧ で加熱します。クックϒック  6 4 ,  6 5 ページ

クックϒック  6 4 ～6 9 ページ
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● 冷凍食品をあたためる場合はɺ
 ճ転ͭまみをӈにগしճして、
　< 冷凍 >を表示させる。
 

˞食品によって
　は、௚઀֯ࡼ
　にஔく場合が
　あります。

食品をೖれる

ࡼ֯
Ξϛߴ

ϥッϓはしない

্ஈʹηッτ

水ҐΛ�ͷઢʹ߹ΘͤΔ水

蒸し物● 使える容ث
● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
　を֬ೝする。

ͬ͠とΓ͋ͨͨΊ
中՚まん(ৗԹ・冷ଂ)2ݸをあたためる 自動ྫ

ৠ͠෺Ճ೤

たっ΀りの蒸ؾでਫ෼を補いɺしっとりとあたためます。

४ 

උ

18 ページ

<1>とഋ਺を合Θせる

食品をೖれる

(2ഋのとき) (3ഋのとき) (�ഋのとき)

● 使える容ث
● ֯ 。調理໢は使わない・ࡼ

● Ұ౓ʹ加熱できる෼ྔはɺج४෼ྔ
　1ʙ�ഋ(ຊ)まで。
● ༰ثʹೖれる1ഋあたりの෼ྔをɺ
　おकりくͩさい。
● 加熱の前後は必ずかきࠞͥます。
● 加熱前の温度によっては、্࢓がり
 の調અをしてください。 (N-ʹDD)

牛乳
(  )಺はコーώー 酒

200N-(1�0N-) 1�0N-

ৗԹ保ଘ…໿20ˆ加熱લの
४Թ౓ج
༰　ث

४෼ྔج
1ഋあたり

冷ଂ保ଘ…໿�ˆ
(常温保存ʜ໿20℃)

● 容ثは基४分ྔを入れて、8分目
 ͙らいになるものを使う。
● ञのྔがとっくりのくͼれより
 ্にくるときは、その部分に
 ΞルϛϗΠルをרく。

ΞルϛϗΠル

レンジ
௿めのޱ޿༰ثが
దしています。

● 酒のかんでΞルϛϗΠルを使͏とき
 はɺݿ಺น໘΍υΞʹ৮れないよ͏
 ʹしてくͩさい。ՐՖが出たり、ド
 アガラスがׂれることがあります。
● ビンʹೖっている΋のはɺඞͣ༰ثʹҠ
 しସ͑てくͩさい。;き出します。
● 基४分ྔよりগないときや、加熱前
 の基४温度より高いとき(飲み࢒しの
 コーώーなどのあたため)は、加熱ス
 タート後�0ඵҎ内に্࢓がりの調અ
 をするか、���レンジ �008で
 ࣌間を合わせて、༷ࢠをݟながら
 加熱してください。
   あたため  で加熱しない。
 ෸とうすることがありݥةです。
˞手動で加熱するときは、加熱ૣݟද
　 あたためる   ҿみ物  をご覧ください。

ϥッϓ・フタをせͣに
தԝに置く

ഋ数

がりをௐઅするときはスタート後�0ඵҎ内に্࢓ ˔
� 。がりΩーをԡす্࢓
 

酒のかんをするときはɺඞͣ　　 (ऑめ)をԡす。
(ඪ४の্࢓がりとなります。あͭめ、͵るめは
���レンジ �008で࣌間を合わせて、༷ࢠを
(ながら加熱してくださいݟ

େ੾

● 加熱్中で࢒り࣌間を表示します。
 

ऑめ
(ञ、͵るめ)

めڧ
(あͭめ)

● 加熱࣌間をԆ௕するとき
● 加熱しす͗たときは、1～2分ఔ度
 庫内で冷ましてから、取り出して
 ください。

21 ページ

ೕɾञڇ
牛乳1ഋ(200N-)をあたためる 自動ྫ

加
熱
ऴ
ྃ

加熱

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

ご஫ҙ

ʲ΍けͲͷ͓ͦΕʳ

ࠂ ܯ
加熱しすぎない
ಥવの෸と͏ʹよりඈͼࢄります

ϨϯδՃ೤

४ 

උ

1

2

18 ページ

水

<�>ʹ合Θせる

1

2

加
熱
ऴ
ྃ

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

21 ページ

10 ページ

52 ページ

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

食品ʹよってɺඞͣ
がりΩーをԡす্࢓
΋のがあります。

େ੾

● 加熱్中で࢒り࣌間を
 表示します。
 

めऑめڧ

35 ページ

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

加熱

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

ࣗ
ಈ
Ճ
೤
ϝ
χ
ỿ
ồ
／
ڇ
ೕ
ɾ
ञ

クックϒック  6 4 ,  6 5 ページ
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<3>ʹ合Θせる

ウォーターオーブン

水

加熱

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

食品ʹよってɺඞͣ
がりΩーをԡす্࢓
΋のがあります。

େ੾

● 使える容ث

● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
　を֬ೝする。

食品をೖれる

ࡼ֯
௿Ξϛ
Լஈʹηッτ

● 加熱్中で࢒り࣌間を
 表示します。
 

めऑめڧ

サοΫϦ͋ͨͨΊ
ఱ΀ら(ৗԹ・冷ଂ)をあたためる 自動ྫ

΢ΥーターΦーϒϯՃ೤

過熱ਫ蒸ؾで༨෼な༉をམとしてɺサックリあたためます。
༲げるલのとんかͭ΍コϩッέなͲɺパンคがനい状ଶの΋のはɺௐ理することはできません。

४ 

උ

1

2

加
熱
ऴ
ྃ

水Ґ�Ҏ্水

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

21 ページ

18 ページ

10 ページ

52 ページ

33 ページ

食品をऔり出す
ピーピー
　ピーピー

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水や油などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

˔ レンジ加熱ʹൺ΂て࣌間がかかります。
˔ 食品のछྨ΍ܗ状ʹよってɺ্࢓がりがมΘります。
ながらݟをࢠ༷、販品はࢢがりの調અや、加熱のԆ௕を利用してください。とくに্࢓ 
 加熱してください。
˔ 食品のछྨ΍状ଶʹよってɺશく༉のམͪない΋の΋あります。

˔ すでに油で༲げたり、焼いてある食品をあたためます。
˔ 食品の෼ྔ΍状ଶʹ合Θせてɺදࣔઃఆ΍্࢓がりのௐઅをしてくͩさい。
 
　

˔ 手動で加熱するときは、加熱ૣݟද  あたためる  をご覧ください。
 ラップは使いません。
　

食品別　サックリあたためのコπ

ご஫ҙ

● 冷凍食品をあたためる場合はɺ
 ճ転ͭまみをӈにগしճして、
　< 冷凍 >を表示させる。
 

とんかͭ・コϩッέ

ఱ΀ら 100～�00H

100～�00H

80～1�0Hたこ焼き
たい焼き・ࠓ઒焼き

෇きϑϥΠυνΩンࠎ 100～200H

ϋンόーグ (�0Hݸ1)ݸ2～1

100～200H焼きڕ・焼きとり

80～1�0H
お弁当用ϑϥΠࡁௐ理(��H～20ݸ1)

�00Hのときは

1ຕ(200H)お޷み焼き

冷凍

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

から༲げ 100～�00H 常温・冷ଂ

冷凍

冷凍

冷凍

食 品 ྔ がりのௐઅ෼্࢓ 状 ଶ දࣔઃఆ

● かき༲げは、যげやすいため、 �� ウォーターオーブン で加熱します。

(ऑめ)

(ऑめ)

(ऑめ)

(めڧ)

(めڧ)

(ऑめ)

(ऑめ)

α
ỽ
Ϋ
Ϧ
あ
ͨ
ͨ
め

クックϒック  6 4 ～6 9 ページ

クックϒック  6 6 ,  6 7 ページ

ϥッϓはしない
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<3>ʹ合Θせる

ウォーターオーブン

水

加熱

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

食品ʹよってɺඞͣ
がりΩーをԡす্࢓
΋のがあります。

େ੾

● 使える容ث

● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
　を֬ೝする。

食品をೖれる

ࡼ֯
௿Ξϛ
Լஈʹηッτ

● 加熱్中で࢒り࣌間を
 表示します。
 

めऑめڧ

サοΫϦ͋ͨͨΊ
ఱ΀ら(ৗԹ・冷ଂ)をあたためる 自動ྫ

΢ΥーターΦーϒϯՃ೤

過熱ਫ蒸ؾで༨෼な༉をམとしてɺサックリあたためます。
༲げるલのとんかͭ΍コϩッέなͲɺパンคがനい状ଶの΋のはɺௐ理することはできません。

४ 

උ

1

2

加
熱
ऴ
ྃ

水Ґ�Ҏ্水

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

21 ページ

18 ページ

10 ページ

52 ページ

33 ページ

食品をऔり出す
ピーピー
　ピーピー

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水や油などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

˔ レンジ加熱ʹൺ΂て࣌間がかかります。
˔ 食品のछྨ΍ܗ状ʹよってɺ্࢓がりがมΘります。
ながらݟをࢠ༷、販品はࢢがりの調અや、加熱のԆ௕を利用してください。とくに্࢓ 
 加熱してください。
˔ 食品のछྨ΍状ଶʹよってɺશく༉のམͪない΋の΋あります。

˔ すでに油で༲げたり、焼いてある食品をあたためます。
˔ 食品の෼ྔ΍状ଶʹ合Θせてɺදࣔઃఆ΍্࢓がりのௐઅをしてくͩさい。
 
　

˔ 手動で加熱するときは、加熱ૣݟද  あたためる  をご覧ください。
 ラップは使いません。
　

食品別　サックリあたためのコπ

ご஫ҙ

● 冷凍食品をあたためる場合はɺ
 ճ転ͭまみをӈにগしճして、
　< 冷凍 >を表示させる。
 

とんかͭ・コϩッέ

ఱ΀ら 100～�00H

100～�00H

80～1�0Hたこ焼き
たい焼き・ࠓ઒焼き

෇きϑϥΠυνΩンࠎ 100～200H

ϋンόーグ (�0Hݸ1)ݸ2～1

100～200H焼きڕ・焼きとり

80～1�0H
お弁当用ϑϥΠࡁௐ理(��H～20ݸ1)

�00Hのときは

1ຕ(200H)お޷み焼き

冷凍

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

から༲げ 100～�00H 常温・冷ଂ

冷凍

冷凍

冷凍

食 品 ྔ がりのௐઅ෼্࢓ 状 ଶ දࣔઃఆ

● かき༲げは、যげやすいため、 �� ウォーターオーブン で加熱します。

(ऑめ)

(ऑめ)

(ऑめ)

(めڧ)

(めڧ)

(ऑめ)

(ऑめ)

α
ỽ
Ϋ
Ϧ
あ
ͨ
ͨ
め

クックϒック  6 4 ～6 9 ページ

クックϒック  6 6 ,  6 7 ページ

ϥッϓはしない
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● 冷凍食品をあたためる場合はɺ
 ճ転ͭまみをӈにগしճして、
　< 冷凍 >を表示させる。
 

˞食品によって
　は、௚઀֯ࡼ
　にஔく場合が
　あります。

食品をೖれる

ࡼ֯
Ξϛߴ

ϥッϓはしない

্ஈʹηッτ

水ҐΛ�ͷઢʹ߹ΘͤΔ水

蒸し物● 使える容ث
● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
　を֬ೝする。

ͬ͠とΓ͋ͨͨΊ
中՚まん(ৗԹ・冷ଂ)2ݸをあたためる 自動ྫ

ৠ͠෺Ճ೤

たっ΀りの蒸ؾでਫ෼を補いɺしっとりとあたためます。

४ 

උ

18 ページ

<1>とഋ਺を合Θせる

食品をೖれる

(2ഋのとき) (3ഋのとき) (�ഋのとき)

● 使える容ث
● ֯ 。調理໢は使わない・ࡼ

● Ұ౓ʹ加熱できる෼ྔはɺج४෼ྔ
　1ʙ�ഋ(ຊ)まで。
● ༰ثʹೖれる1ഋあたりの෼ྔをɺ
　おकりくͩさい。
● 加熱の前後は必ずかきࠞͥます。
● 加熱前の温度によっては、্࢓がり
 の調અをしてください。 (N-ʹDD)

牛乳
(  )಺はコーώー 酒

200N-(1�0N-) 1�0N-

ৗԹ保ଘ…໿20ˆ加熱લの
४Թ౓ج
༰　ث

४෼ྔج
1ഋあたり

冷ଂ保ଘ…໿�ˆ
(常温保存ʜ໿20℃)

● 容ثは基४分ྔを入れて、8分目
 ͙らいになるものを使う。
● ञのྔがとっくりのくͼれより
 ্にくるときは、その部分に
 ΞルϛϗΠルをרく。

ΞルϛϗΠル

レンジ
௿めのޱ޿༰ثが
దしています。

● 酒のかんでΞルϛϗΠルを使͏とき
 はɺݿ಺น໘΍υΞʹ৮れないよ͏
 ʹしてくͩさい。ՐՖが出たり、ド
 アガラスがׂれることがあります。
● ビンʹೖっている΋のはɺඞͣ༰ثʹҠ
 しସ͑てくͩさい。;き出します。
● 基४分ྔよりগないときや、加熱前
 の基४温度より高いとき(飲み࢒しの
 コーώーなどのあたため)は、加熱ス
 タート後�0ඵҎ内に্࢓がりの調અ
 をするか、���レンジ �008で
 ࣌間を合わせて、༷ࢠをݟながら
 加熱してください。
   あたため  で加熱しない。
 ෸とうすることがありݥةです。
˞手動で加熱するときは、加熱ૣݟද
　 あたためる   ҿみ物  をご覧ください。

ϥッϓ・フタをせͣに
தԝに置く

ഋ数

がりをௐઅするときはスタート後�0ඵҎ内に্࢓ ˔
� 。がりΩーをԡす্࢓
 

酒のかんをするときはɺඞͣ　　 (ऑめ)をԡす。
(ඪ४の্࢓がりとなります。あͭめ、͵るめは
���レンジ �008で࣌間を合わせて、༷ࢠを
(ながら加熱してくださいݟ

େ੾

● 加熱్中で࢒り࣌間を表示します。
 

ऑめ
(ञ、͵るめ)

めڧ
(あͭめ)

● 加熱࣌間をԆ௕するとき
● 加熱しす͗たときは、1～2分ఔ度
 庫内で冷ましてから、取り出して
 ください。

21 ページ

ೕɾञڇ
牛乳1ഋ(200N-)をあたためる 自動ྫ

加
熱
ऴ
ྃ

加熱

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

ご஫ҙ

ʲ΍けͲͷ͓ͦΕʳ

ࠂ ܯ
加熱しすぎない
ಥવの෸と͏ʹよりඈͼࢄります

ϨϯδՃ೤

४ 

උ

1

2

18 ページ

水

<�>ʹ合Θせる

1

2

加
熱
ऴ
ྃ

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

21 ページ

10 ページ

52 ページ

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

食品ʹよってɺඞͣ
がりΩーをԡす্࢓
΋のがあります。

େ੾

● 加熱్中で࢒り࣌間を
 表示します。
 

めऑめڧ

35 ページ

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

加熱

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

ࣗ
ಈ
Ճ
೤
ϝ
χ
ỿ
ồ
／
ڇ
ೕ
ɾ
ञ

クックϒック  6 4 ,  6 5 ページ
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ࣗಈՃ೤ϝχϡー
。のઆ໌をよくおಡみくͩさい࡞は֤メニューのૢࡉৄ　࡞ຊૢج

˔ メニュー番号̍ʙ̓は本書、
� ̔ʙ��はクックブックを
 ご覧ください。
�● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
　を֬ೝします。

● 加熱࣌間をԆ௕するとき
 

● メニューʹよってはɺ
 さらにഋ数や食品の状態を
 合わせるものがあります。

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

● 加熱్中で、メニュー番号から
　<　　　> の点໓表示や
。り࣌間の表示に変わります࢒　
 

食品をೖれる

४ 

උ
ɺௐ理໢ ࡼ֯
ϨンδҎ֎で使います。
(調理໢を使わない
メニューもあります)

ৠし෺、΢ΥーターΦーϒン、
΢Υーターάリルで使います。

ਫタンク

ϝ
χ
ỿ
ồ
બ
୒

໨తのメニュー൪߸ʹ合Θせる

食品ʹよってɺඞͣ
がりΩーをԡす্࢓
΋のがあります。

େ੾

めऑめڧ

加
熱
ऴ
ྃ

加
熱
ε
λ
ồ
τ

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

加熱

21 ページ

食品別　しっとりあたためのコπ
˔ 食品の෼ྔ΍状ଶʹ合Θせてɺදࣔઃఆ΍্࢓がりのௐઅをしてくͩさい。
 

˔ レンジ加熱ʹൺ΂て࣌間がかかります。
˔ 食品のछྨ΍ܗ状ʹよってɺ্࢓がりがมΘります。
ながらݟをࢠ༷、販品はࢢがりの調અや、加熱のԆ௕を利用してください。とくに্࢓ 
 加熱してください。
。٧の加熱はɺレンジ加熱ではઈରʹしないでくͩさい؈ ˔
 (ՐՖが出て製品をইめたり、食品の発Ԏ・発ՐのݪҼ)

ご஫ҙ

ごはん
おこΘ

中՚まん

γュウϚΠ

஡Θん蒸し

૯菜の٧؈
(さんまו焼き、
焼きとりなど)

1～2ഋ
(1ഋ1�0H)

ݸ�～1
　　�0ݸ1)
　　～80H)

ݸ�～1
　�0ݸ1)
　～120H)

ݸ�～1
(1�0Hݸ1)

؈1
(80～100H)

ݸ12～�
(1�0Hまで)

1ഋのときは
　　 (ऑめ)

大きめの中華まん
のときは(120Hݸ1)

(めڧ) 　　

のときはݸ1
　　 (ऑめ)

のときはݸ�～�
　　 (ऑめ)

   　 (ऑめ)

(めڧ) 　   

● ஡わんに入れて、֯ࡼにஔく。

● ֯ 。に高アϛをのせて、ஔくࡼ

● ֯ 。に高アϛをのせて、ஔくࡼ

● ֯ に高アϛをのせて、フタを։けたࡼ
。をஔく؈  
˞フタを։けずに加熱できますが、加熱後　
　։ける際にやけどのおそれがあるため、
　フタを։けて加熱します。

● ֯ 。にஔくࡼ
● 手作りの஡わん蒸しは、ڞブタまたは、
 ラップをして加熱する。
販の冷ଂ஡わん蒸しは、フΟϧϜ製のࢢ ●
 フタをはがさず、そのまま加熱する。

常温

冷凍

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温

冷凍

冷凍

冷凍

食 品 ෼ ྔ 状 ଶ

常温・冷ଂ

   　 (ऑめ)

がりのௐઅදࣔઃఆ্࢓ ஔきかた・コπ

˔ 手動で加熱するときは、加熱ૣݟද  あたためる  をご覧ください。
 
　

͠
ỳ
と
Γ
あ
ͨ
ͨ
め

サックリあたための
<3>にあわせた場合

ྫ

●  �� 蒸し物 ڧ で加熱します。クックϒック  6 4 ,  6 5 ページ

クックϒック  6 4 ～6 9 ページ
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● グリル΍オーブン加熱のあとはɺϑϥッτςーブルが熱くなっていますのでɺॆ෼ʹ冷めてから
 使用してくͩさい。
 ラップが༹けるおそれがあります。
● ΞルϛϗΠルを使͏ときはɺݿ಺น໘΍υΞʹ৮れないよ͏ʹする。
 ՐՖが出たり、ドアガラスがׂれることがあります。

ご஫ҙ● แ૷しているϥッϓ΍ϑタはඞͣはͣしてくͩさい。またɺΏでཛ(͏ͣらཛؚΉ)΍Ξルϛέーεɺ
 ௐຯ料ྨ΋औり出してくͩさい。
 (ՐՖが出たり、ഁ྾によるやけどやけがのおそれ)
。Թのときはɺ冷めてから使用してくͩさいߴ಺΍ϑϥッτςーブルがݿ ●
 

ご஫ҙ

コπとϙΠンτ
● 解凍する௚લまで冷凍ࣨʹೖれておいた食品を使います。
 ༹けかけているときは、  �� レンジ 2008 で࣌間を合わせて、༷ 。ながら解凍しますݟをࢠ
　加熱ૣݟද　ੜ΋のを解凍する  をご覧ください。

。きますרはΞルϛϗΠルを(のඌなͲڕ)い部෼ࡉ ●

● ૉࡐʹ合Θせて্࢓がりΩーを使います。

ബ੾り೑
ܲ೑
ͻき೑

ま͙Ζ(੺਎)
いかŋ͑ͼŋ
ڕ

かたまり೑

ૉ ࡐ

(めڧ)

(ऑめ)

がりのௐઅ্࢓

● όϥンなͲの০り΍ෑ物ɺௐຯ料なͲの খାはऔりআく。

● ৽઱なものをബく、ฏたく੔え、必ずۭ 気を抜き、ラップなどでີ෧する。

● 1ճ෼(200ʙ300H)ͣͭʹ෼͚る。
 (ްみは2DNҎ内で)

ίϯビχห౰
レンジ加熱ରԠパッέージʹೖったお弁当をあたためる 自動ྫ

ϨϯδՃ೤

ϥッϓやフタをはͣし
தԝに置く

˔ 使える容ث
˔ ֯ 。調理໢は使わない・ࡼ
�

● Ұ౓ʹ加熱できる෼ྔはɺ
　1ਓ෼300ʙ�00H。
 レンジ加熱ରԠのパッέージに
 入った常温のお弁当やどんͿり
 物。 
 

● 加熱࣌間をԆ௕するとき
 

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

● 容ثの形状、おかずのछྨ、
 ੝りͭけかたや保存状態など
 によって্࢓がりの温度が
 変わります。༷ࢠをݟながら
 加熱してください。
 

४ 

උ

<2>ʹ合Θせる

加
熱
ऴ
ྃ

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

加熱

21 ページ

食品をೖれる

০り

Ώでཛ

アϧϛ
έース

調ຯ料

औり出しておく΋の

1

2

レンジ 18 ページ

めऑめڧ

˙্खʹ解凍するための冷凍ํ๏

ղ 

ౚ

クックϒック  7 0 ,  7 1 ページ

● ໿�0ඵ後、<2>から<　　　>の
 点໓表示に変わります。
 

● ϥッϓ΍ϑタはɺはͣしてくͩさい。
　食品の蒸気(౬気)をセンサーが検知して、加熱がऴྃする
　ため、ラップやフタをしたまま加熱すると、加熱のしす͗で
　発Ԏ・発ՐのݪҼになります。
っているときはɺඞͣ১きऔってからお使い࢒಺ʹਫణがݿ ●
 くͩさい。
　(庫内が熱いときは、やけどに஫ҙ)
 水が࢒っていると、本དྷの加熱࣌間よりも௕くかかることが
 あります。

஌っておいてくͩさい஌っておいてくͩさい

AX-CA300_2nd.indd   29 16/09/14   16:15



AX-CA300

28 37

ϥッϓはしない
৯ثにはのせない

தԝに置く
ϥッϓをෑく

˔ 設定ൣғ 100ʙ�00̶まで(100̶୯Ґ)

食品ॏྔを合Θせる

食品をೖれる

レンジ加熱と蒸ؾを使った加熱です。
。Թのときはɺ使用できません。<　　　 >をදࣔしますߴ಺がݿ

ϥッϓでแんͩりɺ
かͿさらないよ͏ʹする

● 加熱࣌間をԆ௕するとき
● ご使用後は、水タンクとͭΏ受けの
 水をࣺてる。
● ώーターも使っているため、庫内
 天面が熱くなっています。
 ご஫ҙください。

21 ページ

● 使える容ث
● ֯ 。調理໢は使わない・ࡼ

がりをௐઅするときは্࢓ ˔
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

● 加熱్中で࢒り࣌間を表示します。
 

● 水を入れなくても解凍できますが、
。がりとなります্࢓めのݻ 

解 凍 18 ページ

水

。がりません্࢓୺に୺へஔくと্手にۃ ˔
　

10 ページ

ղ�ౚ
冷凍した೑(200H)を解凍する 自動ྫ

57 ページ

४ 

උ

1

2

3

加
熱
ऴ
ྃ

水Ґ�Ҏ্水

ૉࡐʹよってɺඞ্ͣ࢓がり
Ωーをԡす΋のがあります。

େ੾

ऑめ めڧ

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

加熱

ম͖ͨͯύϯ͋ͨͨΊ
ϩールパン2ݸをあたためる 自動ྫ

΢ΥーターΦーϒϯՃ೤

21 ページ

水

● 使える容ث

● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
　を֬ೝする。

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

● 加熱్中で࢒り࣌間を
 表示します。
 

 

めऑめڧ

ਫ෼を補いながらɺ;っくら߳͹しくあたためます。

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

४ 

උ

加
熱
ऴ
ྃ

1

21 ページ

10 ページ

52 ページ

食品をೖれる

ࡼ֯
௿Ξϛ
Լஈʹηッτ

水Ґ�Ҏ্水

ウォーターオーブン 18 ページ

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

加熱

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
やけどにご஫ҙください。

<�>ʹ合Θせる

● 冷凍食品をあたためる場合はɺ
 ճ転ͭまみをӈにগしճして、
　< 冷凍 >を表示させる。
 

˔ 食品の෼ྔ΍状ଶʹ合Θせてɺදࣔઃఆ΍্࢓がりのௐઅをしてくͩさい。
 
　

ϩールパン
ϐβ

ϑϥンεパン

クϩϫッサン
パΠ

�0～120H

�0～120H

�0～80H (めڧ) 　　

　　 (ऑめ)
● ް さ̐DNະຬに切り、切りޱを্に
 して、調理໢にஔきます。

常温・冷ଂ

冷凍

冷凍

パンのछྨ ෼ ྔ 状 ଶ

常温・冷ଂ

冷凍
常温・冷ଂ

がりのௐઅදࣔઃఆ্࢓ コπなͲ

˔ 手動で加熱するときは、加熱ૣݟද  あたためる  をご覧ください。
 
　

˔ ピβやιーセージ、レーζン、コーンなどが入ったパンをあたためるときは、具ࡐのछྨやྔにより
。がり具合が異なるため、加熱が଍りないときは、加熱࣌間をԆ௕してください্࢓ 
　

ί
ϯ
Ϗ
χ
ห
౰
／
ম
き
ͨ
て
ύ
ϯ
あ
ͨ
ͨ
め

クックϒック  6 4 ,  6 5 ページ
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水

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

蒸し物● 使える容ث
● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
　を֬ೝする。

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

● 加熱్中で࢒り࣌間を
 表示します。
 

 

食品の෼ྔʹよってɺ
ඞ্ͣ࢓がりΩーを
ԡす΋のがあります。

େ੾

めऑめڧ

˞食品によって
　は、௚઀֯ࡼ
　にஔく場合が
　あります。

食品をೖれる

ࡼ֯
Ξϛߴ

ϥッϓはしない

্ஈʹηッτ

水ҐΛ�ͷઢʹ߹ΘͤΔ水

食品をऔり出す

加熱

。料ɺௐ理のϙΠンτはɺクックブックをごཡくͩさいࡐ

ピーピー
　ピーピー

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

● ԡすごとに<カンタン焼き>と<カンタン蒸し>のબ୒ができます。

自動

ৠ͠෺Ճ೤

ෳ਺の食ࡐをಉ࣌ʹ蒸す

४ 

උ

加
熱
ऴ
ྃ

1

2

18 ページ

21 ページ

10 ページ

52 ページ

Χϯタϯৠ͠

● ାやフタにͭいては、঎品
 パッέージの記載௨りにします。
● ඞͣ଱熱性のฏࡼʹのせます。
୺に୺へஔくと、্手にۃ ●
。がりません্࢓ 

食品をೖれる

<�>ʹ合Θせる

தԝに置く
● 使える容ث
。調理໢は使わない・ࡼ֯ ●

食品ʹよってɺඞ্ͣ࢓
がりΩーをԡす΋のがあ
ります。

レンジ

େ੾

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● 中਎によってできあがり具合が
 異なるため、加熱が଍りない
 場合は、 �� レンジ�008 で
ながら加熱を௥加してݟをࢠ༷ 
 ください。

　　　　　 
　

● ໿�0ඵ後、<�>から<　　　>の
 点໓表示に変わります。
がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 

　　　　　 
　

食品をऔり出す

加熱

ྫྷౚ৯඼(ൢࢢ඼)
市販の冷凍パεタをあたためる (他のメニューはӈϖージࢀর) 自動ྫ

ϨϯδՃ೤

1人分の冷凍パスタや1人分がセットになった冷凍弁当などをあたためるのに便利です。
ඞͣ｢ిࢠレンジՄ｣とࡌهのあるɺ市販の冷凍食品をお使いくͩさい。

४ 

උ

1

2
加
熱
ऴ
ྃ

ご஫ҙ
˔ ϥッϓ΍ϑタをしていたりɺାごと加熱していた場合はɺ加熱ޙ΍͚Ͳʹؾを෇͚てɺ
 す͙ʹはͣします。(食品・容ثの変形のݪҼʣ
˔ 冷凍ࣨから取り出してす͙に加熱してください。また、ૼの付いているものはうまく
 あたたまらないときがあります。

ピーピー
　ピーピー

18 ページ

39 ページ

21 ページ

42 ページ

2౓ԡす

めऑめڧ

Χ
ϯ
λ
ϯ
ম
き
ɾ
Χ
ϯ
λ
ϯ
ৠ
͠

● ϥッϓをするときはɺΏとりを΋たせてܰくかͿせて
 くͩさい。
　食品の蒸気(౬気)をセンサーが検知して、加熱がऴྃする
　ため、容ثやࡼにラップをしっかりかͿせたり、ີด容ث
　などのフタをして加熱すると、加熱のしす͗で発Ԏ・発Ր・
 ಥવ෸とうのݪҼになります。
っているときはɺඞͣ১きऔってからお使い࢒಺ʹਫణがݿ ●
 くͩさい。
　(庫内が熱いときは、やけどに஫ҙ)
 水が࢒っていると、本དྷの加熱࣌間よりも௕くかかることが
 あります。

஌っておいてくͩさい஌っておいてくͩさい

AX-CA300_2nd.indd   27 16/09/14   16:15



AX-CA300

26 39

1౓ԡす

水

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水や油などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

食品をऔり出す

加熱

。料ɺௐ理のϙΠンτはɺクックブックをごཡくͩさいࡐ

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

● 加熱్中で࢒り࣌間を
 表示します。
 

 

食品の෼ྔʹよってɺ
ඞ্ͣ࢓がりΩーを
ԡす΋のがあります。

େ੾

ピーピー
　ピーピー

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

● ԡすごとに<カンタン焼き>と<カンタン蒸し>のબ୒ができます。

ウォーターグリル
● 使える容ث

● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
　を֬ೝする。

めऑめڧ

食品をೖれる

ࡼ֯
௿Ξϛ
Լஈʹηッτϥッϓはしない

Χϯタϯম͖
自動

΢ΥーターάϦϧՃ೤

ෳ਺の食ࡐをಉ࣌ʹ焼く

४ 

උ

加
熱
ऴ
ྃ

1

2

21 ページ

10 ページ

52 ページ

18 ページ

水Ґ�Ҏ্水 ෼ ྔ ϥッϓ食 品

● ブロッコリーやΧリフラϫーが入っているもの
 は、যげやすいので、 �� レンジで加熱します

弁当
(ごはん付き
またはおかずのみ)

焼きそ͹

1人分
(200～�00H)

がりのௐઅ্࢓

● গྔで加熱しす͗ると、発Ԏ・発Ր・
 ՐՖのおそれがあります。

˞

● � しっとりあたためを使うと、しっとり্࢓がり
 ます。

● 容ثの形状、おかずのछྨ、੝りͭけかたや保存
 状態などによって্࢓がりの温度が変わります。
。ながら加熱してくださいݟをࢠ༷ 

● あらかじめ、よくほ͙しておく。

● 加熱後、す͙にかきࠞͥる。

● ྆面に水をかける。

パεタ 1人分
(180～��0H)

1人分
(200～�00H)

˞ ー

˞ ー

オϜϥΠε 1人分
(200～�00H) ˞ ー

ကの۩ 1人分
(100～200H) ˞ ー

野菜
ཬいも・か΅ちΌ
ϛックスϕジタブϧ

ݸ12～�
(1�0Hまで)

100～�00H
100～�00H

ー

ϐϥϑ
νϟーϋン 200～��0H ー

γュウϚΠ ー

(めڧ)

˞ はɺパッέージのࡌه௨りʹしてくͩさい
　 はɺϥッϓをします

ඞͣ଱熱性のฏࡼʹのせます。

コπなͲ

˔ 中華まんは、 � しっとりあたため　　　　  または、 �� レンジ　　　　 で加熱してください。

ାやラップを取りআいて加熱するもの(グラタンやお޷み焼きなど)や、水を加えてフタを։けて
加熱するタイプの食品は、うまく্࢓がりません。

ஔきかた、出力(8)、加熱࣌間などパッέージの記載内容をお読みになり、 �� レンジで加熱してください。

 ��冷凍食品(市販品)で͏まくあたためられない食品

● ্表に記載のない食品にͭいては、 � 冷凍食品(市販品)を使ったあたためはおすすめできません。

(めڧ)

34 ページ

 � 冷凍食品(市販品)であたためられる食品とコπ

ཛ(֪෇きཛ・Ώでཛ・おでんのཛ・
͏ͣらཛなͲ)を加熱しない

ʲരൃ͠ɺେมݥةʳ

ࠂ ܯ

● 下表に記載している食品は、分ྔやコπを参考にしてあたためてください。
　ただし、メーΧーや中਎のࡐ料、保存状態などにより্࢓がりが異なることがあります。

あんのೖった΋の(あんまんɺࠓ઒焼きなͲ)ɺパンɺਫ෼のগない΋のɺ
গྔの΋の(弁当用おかͣなͲ)ʹは使ΘないʲൃԎɾൃՐͷݪҼʳࠂ ܯ

ご஫ҙ

42 ページ

42 ページ34 ページ

ྫྷ
ౚ
৯
඼(

ࢢ
ൢ
඼
Ờ
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自動

�ഋのときは
(めڧ)  　　

෼ ྔ 状 ଶ ϥッϓ コ π食 品

。めのときは、水を振りかけるݻ ●

● 2～�DNްさで、ラップにแんで
 ฏらに冷凍したものを使う。
 ラップをしたまま
 必ずࡼにのせる。

● ྆面に水を振りかける。

、にΩッνンペーパーや天ぷらෑ紙をෑきࡼ ●
 ॏならないようにฒべる。
● いかは、はじけるので  �� レンジ2008で
 ͻかえめに加熱する。

ݸ2～1
(1�0H～100ݸ1)

100～�00H

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

冷凍

冷凍

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

常温・冷ଂ

ごはん

γュウϚΠ

ϋンόーグ

ఱ΀ら

1～�ഋ
(1ഋ1�0H)

常温・冷ଂ1～2ഋ
(1ഋ1�0N-)

(ऑめ)

(めڧ)

がりのௐઅ্࢓

ϐϥϑ 100～�00H 
常温・冷ଂ焼きとり 2～�本(1�0H )

● 加熱後、ࠞͥる。

焼きそ͹ 100～200H ● パサͭいているときは、サラμ油かバター
 をগしࠞͥる。加熱後、ࠞͥる。

冷凍ごはん

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

(N-�DD)

(めڧ)

(めڧ)

● 冷凍のときは、ઙい容ثに入れる。࢒り࣌間
 が出ると取り出してかきࠞͥ、εターτ  を
 ԡして加熱する。

100～�00H

200～�00Hカレー・γνュー

ࣽ物 ● ࣽ魚など਎がはじけるおそれのあるものは
 ラップをする。

஫˞

஫˞

஫˞
みそो

● 　　　はϥッϓをします。
● ϥッϓをする΋の　 � 冷凍ごはん、蒸し物などしっとり্࢓げたい食品。
● ϥッϓをしない΋の � ごはんもの(常温・冷ଂ)、༲げ物、ᖱめ物など余分な
 水分をඈばし͗みにしたい食品。

ラップ

(ऑめ)

(めڧ)

ӷ状の΋のɺとΖみのある΋のは加熱中΍加熱ޙʹಥવ෸と͏(ಥ෸)して
ඈͼࢄることがあるのでɺऔり出すࡍは΍͚Ͳʹ஫ҙする

্表の  　　  の食品は加熱前・加熱後にかきࠞͥてください。஫˞

ݸ12～�
(1�0Hまで)

ݸ�～1
(�0Hݸ1)

あんまん・パン・焼きい΋ɺਫ෼の
গない΋のɺগྔの΋のʹは使Θない

ʲൃԎɾൃՐͷݪҼʳ

ࠂ ܯ

食品別　自動あたためのコπ

ࠂ ܯ

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に
。上がりΩーをԡす࢓ 
 

● 加熱్中で࢒り࣌間を
 表示します。
 

めڧ

ऑめ
めにしたいときݻ・

・ॊらかめにしたいとき

ૉࡐʹよってɺඞͣ
がりΩーをԡす্࢓
΋のがあります。

େ੾

˔ ͭ Ώड͚がɺカϥであること
 を֬ೝする。

食品をೖれる

ࡼ֯
Ξϛߴ

ϥッϓはしない

্ஈʹηッτ

水ҐΛ�ͷઢʹ߹ΘͤΔ水

ৠ͠໺ࡊ
ブϩッコリーを蒸す ྫ

ৠ͠෺Ճ೤

४ 

උ

加
熱
ऴ
ྃ

1

2
加熱

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

21 ページ

10 ページ

52 ページ

<�>ʹ合Θせる

41 ページ

100～1�0H

38 ページ

42 ページ

クックϒック

● 食品の状態、分ྔに合わせて্࢓がりの調અをしてください。
。販の冷凍食品のあたためは、� 冷凍食品(市販品)　　　　 をご覧くださいࢢ 
● ࣌間や8数を合わせて加熱するときは、�� レンジ　　　　 、加熱ૣݟද  あたためる  を
 ご覧ください。

水

 6 4 ～6 9 ページ

Ϩ
ϯ
δ
あ
ͨ
ͨ
め
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食品をೖれる
୺に୺へஔくと্手にۃ ●
。がりません্࢓ 

食品をऔり出す

加熱

ピーピー
　ピーピー

தԝに置く

がりをௐઅするときは্࢓ ●
 スタート後�0ඵҎ内に࢓上がり
 Ωーをԡす。
 

● 点໓表示はਐߦ状態を示します。
 (�ͭ点౮するとऴྃ間近ʣ

り࣌間࢒、の場合は(めڧ) 　　　 ●
 を表示します。

● 使える容ث
 ີดしたままの容ثやାは使わ
 ない。
。調理໢は使わない・ࡼ֯ ●

● ྔがଟいときは、2ͭに分けて、
 中ԝにஔきます。
● ラップをするものにͭいて

食品の状ଶʹ合Θせてɺ
ඞ্ͣ࢓がりΩーをԡす
΋のがあります。

レンジ

େ੾

● 加熱్中でࠞͥるときは、
 ドアを։けると一࣌ఀ止します。
スタートは、ドアをดめて࠶ 
  εターτ をԡします。
● 加熱్中でやめるときは、
  とり͚し をԡします。
 (ॳ期ը面に໭ります)
● 加熱࣌間をԆ௕するとき

　　　　　 
　

・͵るめにする
　とき
・ྔがগないとき

・あͭめに
　するとき

めऑめڧ

ҿみ物の加熱ではɺ෸と͏するのでઈରʹ使Θない。
� 牛乳・酒で加熱します。

● ϥッϓをするときはɺΏとりを΋たせてܰくかͿせɺ
　ີด༰ثなͲのϑタはɺはͣしてくͩさい。
　食品の蒸気(౬気)をセンサーが検知して、加熱がऴྃする
　ため、容ثやࡼにラップをしっかりかͿせたり、ີด容ث
　などのフタをして加熱すると、加熱のしす͗で発Ԏ・発Ր・
　ಥવ෸とう(ो物など)のݪҼになります。
っているときはɺඞͣ১きऔってから࢒಺ʹਫణがݿ ●
 お使いくͩさい。
　(庫内が熱いときは、やけどに஫ҙ)
 水が࢒っていると、本དྷの加熱࣌間よりも௕くかかること
 があります。

஌っておいてくͩさい

ཛ(֪෇きཛ・Ώでཛ・おでんのཛ・
͏ͣらཛなͲ)を加熱しない

ʲരൃ͠ɺେมݥةʳ

ࠂ ܯ
Ϩϯδ͋ͨͨΊ

ごはん(ৗԹ・冷ଂ)をあたためる　(他のメニューはӈϖージࢀর) 自動

18 ページ

25 ページ

31 ページ

25 ページ

21 ページ

ご஫ҙ

४ 

උ

加
熱
ऴ
ྃ

1

ྫ

ϨϯδՃ೤

˔ ଠいࠜには、ेࣈの切りࠐみを入れる。
 ˞ௐ理໢ʹのせʹくい場合΍食品がఱ໘ʹ当たる
 　場合はɺ֯ࡼʹ௚઀のせます。
˔ 加熱後、アク抜きと৭止めのためにす͙水に取る。

΄͏れん૲・খদ菜　

ૉࡐʹ合Θせて্࢓がりΩーを使います

˔ খ๪に分ける。
ブϩッコリー

˔ ࠜ 。のかたいൽを取るݩ
˔ ॏならないようにฒべる。

ΞεパϥΨε

˔ �～�DN֯に切る。
˔ ॏならないようにฒべる。

か΅ͪΌ

ૉࡐとコπ がりのௐઅ্࢓

˔ 1DNްさにする。
˔ ॏならないようにฒべる。

ʹん͡ん・ご΅͏

　˞গྔのࠜ菜(100Hະຬ)をレンジ加熱するとɺՐՖが出たりɺ食品がযげたりしてɺ故障のݪҼʹ
　　なります。大きめの容ثに野菜がਁる͙らいの水を入れて、ラップをして加熱してください。　　
　　ྫ：にんじん�0H(水2�N-)のとき、໿2分10ඵ　　

(ऑめ)

(めڧ)

˔ ̍ ౓ʹできる෼ྔはɺ100ʙ�00̶まで。
˔ ֯ 。料をฒ΂ますࡐΞϛをのせɺߴʹࡼ
。料のେきさはɺそΖ͑ますࡐ ˔
 切りかたが下表と異なる場合は、 �� 蒸し物 ڧ で、༷ࢠをݟながら加熱してください。
˔ ૉࡐʹよってɺඞ্ͣ࢓がりΩーをԡす΋のがあります。
˔ গྔのとき΍͙ٸときはɺ �� レンジ �008 ʹ合Θせɺ࣌間を合Θせて加熱します。
 下表Ҏ外の野菜(じΌがいも、大ࠜなど)を蒸す場合は、加熱ૣݟද  蒸す・Ώでる  を
 ご覧ください。

● ҎԼの食品でɺ あたため  を使Θないでくͩさい。(加熱のしす͗で、発Ԏ・発Րのおそれ)
 ・水分のগないもの(ׯもの・落Ֆ生など)・乾燥したもの・パセリ・はじけやすい食ࡐの入った
 　もの(いかなど)・੨じそなどの乾燥は、 �� レンジ 2008で༷ࢠをݟながら加熱します。
● ϥッϓをしていた場合はɺ加熱ޙɺ΍͚Ͳʹؾを෇͚てɺす͙ʹはͣします。
 (食品・容ثの変形のݪҼ)
をஔいたりɺثԹで使用したあとのϑϥッτςーブルʹɺϓϥενックなͲ熱ʹऑい༰ߴ ●
 ϥッϓをෑかないでくͩさい。

コπとϙΠンτ

ৠ
͠
໺
ࡊ

クックϒック  7 0 ,  7 1 ページ
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˔ フラットςーブϧが熱くなっています。
 熱ʹऑい༰ثをஔくと༹͚たりɺมܗすることがあります。
。Թ >表示は、庫内が冷めるとফえますߴ > ˔
  蒸気ਧき出しޱ付近に、നい物が付ணすることがありますが
  水にؚまれるϛネラϧ分の作用で、Ӵ生্問୊ありません。

˔ 庫内が冷めたあと、ॳ期ը面の状態で、Կも操作しない
 まま์ஔすると、自動的に電源が切れます。

。をۙ෇͚てυΞを։͚ないでくͩさいإ
蒸ؾで΍͚Ͳします。

˔ 製品内部を冷やすため、フΝンのճ転音がします。
 (�分ఔ度)

。Թのときはɺ࣍の加熱は使用できませんߴ಺がݿ ˔
  解凍 ・���発酵…දࣔ部ʹ<　　　 >をදࣔしɺお஌らせԻが໐ります。

いたס಺が冷めてからɺݿ
;きんでਫణなͲを;きऔる

υΞをดめる

加熱中΍加熱ޙし͹らくは
಺・υΞʹ৮らないݿ

ʲ΍けͲͷݪҼʳ
઀৮ې止

஫ ҙ

(   　　　　　　　　　　　　　　　　)

˔ ͭ Ώड͚ʹཷまったਫが熱い
 場合があります。௚઀ਫʹ৮
 れないでくͩさい。
˔ 水をࣺてたあとは、す͙にͭ
 Ώ受けをセットしておきます。

˔ ී ஈは水タンクをΧラに 
 しておきましΐう。
˔ レンジ加熱など、水を使わない
 加熱をするときは、水タンクは
 はずしていてもかまいません。

加熱ऴྃޙɺυΞをগし։͚てɺ蒸ؾを֎ʹಀがす
ピーピー
　ピーピー

ྫྷめてから

ਫฏʹࠩしࠐΉਫをࣺてる྆୺を࣋ͪɺ
खલʹҾき出す

つΏ受け

4

ਫタンクのϑタをはͣしてɺ
っているਫをࣺてる࢒

10ඵఔ౓してからɺͭΏड͚のਫをࣺてɺ
ͼηッτする࠶

5

6

7

8

ご஫ҙ 57 ページ

21 ページ

● ӈにճした場合

 �008 　  �008

 10008　   2008

<2�>ʹ合Θせる

出ྗ(8)を合Θせる

食品をೖれる

● 設定ൣғ
 10008 … 3෼まで
 �008 …… 1�෼まで 
 �008…… 30෼まで
 2008…… ��෼まで
　● �分まで10ඵ୯Ґ
　● 10分まで�0ඵ୯Ґ
　● �0分まで1分୯Ґ
　● ��分まで�分୯Ґ
　(10008は1分まで�ඵ୯Ґ
　2008は10分まで�0ඵ୯Ґ)

● 加熱࣌間をԆ௕するとき
˞10008で加熱したあと、
 < Ԇ長できます >で加熱を௥加する
 と、ա加熱を防͙ため、出力を
 下げて加熱します。

加熱をଓけておこなうと、10008
加熱のときに<ऑ>を表示することが
あります。(製品を保ޢするために
�008加熱となります)

● 使える容ث  レンジ
● ֯ 。調理໢は使わない・ࡼ

● ラップの有ແや目҆࣌間などにͭい
 ては、加熱ૣݟදをご覧ください。

● 冷凍食品の場合は、必ず଱熱性の
　容ث、またはࡼにのせますが、ࢢ
 販の冷凍食品は、パッέージに記
 載されている内容に合わせてくだ
 さい。

● 加熱్中で  ख動ઃఆ  をԡすと、
 出力の確ೝができます。

ஔきかた、出力(8)、加熱࣌間は
記載内容に合わせる。

࣌間を合Θせる

Ϩϯδ
ख動ྫ

४ 

උ

1

2

3

4

加
熱
ऴ
ྃ

ཛ(֪෇きཛ・Ώでཛ・おでんのཛ・
͏ͣらཛなͲ)を加熱しない

ʲരൃ͠ɺେมݥةʳ

ࠂ ܯ

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

加熱

18 ページ

21 ページ

焼きおʹぎりを加熱する　出ྗɿ�008　࣌間ɿ�෼のとき

Χ
ϥ
ম
き
Λ
͢
る

クックϒック  6 4 ～7 1 ページ
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˔ 加熱中・加熱ޙは
 高温のため庫内นが๲張するときに｢ϙン｣と໐ることがあります。冷めるときも໐ることがあります。

ຊମがかなり熱くなっています。ご஫ҙくͩさい。

υΞを։͚てɺดめる　(電源が入り、ॳ期ը面<　 >が表示されます)
˔ 庫内にはԿも入れません。

なͥカϥ焼きがඞཁ？  ݿ಺ʹ෇ணしている༉を焼き੾ります。

Χラ焼きをしなくても調理できますが、庫内が高温になるとഉ気ޱからԎやにおいが出ます。
そのため、調理前にΧラ焼きをしてԎやにおいを出しておきます。Կ度か調理をおこなったあとでも
Ԏやにおいが気になるときは、�� ݿ಺クリーン の操作をしてください。

り࣌間を表示࢒

カϥ焼きの
<3�>ʹ合Θせる

水

େ੾

1

2

3

·ͣɺؾ׵Λྑ͘͠·͠ΐ͏
ඞͣ部԰の૭をશ։ʹするかɺؾ׵ઔをճす
Ԏやにおいにහ感なখௗなどは、ผの部԰にҠしておきましΐう。

ͭΏड͚をηッτする

ਫタンクʹਫҐ1Ҏ্のਫをೖれてຊମʹηッτする
水Ґ2を௒えて入れると、こ΅れやすくなります。

加熱 次ページにͭͮく

(所ཁ時間：20෼ఔ౓)

Χϥম͖Λ͢Δ
ごߪೖޙɺॳめてお使いʹなるときʹ

४ 

උ

1

2

3

51 ページ

10 ページ

● ॳめ、<1�෼00ඵ>を表示
● 設定ൣғ
 蒸し物  30…ڧ෼まで
 蒸し物  ऑ…��෼まで
　● 1�分まで�0ඵ୯Ґ
　● ��分まで1分୯Ґ

࣌間を合Θせる

食品をೖれる

<2�>と<ڧ>ʹ合Θせる

● 使える容ث  蒸し物
● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
 を֬ೝする。
● メニューによっては、調理໢
 を使います。下ஈで加熱した
 り、調理໢の高さを間ҧえる
 とうまく্࢓がりません。
 詳細は、クックブックを
 参考にしてください。

加熱

ࡼ֯
্ஈʹηッτ

水ҐΛ�ͷઢʹ߹ΘͤΔ水

水ৠ͠෺
ख動ྫ

४ 

උ

1

2

3

加
熱
ऴ
ྃ

食品をऔり出す

ピーピー
　ピーピー

加熱

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

21 ページ

10 ページ

52 ページ

18 ページ

しっかり
Ԟまで
ԡしࠐΉ

あさりの酒蒸しをする　蒸し物  ڧ 　加熱࣌間 � 12෼のとき

<ऑ>にするときは、
ӈにগしճす。

Ϩ
ϯ
δ
／
ৠ
͠
෺
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加熱ऴྃ後、1分Ҏ内にԆ௕したい࣌間を
合わせて  εターτ  をԡす。

< Ԇ長できます >表示がফえた場合は、
 ख動ઃఆ  をԡし、加熱のछྨ、࣌間
(温度)を合わせて  εターτ  をԡします。

 とり͚し  をԡして、ॳ期ը面にしてから
次の加熱設定をする。

食品を取り出したあと、次の�ͭの৚݅がそΖうと、自動的に電源が切れます。
電源が切れるまでの࣌間は、庫内温度によって1～�0分ఔ度と異なります。

ྫ  30ඵԆ長するとき

Ұ೔ʹ�౓͸ɺ水タϯΫɾͭΏडけͷ͓खೖΕとຊମͷ水ൈ͖ɹɹɹɹ�Λ͠·͠ΐ͏

υΞを։͚てɺ
৯඼ΛऔΓग़͢

˔ 加熱ޙはɺ੡品಺部を冷΍すためʹɺϑΝンが࠷େ10෼ఔ౓ճసします。
 ੡品保ޢのためʹɺϑΝンのճస中はɺなる΂くిݯϓϥグをൈかないでくͩさい。

Ճ೤࣌ؒΛԆ௕͢Δと͖
(加熱が଍りないとき)

ผͷՃ೤Λ͢Δと͖

υΞがดまっている1
ॳ期ը໘をදࣔしている2

3
(ॳ期ը面は  とり͚し  をԡすと表示します) 

Թ >をදࣔしていないߴ >

ピーピー
　ピーピー

(加熱のछྨを表示)

Թ >表示ߴ > ●
 庫内が高温である
　ことを、お知らせ
　しています。
 やけどにご஫ҙく
　ださい。

加
熱
ऴ
ྃ

ଓ
͚
ͯ
加
熱
Λ
͢
Δ
ͱ
͖

49 ページ

ి
ݯ
Φ
ồ
τ
Φ
ϑ
ػ
ೳ

ి
ݯ
Λ
੾
Δ

ご஫ҙ

● ॳめ、<1�0ˆ>を表示
● 設定ൣғ
 100ʙ2�0ˆまで(10℃୯Ґ)

庫内にԿも入れない
˞ϝχϡーによって
　付ଐ඼を入れる
　場合があります。 ●  ༧熱ʹͭいて  

 よくあるご࣭問

水͸ೖΕ·ͤΜ

΢ΥーターΦーϒンとして
使うときは、
水Ґ�Ҏ্ਫを入れます。

༧熱がྃ׬すると

ピッピッ
ピッピッピッ

● ドアを։けなければ、໿20分間、保温状態を保ちます。
˞໿20෼を過ぎるとॳ期ը໘ʹなりɺૢ࡞　  から
　΍り௚すඞཁがあります。

1

༧熱

ウォーターオーブン・オーブン
● 使える容ث

● ͭ Ώड͚がɺカϥである
 ことを֬ೝする。

༧熱をして焼くとき

΢ΥーターΦーϒϯɹɾΦーϒϯ
ྫ

オーブンとして使͏ときのઆ໌です。

४ 

උ

1

2

3
加
熱
ऴ
ྃ

Թ౓を合Θせる

18 ページ

60 ページ

● 加熱ऴྃ後、Կも操作しないと、
 1分おきに�ճ、取り出し๨れ
 お知らせ音(ピピピ)が໐ります。

ϩールパンを焼く   �� オーブン 　　 あり Թ౓ɿ1�0ˆ 加熱࣌間ɿ23෼のとき

<30>と< ༧熱 >ʹ合Θせる

　　 の表示は、ճ転ͭまみを
、ӈにগしճすと点いたりࠨ
ফえたりします。

● ༧熱中、点໓表示でਐߦ状態を表示。
 (�ͭ点౮すると༧熱ྃ׬間近)
● ༧熱中に温度を変ߋするときは、ख動ઃఆ  をԡし、温度表示に
 なってから、Թ౓Ωー　　　　  をԡします。

ి
ݯ
Λ
ೖ
Ε
る
ɾ
੾
る

水

΢ΥーターΦーϒンとして
使うときは、
<2�>に合Θせます。
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つΏ受けは、いつも
セットしておきます。

(水がཷまっていれば、ࣺてる)

食品をೖれてɺυΞをดめ
Ճ೤ΛબΜͰɺスターτ͢Δ

加熱

● ドアをดめると、1分後、
 自動的に電源が切れます。

ॳ期ը面を表示
ΈࠐϓϥάΛࠩ͠ݯి
υアΛ։けͯɺดΊΔ

ͭΏ受けの ෇͚かた・はͣしかた

ਫಓから出した৽しいਫをɺお使いくͩさい。
ড়水ثの水、アϧΧリイオン水、ϛネラϧウォーター、Ҫށ水などは、
Χビやەࡶがൟ৩しやすくなります。水ಓ水を使った場合にൺべ、よりこま
めなお手入れが必要です。また、水ಓ水Ҏ外の水は、水タンク内の水ྔが正
しく検知されない場合があります。(<ਫ補څ>の表示が出る場合があります)

水タϯΫͷ४උ2

ͭΏडけͷ֬ೝ1

औΓग़͢ 水ΛೖΕΔ ηοτ͢Δ

● 加熱中にドアを։けると一࣌ఀ止し、ドアをดめて  εターτ  をԡすと、加熱が࠶։します。
 ୠし、加熱のछྨやタイϛングによっては、一࣌ఀ止すると্࢓がりがѱくなる場合があります。
● 加熱్中でやめるときは、 とり͚し  をԡします。(ॳ期ը面に໭ります)

能ػオーτオϑݯి
ࠩす

しっかり
Ԟまで
ԡしࠐΉ

水Ґ2を௒えて入れると
こ΅れやすくなります。

ΛೖΕΔɾ੾Δݯి
(能ػオーτオϑݯి)を੾るまでݯのిޙをೖれるʙ加熱ऴྃݯి

ి
ݯ
Λ
ೖ
Ε
Δ

Λ
࢖
͏
加
熱
ͷ
ͱ
͖
ͷ
४
උ

加
熱
ઃ
ఆ
ɾ
ε
λ
ồ
τ

水

21 ページ

10 ページ

食品をऔり出す

● ॳめ、<1�෼00ඵ>を表示
● 設定ൣғ
 ��෼まで
　● �0分まで1分୯Ґ
　● ��分まで�分୯Ґ

● 庫内温度が下がるので、
　ドアの։ดはすばやくする。
● ֯ は下ஈにセットするのがࡼ
 基本です。

࣌間を合Θせる

加熱

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水や油などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

食品をೖれて
υΞをดめる

● ࣨ Թ΍食品の෼ྔ・ܗ・加熱લのԹ౓ɺిిݯѹʹよりɺ্࢓がりがҟなります。
● 市販のຊ΍Ψεオーブンɺ他のిؾオーブンのレγϐで࡞るときはɺクックブックの
。ながら加熱してくͩさいݟをࢠ༷ʹߟࢀメニューの加熱࣌間・Թ౓΍෇ଐ品をࣅྨ 
メニューがない場合やଓけて焼くときも加熱࣌間をͻかえめにして、 ༧熱をして焼くとき  のࣅྨ) 
 操作をおすすめしますʣࢢ販の本などの温度や加熱࣌間では、うまく্࢓がらないことがあります。
● ༧熱ʹかかる࣌間はɺࣨԹ΍෇ଐ品の有ແなͲʹよりҟなります。
(௕くかかりますׯ大20分ఔ度。ウォーターオーブンの場合は、オーブンよりए࠷) 

ࡼ֯
Լஈʹηッτ

● 加熱中に温度を変ߋするとき
 は、ख動ઃఆ をԡし、温度
　表示になってから、Թ౓Ωー
　　　　  　をԡします。

ピーピー
　ピーピー

クックブックをߟࢀʹメニューʹ合った෇ଐ品と食品をೖれる
(は下ஈにセットするのが基本ですࡼ֯)
　

　

<2�>ウォーターオーブン ɺまたは<30>オーブンʹ合Θせɺ(　　   は表示しない)
  ख動ઃఆ  をԡす

Թ౓を合Θせ                ɺ ख動ઃఆ  をԡしɺ࣌間を合Θせ　　　　 ɺ εターτ  をԡす

　

1

2

༧熱をしないで焼くとき

ख動

加
熱
ऴ
ྃ

4

5

6

ご஫ҙ

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

21 ページ

10 ページ

52 ページ

४ 

උ

΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
Φ
ồ
ϒ
ϯ
ɾ
Φ
ồ
ϒ
ϯ

つΏ受け

次ページにͭͮく

ご஫ҙ
● Ճ೤スタート時は、フΝンがճసする場合と
 しない場合がありますが、故障Ͱはありません。
 

または
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加熱の
छྨ

Ξルϛ・εςンレε・ϗーϩーなͲの金ଐ༰ثɺ
ΞルϛϗΠル

଱熱1�0ˆະຬのϓϥενック༰ث
(発๐トレーなど)

●ՐՖが出て製品をইめるので使えませんが、アϧϛϗイϧは、
　本書で記載している使いかたであれば、使えます。
　(ञのかん・解凍など)

●変形したり、যげたりします。
●༹けたり、発Րすることがあります。

●変形したり、যげたりします。
●༹けたり、発Րすることがあります。

●スνローϧ・ϙリエνレン・メラϛン(༮ࣇ用食ث)・フΣϊーϧ・
　Ϣリアなどは電波で変࣭するので使えません。

ϓϥενック༰ثɺϥッϓ

Ϩ
ϯ
δ
ɾ
ղ
ౚ

ৠ
͠
෺
ɾ
ൃ
߬

଱熱1�0ˆະຬのϓϥενック༰ث
(発๐トレーなど)

使͑ͳい༰ث
ɹ使͑·ͤΜ

アϧϛϗイϧ

ラップ

γリコン༰ث
ウォーターグリル・グリルでは使͑ません。　

●ృりがはげたり、ͻͼׂ
　れたり、೩えたりします。

ث࣫

Խガラス・Χットڧ
グラス・クリスタϧ
ガラスなどもؚΉ
　

●次のものは、本書で記載
　している使いかたであれ
　ば使えます。
　ɾ஛۲
　ɾ天ぷらෑ紙
　ɾΩッνンペーパー
ɹɾ଱熱加޻されている
　　オーブン用クッΩング
　　γートやེࢎ紙
　　(パッέージに記載の
　　଱熱温度をお読みに
　　なりお使いください)

　˞庫内น面に઀触させな
　　いようにしてください。
　　যげることがあります。

஛・໦・ࢴ੡品

଱熱性のない
Ψϥε༰ث

Φ
ồ
ϒ
ϯ
ɾ
΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
Φ
ồ
ϒ
ϯ
ɾ

ά
Ϧ
ϧ
ɾ
΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
ά
Ϧ
ϧ

水

ྫ の੾り਎を焼く　 �� ウォーターグリル ༧熱 なし 加熱࣌間ɿ22෼のときڕ

● ॳめ、<1�෼00ඵ>を表示
● 設定ൣғ
 3�෼まで
　● 1�分まで�0ඵ୯Ґ
　● ��分まで1分୯Ґ

水Ґ�Ҏ্水

● 使える容ث

は下ஈにセットするのがࡼ֯ ●
 基本です。

άリルとして使うときは、
ਫを使いません。

άリルとして使うときは、
<31>に合Θせます。 

食品をೖれる

ࡼ֯
௿Ξϛ
Լஈʹηッτ

༧熱をしないで焼くとき

ウォーターグリルとして使͏ときのઆ໌です。

४ 

උ

1

2

使
͑
る
༰
ث
ɾ
使
͑
ͳ
い
༰
ث

΢ΥーターάϦϧɹɾάϦϧ

<2�>ʹ合Θせる

　　 は表示させません。
ճ転ͭまみをࠨӈにগしճすと
　　 の表示が点いたり、ফえたりします。

࣌間を合Θせる

ウォーターグリル・グリル
18 ページ

●  ༧熱ʹͭいて  
 よくあるご࣭問

● ͭ Ώड͚がɺカϥである
 ことを֬ೝする。

60 ページ

AX-CA300_2nd.indd   19 16/09/14   16:15



AX-CA300

18 47
いئɺまたは੡଄メーカーʹお問い合Θせくͩさい。おݩの販ചثをご使用ʹなる場合はɺ༰ثҎ֎の༰ه্

●ただし、ٸ熱・ٸ冷する
　とׂれることがあります。

●ただし、ٸ熱・ٸ冷する
　とׂれることがあります。

ɹ使͑·͢加熱の
छྨ

଱熱性Ψϥε༰ث

●レンジ加熱の場合、
　৭ֆやͻͼ、金・ۜ໛
 ༷のあるثはইめたり、
　ՐՖが出るので使えま
　せん。

଱熱1�0ˆҎ্のϓϥενック༰ث・ϥッϓɺ
γリコン༰ث

●ただし、࠭౶や油分のଟい料理は高温になり、変形したり、༹けたり
　するため使えません。
●電ࢠレンジ加熱用の表示のあるものをお使いください。
●容ثやࡼにラップをするときは、Ώとりをもたせて軽くかͿせて
　ください。

ラップ

自動加熱の あたため でɺີด༰ثなͲを使用するときはɺ
ϑタをはͣしてくͩさい。
��ϑタをして加熱をするとɺηンサーが蒸ؾ(౬ؾ)を検஌
  できͣʹ加熱のしすぎで発Ԏ・発Ր・ಥવ෸と͏(ो物
  なͲ)のݪҼとなります。

熱ʹऑいϑタはɺはͣして加熱する

େ੾

アϧϛϗイϧ

●ただし、取っ手がプラスνックのものは、༹けるため使えません。

γリコン༰ث　ウォーターグリル・グリルでは使͑ません。
●設定するオーブン温度よりも�0℃Ҏ্଱熱温度の
 高いγリコン容ثをお使いください。
　(設定温度200℃の場合、଱熱温度2�0℃Ҏ্の容ث)
　庫内天面付近やフラットςーブϧは、設定温度より高温になるため、
　容ثの形状によっては変形することがあります。
 フラットςーブϧに௚઀ஔかないでください。　

Ξルϛ・εςンレε・ϗーϩーなͲの金ଐ༰ثɺ
ΞルϛϗΠル

Ϩ
ϯ
δ
ɾ
ղ
ౚ

ৠ
͠
෺
ɾ
ൃ
߬

Ξルϛ・εςンレε・ϗーϩーなͲの金ଐ༰ثɺ
ΞルϛϗΠル

アϧϛϗイϧ

଱熱1�0ˆҎ্のϓϥενック༰ث・ϥッϓɺ
γリコン༰ث

ラップ

●ただし、ラップで食品をแΉと
　あたたまりにくくなります。
●容ثやࡼにラップをするときは、Ώとりをもたせて軽くかͿせて
　ください。

Φ
ồ
ϒ
ϯ
ɾ
΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
Φ
ồ
ϒ
ϯ
ɾ

ά
Ϧ
ϧ
ɾ
΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
ά
Ϧ
ϧ

使͑Δ༰ث

ಃثɺ࣓ث

食品をऔり出す

加熱

ページ

Թʹなるためɺ௚઀खで৮れないߴ
。に水や油などがཷまることがありますࡼ֯
やけどにご஫ҙください。

ピーピー
　ピーピー

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

21 ページ

10 ページ

52 ページ

಺ʹはԿ΋ೖれませんݿ

　

食品をݿ಺ʹೖれて
υΞをดめる

　(庫内温度が下がるので、ドアの։ดはすばやくしてください。
(は下ஈにセットするのが基本ですࡼ֯
　

༧熱がྃ׬すると

　

࣌間を合Θせɺ εターτ  をԡす

　

<2�>と<　　  >ウォーターグリルɺまたは<31>と<　　  > グリルʹ合Θせɺ
  εターτ  をԡす

　

または

༧熱

ピッピッ
ピッピッピッ

● ༧熱にかかる࣌間は、ࣨ温や付属品の
 有ແなどにより異なります。
大20分ఔ度。ウォーターグリϧの࠷) 
 場合は、グリϧよりएׯ௕くなります)
● ༧熱ྃ׬後に、ドアを։けなければ、
 ໿20分間、保温状態を保ちます。
˞໿20分をա͗るとॳ期ը面になり、

　操作　　からやり௚す必要があります。1

3

加
熱
ऴ
ྃ

༧熱をして焼くとき

४ 

උ

༧
熱
׬
ྃ

1

2

3

ख動

΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
ά
Ϧ
ϧ
ɾ
ά
Ϧ
ϧ

AX-CA300_2nd.indd   18 16/09/14   16:15



AX-CA300

48 17
Χ

レ
ー

ՐՖが出て、製品をইめたり、付属品がഁଛする
ことがあります。

ಛघな加熱ํ๏でアϧϛϗイϧなどを使用する
ことがありますが、本書の記載௨りにお使い
ください。

ௐ理໢・金ଐྨはɺ・ࡼ֯
ઈରʹ使用しない

をしながらௐ理するؾ׵
熱気や蒸気がたくさん出ます。

গྔの加熱(100HҎ下)は、ՐՖが出たり食品が
যげたり೩えたりして、故障のݪҼになります。

খさく੾ったࠜ菜なͲのগྔ加熱はɺ
ඞͣਁる͙らいのਫをೖれる

付属品は、｢加熱のछྨとしくみ｣　　　　　　  
または、クックブックを参考にしてください。
容ثは、｢使͑る༰ث・使͑ない༰ث｣　　　　
を参考にしてください。
容ثの大きさは、食品を入れて8分目͙らいになる
ものを目҆にしてください。

෇ଐ品・༰ثはɺ加熱・食品の෼ྔʹ
合った΋のを使͏

熱や蒸気が外にಀげてしまい、うまく্࢓がり
ません。
● 加熱状態の確ೝは、加熱ऴྃ間際にすばやく
 おこないます。
● 自動加熱の్中で։けた場合は、クックブックの
 ｢ख動でするときは� ｣を参考に、手動加熱で
。ながら加熱してくださいݟをࢠ༷ 

加熱中のυΞの։ดはɺ
なる΂くしない

アϧϛなど金属製の容ثでは、
ՐՖが出て製品をইめます。

˞レトϧト食品や٧؈は、
　自動メニュー  ��  レτルτカレーˍごはん や
　��  蒸し物 ڧ でそのまま加熱することができます。
   詳しくは、クックブックのʮ加熱早ݟ表ʯを
　ご覧ください。

レτルτ食品΍٧؈はɺ༰ثʹ
Ҡしସ͑る

レンジ加熱のとき(ి೾加熱) す΂ての加熱ʹおいて

14 ページ

市販のຊ΍ɺΨεオーブン・他の
るときはɺ࡞オーブンのレγϐでؾి
ながらௐ理するݟをࢠ༷
クックブックのྨࣅメニューを参考に、༷ࢠを
。ながら加熱してくださいݟ
ただし、オーブンのサイζや構造などのҧいにより、
加熱࣌間や温度が異なりますので、ࢢ販の本などと
ಉじ৚݅ではうまく্࢓がらないことがあります。加熱

● 使える容ث
● ͭ Ώड͚がɺカϥであること
 を֬ೝする。

● ॳめ、<30෼>を表示
● 設定ൣғ
 ��෼まで
　(�分୯Ґ)

●   ॳめ、<�0ˆ>を表示
●  設定ൣғ
 3�ʙ��ˆまで
　(�℃୯Ґ)

食品をऔり出す

食品をೖれる

ࡼ֯
Լஈʹηッτ

発酵סいた;きんなど

水Ґ�Ҏ্水

● 加熱中は、 ݿ಺౮  をԡして
 も、庫内౮は点౮しません。
 (発酵温度保持のため)

57 ページ

ピーピー
　ピーピー

ൃ�߬
ྫ ख動

。Թのときはɺ使用できません。<　　　 >をදࣔしますߴ಺がݿ

४ 

උ

1

2

3

4
加
熱
ऴ
ྃ

Թ౓を合Θせる

࣌間を合Θせる

<2� 発酵>ʹ合Θせる

● 加熱࣌間をԆ௕するとき

● ご使用後は、水タンクとͭΏ
 受けの水をࣺてる。
● 庫内のお手入れも๨れずに
 おこなってください。

21 ページ

10 ページ

52 ページ

18 ページ

水

パンੜ஍を発酵させる　Թ౓ɿ3�ˆ  加熱࣌間ɿ�0෼のとき

ௐ
ཧ
の
と
き
の
お
ئ
い

18,  19 ページ
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༹けたり、発Րするので
使えません。

ϥッϓ΍ϓϥενック༰ثを使Θない

݁࿐した水がཷまります。
˞(-大�0N࠷)

庫内が冷めてから、乾いた
;きんなどで১き取って
ください。
水が࢒っていると、্࢓が
りがѱくなることがあります。

調理中の蒸気やドア内ଆの水ణ、
水タンクを取り出す際に出る水
(໿�0N-)˞が、ͭΏ受けにཷまります。
ͭΏड͚にͭいて

˞ཷまる水のྔは、メニューによって異なります。

つΏ受けにཷまったਫが೤い場合があります。
௚઀ਫに৮らないͰください。

加熱が଍りないときはɺ｢Ԇ長｣する食ث΍෇ଐ品のऔり出しはɺ
市販のϛτンなͲを使͏

はਫฏʹΏっくりӡͿࡼ֯
肉ो、油や熱౬がཷまるため、
こ΅さないようにして
ください。

食ثごと加熱されるため、
௚઀手で触るとやけどの
おそれがあります。

ラップ

Ұ日1౓はɺਫタンクのਫをࣺてる
Ӵ生的にお使いください。

ॏい΋のをのせないʹࡼ֯
食品・容ثを合わせて�LHまでにしてください。

料・෼ྔをकるࡐのࡌه
この製品に合わせた内容を記載しています。
、料・分ྔを変えるときはࡐ

加熱ऴྃ後、Ԇ長できます の表示が出ている
ときは、ճ転ͭまみをճして加熱࣌間を合わせ、
 εターτ  をԡします。

るときはɺ࡞りฦしଓ͚て܁
がりΩーを使ってɺ্࢓
ながら加熱するݟをࢠ༷
庫内や付属品が熱い場合は、ೱいめに্࢓がったり、
うまく্࢓がらないことがあります。

ௐ理ޙはɺݿ಺(ϑϥッτςーブル)ʹ
ཷまったਫを১きऔる

ௐ理がऴΘるごとʹɺਫタンクと
ͭΏड͚のਫをࣺてる

● 余熱で焼きす͗になることがあります。
● 水を使う加熱のときは、温度が下がると蒸気が
 水ణとなり食品が͵れることがあります。

できあがったらɺす͙ʹݿ಺から
औり出す

Ճ೤࣌ؒΛԆ௕͢Δと͖
(加熱が଍りないとき)

ௐཧͷと͖ͷ͓ئい
ਫを使͏加熱のとき 自動加熱のとき

オーブン・グリル加熱のとき(ώーター加熱ʣ

21 ページ

60 ページ

10 ページ

υΞを։͚て
಺ʹਫణが෇いている場合はݿ
΍͚Ͳʹ஫ҙしɺסいた;きん
で১きऔる

<32>ʹ合Θせる

(所ཁ時間：1～8෼ఔ౓)

Կも入れない

˔ ຊମがかなり熱くなっています。
 ご஫ҙくͩさい。
。をۙ෇͚てυΞを։͚ないでくͩさいإ ˔
 蒸ؾで΍͚Ͳします。

水タϯΫΛ
औΓग़͓ͯ͘͠

加熱

ピーピー
　ピーピー

● 水タンクに水が入って
 いるときは、表示部に
 <　　　 >を表示し、使
 用できません。

● 本体の水抜きをすると
ってい࢒水パイプにڅ 
 る水を高温で蒸発させ
 ます。
 ਗ਼ܿにお使いいただく
 ために、水タンクを使
 用したら、Ұ日1౓ɺ
 Ұ日の使いऴΘりʹɺ
 ຊମのਫൈきをおすす
 めします。

 本体の水抜きをおこな
 わない場合は、使用ස
 度にもよりますが、加
 熱中や加熱後に庫内Ԟ
 面の蒸気ਧき出しޱか
 ら水(ແ৭、またはന
 ৭)が出てくることが
 あります。

おखೖれのときʹ

େ੾

ຊମ水ൈ͖

。Թで加熱しɺ蒸発させますߴっているਫを࢒ʹਫパΠϓڅ

४ 

උ

加
熱
ऴ
ྃ

1

2

੡品಺部のڅਫパΠϓをおखೖれするときʹ

57 ページ

ൃ 

߬
／
ຊ
ମ
ਫ
ൈ
き
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ओなメニュー

加熱のछྨ

΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
Φ
ồ
ϒ
ϯ
ɾ
ൃ
߬
ɾ
Φ
ồ
ϒ
ϯ

΢
Ỽ
ồ
λ
ồ
ά
Ϧ
ϧ
ɾ
ά
Ϧ
ϧ

● ご使用後は、水タンクと
 ͭΏ受けの水をࣺてる。
　

● ͭ Ώड͚がɺカϥである
 ことを֬ೝする。
　

υΞを։͚てɺタオルでݿ಺のਫ
(ແ৭またはɺന৭)を১きऔり
タオルをߜる
ͼ  ४උ  とಉ͡よ͏࠶
಺ʹタオルをஔきݿʹ
υΞをดめる

タオルでݿ಺のਫ(ແ৭またはɺന৭)
を১きऔる

<33>ʹ合Θせる

ʹ಺ʹタオルをஔきਫタンクݿ
ਫとクΤンࢎをೖれる

蒸気ਧき出しޱのਅ下に、
Ԟ面に付けてタオϧをஔく。

市販のクΤンࢎ
(ແఴ加、または����ˋҎ্のもの)
େさ͡ࢁ੝り1ഋ෼(10ʙ1�H)を༹かす。

水Ґ�ͷઢʹ߹Θͤɺਫをೖれる。

ϑタをしてɺຊମʹηッτする。

1
2

3

ਫタンクのਫをࣺてɺ
৽しいਫಓਫを水Ґ�
ͷઢʹ߹Θͤͯೖれる。
10ඵఔ౓してからɺ
ͭΏड͚のਫをࣺて
ηッτする
˞ͭΏ受けを必ずセット
　する。

৽しい水のڅ水を࢝め、
すす͗をおこないます。

り࣌間を表示࢒

˔ ચড়ऴྃޙはɺす͙ʹɺݿ಺のਫを১きऔってくͩさい。
 ১き取らずに์ஔしておくと、നい物が付ணすることがあります。
˔ 蒸気ਧき出しޱ付近に、നい物が付ணすることがありますが、水にؚまれるϛネラϧ分の
 作用で、Ӵ生্問୊ありません。১き取ってください。

加熱

加熱

ピーピー
　ピーピー

ピッピッ
ピッピッピッ

ΫΤϯࢎચড়
<ચড়>のදࣔが出たときʹ

(所ཁ時間：60෼ఔ౓)

おखೖれのときʹ

४ 

උ

ચ
ড়
ऴ
ྃ

1

2

3

ਫを使ったௐ理を্खʹ্࢓げるためʹɺクΤンࢎを使ってڅਫパΠϓのચড়をおこなってくͩさい。

ご஫ҙ

10 ページ

加熱のしくみ

<使用する付属品>
ࡼ֯ ●
ʴௐ理໢ࡼ֯ ●

<使用する付属品>
ࡼ֯ ●
ʴௐ理໢ࡼ֯ ●

水

● オーブン：クッΩーなどਫ
Λ

࢖
͍
·
ͤ
Μ

ウォーターグリル � 水を使うことで熱ྔが高くなるため、油を落としたいときや生のૉࡐに早くՐを௨したい
 場合に使います。(ྫ：ܲのরり焼き、ܲのから༲げ、焼きなすなど)
グリル � ୤油やݮԘよりも、焼き৭や߳ばしさをॏࢹする場合に使います。 (ྫ：Ϳりのরり焼き、フライなど)

ウォーターオーブン � 水を使うことで熱ྔが高くなるため、油を落としたいときや生のૉࡐに早くՐを௨したい
 場合に使います。(ྫ：スペアリブなど)
オーブン � しっとり্࢓げる必要のないものに޲いています。(ྫ：クッΩーなど)

ウォーターオーブンとオーブンの使い෼͚は？

ウォーターグリルとグリルの使い෼͚は？

● サックリあたため：天ぷらや༲げ物などのあたため
● 焼きたてパンあたため
● ウォーターオーブン：焼きいも、ࣽこみ料理など

ओなメニュー

● ウォーターグリϧは、高温のա熱水蒸気(100℃Ҏ্)で加熱します。
● グリϧは、্のώーターからのڧい熱で加熱します。

● ウォーターオーブンは、温度੍ޚされたա熱水蒸気(100℃Ҏ্)
 で加熱します。
● オーブンは、্下のώーターで庫内の温度を一定に保ち、
 加熱します。
● 発酵は��℃までの水蒸気加熱で、加࣪しながら乾燥を防いで
 加熱します。

水

● グリル：魚のরり焼き、グラタンなど

●  カンタン焼き
● ウォーターグリル：魚のԘ焼き、ܲのরり焼きなど

ਫ
Λ

࢖
͍
·
ͤ
Μ

水

Ճ
೤
の
छ
ྨ
と
͠
く
Έ
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Կも入れない

● ͭ Ώड͚がɺカϥである
 ことを֬ೝする。

ඞͣ部԰の૭をશ։するか
ઔをճすؾ׵

˔ ਫタンクʹɺਫҎ֎の΋の(クΤンࢎなͲ)をೖれないでくͩさい。
˔ ϑϥッτςーブルが熱くなっています。
 熱にऑい容ثをஔくと༹けたり、変形することがあります。

加熱

● ご使用後は、水タンクと
 ͭΏ受けの水をࣺてる。
　

<3�>ʹ合Θせる

● ຊମがかなり熱くなっています。
 ご஫ҙくͩさい。
。をۙ෇͚てυΞを։͚ないでくͩさいإ ●
 蒸ؾで΍͚Ͳします。

水Ґ�Ҏ্水

େ੾

ピーピー
　ピーピー

಺ΫϦーϯݿ
ʹなるときʹؾ಺のʹおい΍Ԛれがݿ

(所ཁ時間：20෼ఔ౓)

おखೖれのときʹ

४ 

උ

加
熱
ऴ
ྃ

1

2

。で蒸らしてɺʹおい΍Ԛれをམとし΍すくしますؾ蒸ޙ಺の༉なͲを焼き੾りɺそのݿԹでߴ

10 ページ

ご஫ҙ

υΞを։͚てɺ΍͚Ͳʹ஫ҙし
಺のݿった͵れ;きんでߜくݻ
Ԛれを১きऔる

加熱のछྨ

は、ਫを使うՃ೤Ͱす。水

加熱のしくみ

Ճ೤ͷछྨと͘͠Έ

水蒸気(100℃まで)で蒸しثとಉじ調理ができます。
電ࢠレンジにൺべ࣌間がかかりますが、水分を補い
しっとりと্࢓げます。

Ϩ
ϯ
δ
ɾ
ղ
ౚ

ৠ
͠
෺

௨常の電ࢠレンジとಉじように、ϑϥッτςーブルのԼଆから出る
ి೾の振動によって食品中の水分がຎࡲ熱をىこし、加熱します。
食品のあたため௚しや、解凍がスピーσΟにできます。
● 食品のछྨ・加熱前の温度によって加熱࣌間は、異なります。
● 食品の分ྔが2ഒになると加熱࣌間は、2ഒऑになります。
レンジ加熱をするときは、水タンクに水を入れる必要はありません。
解凍はレンジ加熱と水蒸気(100℃まで)で加熱します。

電೾ͰՃ೤するため、付ଐ඼やۚଐྨを使うとՐՖがग़る
ことがあります。

ओなメニュー

ओなメニュー

水

水
●   カンタン蒸し
● しっとりあたため：ごはん、中華まん、γュウマイ、
　　　　　　　　　   ஡わん蒸しなどのあたため
● 蒸し野菜
● 蒸し物 ڧ：蒸し料理શൠ
 蒸し物 ऑ：஡わん蒸し、プリンなど

●  あたため
● 牛乳・酒
● 冷凍食品(市販品)
● コンビニ弁当

●    解凍

ઈରに使Θない

ਫ
Λ

࢖
͍
·
ͤ
Μ

<使用する付属品>
ࡼ֯ ●
ʴௐ理໢ࡼ֯ ●

ご஫ҙ

水

Ϋ
Τ
ϯ
ࢎ
ચ
ড়
／
ݿ
಺
Ϋ
Ϧ
ồ
ϯ
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˔ 表示がফえても(電源プラグを抜いても)設定された状態を保ちます。
˔ お知らせ音をফしても、エラーの音(ピピピピʜ)は໐ります。
˔ ໐らすઃఆʹ໭すときはɺ ख動ઃఆ をʰϐッʱと໐るまで�ඵ間ԡしɺ とり͚し をԡします。

をʰϐϐッʱと໐るまで�ඵ間ԡします。

 

。をೖれます。<　  >を表示ݯみɺυΞを։͚てɺిࠐϓϥグをࠩしݯి

υΞをดめて

をԡして<　  >දࣔʹするとઃఆྃ׬です。

お஌らせԻ(加熱ऴྃԻなͲ)をফすときは

1
2

● 加熱のछྨ・メニュー番号・加熱࣌間・温度・加熱のਐߦ・使用する付属品などを表示。
● ドアを։けると電源が入り、<　  >を表示。
● ドアをดめると1分後、自動的に電源が切れます。
 電源の切れるタイϛングは、加熱によって異なります。　ి 能ػオーτオϑݯ

දࣔ部

21 ページ

20 ページ

クリーϜクレ
ンβー・ߗめ
のεϙンジはɺ
ௐ理໢・ࡼ֯
ʹはઈରʹ使
用しない

● 蒸気が水ణとなってܺ間にཷまるので、やわらかい෍などで১き取ります。
 ˞蒸気࿙れがىこりやすくなるので、ઈରにҾっ張らないでください。

使͏たͼʹ
ຊମ(಺ଆ・֎ଆ)ɺυΞΨϥε

ϑϥッτςーブル

υΞΨϥεパッΩン

(ϗーϩー) ࡼ֯

● ইが付かないようにやわらかいスϙンジでચい、よく乾燥させます。
 Ԛれが取れにくいときのみ、ਁけஔき後、メラϛンフォーϜのスϙンジ
 (ચࡎを使わないタイプのനいスϙンジ)でこすり、よくすす͗ます。
 ˞メラϛンフォーϜのスϙンジが使えるのは、֯ࡼのみです。

● ইが付かないようにやわらかいスϙンジでચい、よく乾燥させます。
● Ԛれが取れにくいときは、୆所用合成ચࡎ(中性のもの、ݚຏࡎを
 ؚまないもの)でચってください。
ϑッૉコーςΟング加޻ʹͭいて　ご使用に൐いফ໣します。
長くお使いいたͩくためʹ
● 表面をߗい金属などのϔラ౳でই付けない。
● 調理後は、食品をのせたままにせず、できるだけすみやかにચう。
 (フッૉथࢷృບに;くれや、はがれが生じるݪҼになります)
 ˞部品ߪ入の際は、お買いあげの販売店へご依頼ください。

● Ԛれが落ちにくい場合は、Ԛれた部分にクリーϜクレンβーを
 付け、ؙめたラップでこすり落とし、࠷後は水১きします。
 ˞クリーϜクレンβーが使えるのは、フラットςーブϧのみです。

。った͵れ;きんで水১きしますߜくݻ ●
 庫内にԚれや水分が࢒っていると、ృ૷のはがれやさͼ
 のݪҼになります。
● ͵ るま౬で͵らした;きんをのせ、しばらくおいてから
 ১くと、Ԛれが落ちやすくなります。
● Ԛれが落ちにくいときは、ബめた୆所用合成ચࡎ(中性)
 を使い、࠷後は水১きをします。
● 調理によっては、食品から出た油や水分、݁࿐した水
 などがԞ面の݀から出てきます。১き取ってください。

シンナー

シンナー
ϕンδン
アルίール

Φーϒンクリーナー
ค末クϨンβー
ඬനࡎ

ॅ୐・Ո۩・
ࡎ気ઔ༻合੒ચ׵
ࡎアルΧリੑચ・ੑࢎ

スϓϨーࣜચࡎ
ۚଐタϫシ
めのスポンδߗ

Ϋ
Ϩ
ϯ
β
ồ

ϕ
ϯ
δ
ϯ

ε
ϓ
Ϩ
ồ
ચ
ࡎ

ඬ
ന
ࡎ

Ϋ
Ϧ
ồ
φ
ồ

ॅ
୐
༻
ચ
ࡎ

࣍ͷ΋ͷ͸使Θͳい
(ృ૷のはがれ、ই付き、変৭、内部にӷがਁಁし故障のݪҼ)

ࢎ
ੑ
ચ
ࡎ

ϓϥグをൈくݯి

த
ੑ
ચ
ࡎ

Ϋ
Ϧ
ồ
Ϝ
Ϋ
Ϩ
ϯ
β
ồ

ௐ理໢ (ϑッૉコーςΟング加޻)

͓खೖΕ ϓϥグをൈく

ඞͣిݯϓϥグをコンηンτから
ൈきɺ੡品が冷めてからおこな͏

ʲిײɾ΍けͲɾけ͕ͷݪҼʳ

ࠂ ܯ

˞20෼を௒͑るදࣔはɺඵをදࣔしません。

্ஈに֯ࡼのみを
セットする場合

下ஈに֯ࡼと௿アϛを
セットする場合

ྫྫ

● 表示中、加熱࣌間のԆ௕操作ができます。
● 加熱ऴྃ後、�分間表示しますが、1度ドアを։ด
 すると、1分間表示になります。
 加熱࣌間をԆ長するとき

● 自動加熱で、্࢓がりΩーをԡしたときに。
● �� 蒸し物 をબんだときに。

● �� εϙンジέーΩ をબんだときに。
● ���ウォーターオーブン ～  �� グリル で、
 ༧熱を設定するときに。

使用する付属品。

ओなදࣔのઆ໌

Ԛれたらɺす͙ʹ！こまめʹ！がɺおखೖれ্खのϙΠンτです　　　

ૢ
࡞
෦
ɾ
ද
ࣔ
෦

21 ページ
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● 自動加熱の্࢓がり調અをするときに。
● ���ウォーターオーブン・発酵、�� オーブン  の
 温度設定をするときに。

がり・Թ౓Ωー্࢓

�� レンジ～ �� カϥ焼きを設定するときに。
ܾ定するときは、ランプが点໓してԡすタイϛングを
お知らせします。

ख動ઃఆ

とり͚し 

レンジ加熱を自動でするときに。
また、他の加熱のスタートΩーとして使います。
ランプが点໓して、ԡすタイϛングをお知らせします。
加熱中は、点౮に変わります。

్中で加熱をやめるときや、操作をやり௚すときに。
(加熱中に一࣌ఀ止するときはドアを։けます。
スタートはドアをดめ、 εターτ  をԡしますʣ࠶

冷凍した肉や魚などを解凍するときに。

 ಺౮ݿ 
加熱中、庫内౮を点౮させるときに。
もう一度ԡすとফ౮します。
˞ �� 発酵 をおこなうときは、点౮しません。

● メニュー番号、分ྔを合わせるときに。
● �� レンジ の出力を合わせるときに。
● 手動加熱の࣌間を合わせるときに。

ճసͭまみ

1

4

解凍

あたため・εターτ

5

6

7

8

2

 カンタン焼き・蒸し
Χンタン焼き、Χンタン蒸しメニューを作るときに。

3

● 番号(�～��)は、ճ転ͭまみで合わせるメニュー番号を表しています
自動加熱メニュー

メニューදࣔ

෦ɾදࣔ෦࡞ૢ
部࡞ૢ

こまめʹ ● 水あか、͵めりが付ணするのでやわらかいスϙンジを使い、
 ୆所用合成ચࡎ(中性)でચってください。
 お手入れ後は、ॆ分に水気を取ってください。
 一日1度は、水をࣺて、Ӵ生的にお使いください。

ʹおい・Ԛれ
がؾʹなったら

こんなදࣔ
が出たら

�とくʹڕのʹおいがؾʹなるときは�       
用ҙする΋のɿ࣪り気のある྘஡の஡ガラ(֯ࡼに޿げられる͙らいのྔ)
加熱ํ๏ɿ
。げ、্ஈにセットする޿に஡ガラをࡼ֯ 1
2　 ख動ઃఆ  ˠ �� オーブン(　　  はදࣔしない)ˠ  ख動ઃఆ  ˠ<200ˆ>ˠ 
  　 ख動ઃఆ  ˠ<20෼> ˠ  εターτ
� 加熱後、できれば一൩์ஔする。
˞乾燥した஡ガラが֯ࡼなどにこͼりͭいている場合は、水にਁし、やわらかくしてから
　取りআいてください。(すべてのにおいが、軽ݮされるわけではありませんʣ

�� クΤンࢎચড়

● クエンࢎを使った、本体内部のચড়が必要です。
 ༀہなどでࢢ販されているクエンࢎ(ແఴ加、または�����Ҏ্
 のもの)をお使いください。

ਫタンク 食ثચいס૩ػ΍食סث૩ثは使Θない

食ثચいס૩ػ΍食סث૩ثは使Θない

● ృ૷໘ʹিܸを༩͑たりɺݿ಺ଆ໘の݀を;さがないでくͩさい。
 (ృ૷のはがれ、ইによるサビやׂれ、故障のݪҼ)

● ほこりは、১き取ります。(׵気できずに、故障のݪҼ)

ޱؾഉ・ޱؾٵ

。಺クリーン      　　  で、庫内を高温で焼き切りますݿ���  ●

● 調理がऴわるごとにཷまった水をࣺて、セットしておきます。
 Ԛれが気になるときは、やわらかいスϙンジを使い、
 ୆所用合成ચࡎ(中性)でચってください。

ͭΏड͚

ʲൃԎɾൃՐͷݪҼʳ

஫ ҙ

ご஫ҙ

51 ページ

50 ページ

಺΍υΞʹ༉・食品カε・ࣽोをݿ
͚ͭたままで์ஔしたり加熱しない

おങいあ͛のػछによっては、ຊॻͰه載しているΩーのσβインと
ҟなっている場合がありますが、使いかたはಉ͡Ͱす。

お
ख
ೖ
Ε

手動設定メニュー

�Ԛれをམとし΍すくするためʹ�
水タンクの水をਫҐ2のઢʹ合Θせて入れセットし、  ख動ઃఆ  ˠ �� 蒸し物 ڧ  ˠ
 ख動ઃఆ  ˠ <10෼> ˠ  εターτ  
加熱後、やけどに஫ҙして乾いた;きんなどで১き取る。

8

1
7
2
3

4

5

6

ޱ気ٵ

ഉ気ޱ
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υΞಥى部

ਫタンク

 ಺౮ݿ

食品の出し入れ࣌に、ご஫ҙください。

蒸ؾਧき出しޱ

ड͚୨ࡼ֯

水を使う加熱のときは、水ಓから出した
৽しい水を入れましΐう。

(্ஈŋ下ஈ)

Լώーター(ఈ面内部)

ドアを։けると点౮します。(࠷大�分間)

্ஈ、または下ஈに֯ࡼをセットしてください。
2ஈ調理はできません。

部ى಺ಥݿ
お手入れ࣌に、ご஫ҙください。

നい物が付ணすることがありますが、
異常ではありません。
১き取ってください。

ご஫ҙ
　レンジ加熱のときはɺ֯ࡼ(金ଐ)をઈରʹ使Θないでくͩさい。
当たりʹࡼを使用するとɺϑϥッτςーブルのԼから出るి೾が֯ࡼ֯　
　ՐՖが出てɺϑϥッτςーブルがׂれたりɺ੡品をইめます。
　またɺ食品ʹはి೾がಧかͣɺあたたまりません。
˔ ώーター加熱中΍加熱ऴྃޙし͹らくはɺߴԹʹなっています。
 ௚઀手で触れるとやけどをしたり、熱にऑい容ثをஔくと༹けるおそれがあります。
。冷΍িܸを༩͑るとׂれることがありますٸ ˔
˔ 食品カεが෇ணしたままで使用するとɺযげたりՐՖがඈんͩりします。
 こまめʹおखೖれしましΐ͏。
˔ ਫを使͏加熱の場合ɺ蒸ؾがਫణとなってݿ಺ଆ໘ʹ
 ෇ணしたりɺఈ໘ʹཷまります。
 ཷまる水のྔは、メニューによって異なりますが、
 庫内が冷めてから乾いた;きんなどで১き取って
 ください。
 水が࢒っていると、௨常の加熱࣌間よりも
 ௕くかかることがあります。

಺ ݿ

55 ページ

20 ページ

52 ページ

修理依頼΍お問い
合Θせのલʹɺ΋͏
Ұ౓おௐ΂くͩさいނো͔ͳʁ	�


Ի

動 

࡞

こんな場合 故障ではありません রࢀ
ϖーδ

● ドアと本体の઀触面に付ணしていた水ణが、はじける音です。
　
　

レンジ加熱࣌ʹ
｢パνン｣とԻがする。

● 高温のため、庫内นが๲張するときの音です。
 また、冷めるときにも音がすることがあります。

オーブンŋグリル加熱࣌ʹ
｢ϙン｣΍ɺきしみԻがする。

コンηンτʹిݯϓϥグを
ࠩしࠐんでいるのʹ
Կ΋දࣔしない。

● 電気の容ྔを௒えていませんかʁ販売店にご相談ください。
 (定֨1�"Ҏ্・ަྲྀ1007のઐ用コンセントを使う) 　

 

加熱中ʹిݯがす͙੾れる。
(ブレーΧーが切れるʣ

加熱中ʹݿ಺がときͲき҉く
なったり｢カνカν｣とԻがする。

● 加熱をコントローϧしているためです。

● ドアを։けると電源が入り、<　  >を表示します。
 ドアをดめると1分後、自動的に電源が切れます。

● 表示部に ߴԹ を表示していませんかʁ
 製品内部を冷٫するためにフΝンがճ転しています。
 フΝンճ転中は電源プラグを抜かないでください。
 冷٫が଍りないと故障のݪҼになります。
　 。աすると電源が切れますܦ大�0分࠷ 

 

。が੾れないݯి

● 製品内部の温度৚݅などによって、加熱スタート࣌は
 フΝンのճ転がしない場合があります。
 そのため音がしませんが、故障ではありません。

加熱をεターτさせたがɺ
Կ΋Իがしない。

● 本体を冷٫するフΝンの音です。
 蒸気を庫内にดじࠐめて調理するため、ີด性を高めた設計
 をしています。そのため、フΝンの運転をややڧめに設定し、
 ௕めに運転しています。
● 加熱のछྨにԠじて、製品内部を冷٫するフΝンのճ転を
 コントローϧしているためです。加熱ऴྃ後は、࠷大10分
 ఔ度ճ転しますが、加熱はଓけて使えます。
 

加熱中΍加熱ऴྃޙʹ
ɾେきなԻがする。
ɾ｢ブーン｣ɺ｢Ωューン｣と
　Իがしたりɺ止まったり
　する。

Ωーのड͚෇͚Իɺ
加熱ऴྃԻが໐らない。

13

21

20,  21

をೖれるとɺ｢カνッ｣΍ݯి
｢サー｣なͲのԻがする。

● 加熱の४උをしています。

● লエネ設計のため、加熱中の庫内はফ౮しています。
 点౮させたいときは、加熱中に  ݿ಺౮  をԡします。
 ただし、�� 発酵を使うときは、点౮しません。
　

಺౮が加熱中ʹɺݿ
点౮しない。

● গྔの蒸気が出ることがありますが、異常ではありません。υΞから蒸ؾが࿙れる。

12

● お知らせ音をফす設定になっていませんかʁ
　 ख動ઃఆ  を�ඵ間ԡしଓけると、｢ピッ｣と໐り、
 解আされます。

 ݿ

಺

্ώーター

υΞΨϥεパッΩン

ϑϥッτςーブル

することがありܗԹʹよりҰ࣌తʹมߴ
ますがɺԹ౓がԼがるとݩʹ໭ります。
ドアの周ғからগྔの蒸気が出ることが
ありますが、故障ではありません。

֤
෦
の
ͳ
·
͑

 を੾るݯి

能ػオーτオϑݯి
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ϝχϡーදࣔ

྆୺を࣋ͪɺखલʹҾき出す
(ཷまった水がこ΅れないように
ΏっくりҾき出します)

ਫฏʹࠩしࠐΉ
(本体の଍の手前でݻ定)

ͭΏड͚

෇͚かた はͣしかた

ਫをࣺてる
(水ચいなどでਗ਼ܿに)

つΏ受け

ഉਫޱがあります

ഉޱؾ

ޱؾٵ
ϓϥグݯి

Ξーεઢ
必ずアース୺ࢠに取り付ける

蒸気や本体内部の熱気をഉ出します。
Ωϟビネットに水ణが付くことがあ
りますが、異常ではありません。

˔ 物をのせて;さいͩり
 熱΍蒸ؾʹऑい΋のを
 ۙ෇͚たりしない
 (故障のݪҼ)

Ωϟビωッτ

ドアを։けると電源が入ります。
加熱中(運転中)にドアを։けると、
加熱(運転)が一࣌ఀ止します。

্部がগし։いた状ଶでݻఆできます。
加熱ऴྃ後、蒸気や熱気をಀがしたり、
乾燥させるときにお使いください。
୺ࠨϋンυル(を近付けないでくださいإ)

˔ ϋンυルࠨ୺はώーター加熱中や加熱ऴྃ後しばらくは、
 手を触れないようにしてください。
 高温になる場合があります。

υΞ(ϋンυル)

調理中の蒸気やドアの内ଆの水ణ、水タンクを
取り出す際に水(໿�0N-)が出てཷまります。

いͭ΋ηッτしておきますがɺ࣍のタΠϛングではͣします
● 加熱前：Χラであることを確ೝします。
● 調理後：ཷまった水をࣺてます。(水をࣺてずに加熱を
(りฦすと、ͭΏ受けから水があ;れます܁　　　　 

˔ 水タンクを取り出したあと、10ඵఔ度たってから、ͭΏ受けを取りはずしてくだ
 さい。す͙にͭΏ受けを取りはずすと、水がഉ水ޱから落ちてくる場合があります。
˔ ͭ Ώ受けにཷまった水が熱い場合があります。௚઀水に触らないでください。
 (やけどのݪҼ)
● ͭ Ώ受けをはずした状態で์ஔしないでください。本体内部に࢒っていた水ణが、
 ഉਫޱ(2カॴ)から落ちてくる場合があります。

ਫタンク

֤෦ͷͳ·͑
ຊ ମ

12 ページ

ご஫ҙ

ご஫ҙ

ご஫ҙ

<ͭまみタΠϓ> <カόー෇きωジタΠϓ>

ͭまみに
きͭけるר

Ξーεʹͭいて

Χバーを։けて
ネジでͭける

7 ページ

 ݿ

಺

࢓
্
͕
Γ

こんな場合 故障ではありません রࢀ
ϖーδ

● 製品内部のڅ水パイプに水が࢒っていたものです。
 �� ਫൈきをすると、څ水パイプ内に࢒っている水を高温で
 蒸発させて乾燥するので、庫内へ水が出てくることがগなく
 なり、Ӵ生的です。
 ˞水がനくなるのは、ϛネラϧ分の作用によるもので、
 　Ӵ生্問୊ありませんが、১き取ってください。

Ԟ໘の蒸ؾਧき出しޱから
ਫ(ແ৭またはɺന৭)が
出てくる。

● 調理性能を্޲させるために、庫内のີด性を高めている
 ためです。水を使わない加熱(レンジ・オーブン・グリϧなど)
 のときもಉ༷です。水ణのྔは庫内温度やࣨ温によって異なり
 ます。庫内に付ணした水は、庫内が冷めてから、乾いた;きん
 などで১き取ってください。

加熱ޙɺυΞ಺ଆがく΋っ
たりɺݿ಺΍υΞ಺ଆʹ
ਫణが෇ணする。
υΞを։͚ると蒸ؾが出る。

ʹ಺(ϑϥッτςーブル্)ݿ
ਫがཷまっている。

● 加熱に使われた蒸気が、食品の表面で݁࿐するためです。 　

 

ਫを使͏加熱をすると
食品のද໘ʹਫがཷまる。

ՐՖが出る。
(レンジ加熱のときʣ

● ֯ 、やث調理໢、金۲、アϧϛϗイϧ、金・ۜ໛༷のある、ࡼ
 金属容ثを使っていませんか 
● 食品Χスなどが付ணしていませんか 

● 水を使う加熱の場合、加熱࣌の蒸気が水ణとなって、ཷまった
 ものです。やけどのおそれがあるので、必ず冷めてから乾いた
 ;きんなどで১き取ってください。

● 製品内部のڅ水パイプが、水にؚまれるϛネラϧ成分や
 ͵めりでԚれているため、蒸気が出にくくなっています。
 クエンࢎを使って、�� クΤンࢎચড়をおこなってください。

 

蒸ྔؾがগなかったりɺ
Ԟ໘の蒸ؾਧき出しޱから
ਫ(ແ৭またはɺന৭)が出て
くることがある。

● ごߪ入後にΧラ焼きされましたか 
● 庫内やドアに食品Χスなどが付ணしていませんか 
 また、ࣽोなどのӷ体や油をこ΅しませんでしたかʁ

Ԏが出たりɺ
い΍なʹおいがする。

੡品のԼからਫが
࿙れてくる。

● ͭ Ώ受けをセットしていますかʁ水タンクを取り出すときに、
 গྔの水がͭΏ受けにྲྀれます。水タンクを使用していない
 ときでも、製品内に付ணしているͭΏが落ちてくることが
 あるので、お手入れ࣌Ҏ外はセットしておいてください。
● 本体が܏いていませんかʁ

● フラットςーブϧの୺にஔいていませんかʁ
 中ԝにஔいてください。
● 容ثに入れる1ഋあたりの基४分ྔがଟす͗ませんかʁ
ೕ200N-ʗञ180N-ʣڇ) 
● 加熱前の温度にԠじて、্࢓がりΩーを使っていますかʁ

� 牛乳・酒で加熱したがɺ
͵るめʹ্࢓がる。

10

49

22

18

52

52

50

31

ނ
ো
͔
ͳ
ʁ
	�
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保証書・औѻઆ໌書・クックブック

調理໢は、必ず付属のものをお使いください。
フッૉコーςΟング加޻にͭいて

౰঎඼は日ຊࠃ内޲けͰあり、日ຊޠҎ֎のઆ໌ॻはありません。
T h i s  m o d e l  i s  d e s i g n e d  e x c l u s i v e l y  f o r  J a p a n ,  w i t h  m a n u a l s  i n  J a p a n e s e  o n l y .

(1ຕ) ࡼ֯

ௐ理໢ (1ຕ)

ਫタンク

ͭΏड͚

イラストは࣮際の形状とएׯ異なることがあります。

蒸し物・オーブンなͲの加熱࣌はɺ֯ࡼड͚୨ʹηッτして
使います。出し入れの際は、必要にԠじてࢢ販のϛトンや;きんなど
をお使いください。

ຊ੡品Ҏ֎で使用しないでくͩさい。

操作部の下にセットします。
水を使わないときは、Χラにしてセットしておき、いͭもਗ਼ܿにして
おきます。
一日1度は、水タンクの水を必ずࣺて、ચってください。

本体正面の下にセットします。

(表示部では｢高アϛ｣｢௿アϛ｣
と表示します)

˞使用中にഁଛしたり、ฆࣦしたときは、お買いあげの販売店へ
　ご依頼ください。(有料)

 52 ページ

。のせて使いますʹࡼ֯

いͭ΋ηッτしておきます。

ਫを使͏加熱のときはɺ৽しいਫをೖれてηッτします。

調理։࢝前は、ͭΏ受けがΧラであることを確ೝしてください。
水タンクを取り出すときは、必ずセットしておきます。
(ͭΏ受けがセットされていないと、製品の下に水がこ΅れます)
ཷまった水は、こまめにࣺててください。

൓りを軽ݮするため、中ԝ部をগし高くしています。
ただし、高温調理࣌に、൓る場合がありますが、金属の性࣭によるもので、
冷めるとݩに໭ります。
。は、必ず付属のものをお使いくださいࡼ֯

レンジ加熱・解凍では使͑ません。
ՐՖが出て੡品をইめます。

メニューʹ合Θせてɺද・ཪをม͑て使い෼͚ます

ཪฦす
௿アϛ高アϛ

෇ଐ඼ʹͭいͯ
加熱ʹ合った෇ଐ品の使いかたはŊ｢加熱のछྨとしくみ｣をごཡくͩさい 14 ページ

53 ページ

10 ページ

● メニューに合わせて下ஈにセットしていますかʁ
● メニューに合わせて調理໢を使用していますかʁ

● コンセントは୯ಠで使っていますかʁԆ௕コードなどを使う
 と電圧が下がり、্手にできません。また、ݥةです。

● ֯ を受け୨にのせ、Ԟに当たるまで確࣮に入れていますかʁࡼ
 ࠨ● ӈの焼きϜラが気になる場合は、加熱の్中で֯ࡼごと前
 後を入れସえてください。

● � 牛乳・酒で加熱されていますかʁ
● 容ثに入れる1ഋあたりの基४分ྔをकっていますかʁ
ೕ200N-ʗञ180N-ʣڇ) 
● 加熱前の温度にԠじて、্࢓がりΩーを使っていますかʁ
　
　

● しっかりযげ目をͭけたい場合は、�� グリルで加熱して
 ください。

● クックブックのྨࣅメニューの加熱ํ๏を参考に、手動加熱で
 ༧熱をしてから、༷ࢠをݟながら焼いてください。
 ただし、庫内のサイζや構造などのҧいにより、ࢢ販の本など
 とಉじ加熱৚݅ではうまく্࢓がらないことがあります。

● 食品をフラットςーブϧに௚઀ஔいていませんか 
 とくに冷凍食品は、Ϝラが出やすいため、଱熱性のࡼか容ث
 にのせてください。�� レンジで �008、または
 �008 に合わせて、༷ࢠをݟながら加熱してください。 　

 

● ラップにแんでいませんか 
● フラットςーブϧにラップをෑいて、食品を中ԝにのせて
 いますかʁ
● ૉࡐに合わせて、্࢓がりΩーを使っていますかʁ

● 食ثにのせたり、発๐トレーのままで、加熱していませんか 　
 または、水を使わずに加熱していませんかʁ
。がります্࢓めにݻ 

● 加熱によりऩॖする性࣭がある食品(いかや肉など)は、レン
 ジ加熱することで、食品中の水分が気Խするときに、はじけ
 ることがあります。�� レンジで 2008 に合わせて、༷ࢠ
 をݟながら加熱してください。

● 加熱్中で、水タンクを取り出していませんかʁ
 加熱がऴྃするまで、取り出さないでください。


�	ো͔ͳʁނ

࢓
্
͕
Γ

こんな場合 故障ではありません রࢀ
ϖーδ

31

28
28

28

28

4

46

。がりʹϜϥがある্࢓

ҿみ物が熱くなりすぎる。

˔ �� ウォーターグリルの
　 とき。

˔ �� オーブン、または
　 �� グリルのとき。

যげ໨がͭきʹくい。
͏まく্࢓がらない。

市販の料理ブック΍他の
੡品のオーブン加熱メニュー
が্खʹできない。

�� レンジの10008で
加熱したがɺ্࢓がりʹ
Ϝϥがある。

˔加熱しすぎる。

˔加熱が଍りない。

レンジ加熱で
食品がは͚͡た。

 解凍  で

ਫを使͏加熱が
্खʹできない。

҆
શ
্
の
ご
஫
ҙ
	�

／
෇
ଐ
඼
ʹ
ͭ
い
て

AX-CA300_2nd.indd   9 16/09/14   16:14



AX-CA300

8 57

水タϯΫʹͭいͯ
ਫಓਫを使͏
ড়水ثの水、アϧΧリイオン水、
ϛネラϧウォーターなどは、水ಓ水に
ൺべて、Χビやەࡶがൟ৩しやすく
なります。

コンϩのそ͹΍ߴԹʹなる場ॴʹ
ஔかない
容ثが༹けたり、変形し、フタがด
まらなかったり、本体にセットでき
なくなります。

ਫタンクʹଛইがあるときはɺ
使Θない
故障のݪҼになります。お買いあげの
販売店にご相談ください。
˞ 水タンクを本体から取り出すときに、
 ໿�0N-の水がͭΏ受けにྲྀれます
　 が、故障ではありません。

ਫタンクのਫはҰ日1౓はࣺてる
水は、水蒸気となって௚઀食品に触
れるので、水ಓから出した৽しい水
を使用してください。

ਫタンクの༰ث・ϑタはɺこまめʹ
ચいɺਗ਼ܿʹ保ͭ
水のަ׵だけでは、容ثに水あか、
͵めりが付ணするので、やわらかい
スϙンジを使い、୆所用合成ચࡎ
(中性)でચってください。
お手入れ後は、ॆ分に水気を取って
ください。

食ثચいס૩ػ΍食סث૩ثは
使Θない
(熱で変形するおそれ)

● ςレビɺϥジオから�NҎ্཭す。(ࡶ音やը૾がཚれるݪҼ)
● ੡品のۙくではແઢ-A/ثػの௨৴性能が௿Լすることがあります。
 ແઢ-"/機ثの取ѻઆ໌書などをお読みのうえ、ご使用ください。

おئい

҆શ্ͷ͝஫ҙ�	�

஫ ҙ 発Ր΍発Ԏʹよる΍͚Ͳ΍͚がを๷͙ためʹ

 とり͚し  をʮϐッʯと໐るまで�ඵҎ্ԡしɺさらʹ�ճԡします。
<%>がফ͑ɺ<　 >දࣔʹなると使͑ます。

σモදࣔʹなっていますのでɺ࣍のૢ࡞がඞཁです。この状態では、加熱ができません。

˞σϞ表示とは、店಄などで঎品のಛ௕や機能をઆ໌するための表示です。
　(自動的に表示が動きますʣ

。Թのため使用できませんߴ಺がݿ
のදࣔがࠨ಺Թ౓がԼがりɺݿ
ফ͑ると使用できます。

੡品಺部のਫが凍݁してɺਫを使͏
加熱ができません。

凍݁している水を༹かすために、
�� オーブン(༧熱をしない)で
200ˆ に合わせて、しばらく
加熱してください。

੡品಺部のڅਫパΠϓがɺਫʹؚま
れるϛωϥル੒෼΍͵めりでԚれて
います。
クΤンࢎを使ってɺ��� クΤンࢎચড়
をおこなってくͩさい。
 とり͚し  をԡすと使用できますが、
なるべく早くクエンࢎચড়をおこな
ってください。蒸気が出にくくなり、
調理の্࢓がりにӨڹします。
クΤンࢎ(ແ添加ɺまたは����ˋҎ্
の΋の)はɺༀہなͲでߪೖできます。

�� ਫൈきでɺਫタンクʹ
ਫがೖっているためɺ使用
できません。

ਫタンクのਫのྔが
গなすぎます。

点໓ʹޓަ

੡品が故障している場合
があります。
電源プラグをコンセント
から抜き、お買いあげの
販売店または、γϟープ
お٬༷ご相談૭ޱにŊ 
 දࣔの൪߸  をご࿈བྷ
ください。

●  解凍 ・ �� 発酵

 とり͚し  をԡすと、
下記Ҏ外の加熱は使えます。

水タンクを取り出して
ください。

● 必要水Ґまで水を入れ、
  εターτ  をԡして
 ください。
● 水ಓ水Ҏ外の水を使って
 いませんかʁ
● 水タンクはしっかり
 Ԟまでԡしࠐまれて
 いますか 

50 ページ

൪߸

しっかり
Ԟまで
ԡしࠐΉ

お஌らせԻ (ϐϐϐϐ…)が໐ります

ॳめて使用するときɺ<%>දࣔが出たら…

63 ページ
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࣍のよ͏な場ॴで使用する場合はɺΞーεࣄ޻˞が๏཯でٛ຿෇͚られています。
●  ਫؾのある場ॴɿീඦ԰・魚԰のચい場など水をѻう所、水ణのඈͼࢄる所、地下ࣨなど݁࿐が
。のऔり෇͚΋ٛ຿෇͚られていますثきやすい所。࿙ిしΌஅى  
●  ࣪ 。のଟい場ॴɿ飲食店のਥ๪、౔間・コンクリートচ、 ञ・しΐうΏなどのৢ造・ஷଂ所ؾ
 ˞アース޻事ʜ電気޻事࢜の有֨ࢿ者による%छ઀地޻事。(本体Ձ֨に޻事費はؚまれていません)

Ξーεʹͭいて
● Ξーε୺ࢠ෇きコンηンτがない場合
 お買いあげの販売店にご相談いただき、
 アース޻事˞をおこなってください。
 Ψε؅΍ਫಓ؅ɺి࿩΍ආཕ਑の
 Ξーεઢʹはઈରʹ઀ଓしないで
 くͩさい。

● Ξーε୺ࢠ෇きコンηンτがある場合
 アースઢのઌ୺を
 はずし、アース୺ࢠに
 確࣮にݻ定します。
 アースઢの௕さが଍りないときは、
1�2�NN2Ҏ্のܘ販のಋ体ࢢ 
 ものをご使用ください。

ৎ෉で҆ఆしたਫฏな場ॴʹஔく　
(૽音や振動、ガタ付きや܏きがあると水が࿙れて、故障のݪҼ)
● ੡品がస౗・མԼした場合はɺ֎部ʹଛইがなくて΋使用せͣɺ点検を依頼する
 (感電・電波࿙れのݪҼ)
 ʲผ売品ʳ落下・転౗防止用金具｢形名3,�5#1｣ 希望খ売Ձ֨�00ԁ�੫(޻事費ผ)
 ˞金具取付け面(製品後ํ)とน面との間は、18DNҎ্のスペースがۭきます。

ຊମఱ໘ɺนとの間はɺԼਤの཭ִڑ཭Ҏ্のۭ間をઃ͚る 
(ա熱による変形・発Րや故障のݪҼ)

● ૭Ψϥεがある場合はɺഉޱؾ　　　　  と20DNҎ্཭す
 (それでも温度ࠩによってׂれる場合あり)
● ௐ理をするときはɺඞͣؾ׵をする
 (蒸気によるนなどへの࿐付きのݪҼ)
● 熱ʹऑいՈ۩΍コンηンτのあるน໘ʹഉޱؾが޲き合͏ときはɺ熱มܗするおそれが
 あるためɺԕ͚͟る　(Րࡂ・感電・γϣートのݪҼ)
(Ҽݪ感電・γϣートの・ࡂՐ)　まないよ͏ʹするࠐみڬʹϓϥグ΍コーυを੡品でนなͲݯి ●

を;さがない　(ա熱による発Րや故障のおそれʣ     　　　ޱؾഉ・ޱؾٵ
蒸ؾ΍ਫのかかるॴ΍Րؾのۙくで使Θない　(感電・࿙電のݪҼ)
੡品の্はɺߴԹまたは蒸ؾのӨڹをड͚るためɺ物をஔいたりɺۙ෇͚ない
とくに電気製品は、故障することがあります。

場ॴ ্ํ
10཭ִڑ཭ (DN)

この製品は、｢ফ防๏ 設ஔ基४｣に基ͮくݧࢼ基४にద合しています。

10 ページ

10 ページ

ӈͲͪらかҰํを�DNҎ্։͚るとࠨ ˞
 ΋͏Ұํはɺ2DNҎ্でઃஔできます。

記の記載ੇ๏を཭しても、ഉ気にࠨ
調理中の油や౬気がࠞじり、ഉ気ޱ
付近のนがԚれたりすることがあり
ます。
気になる場合は、น面にアϧϛϗイ
ϧなどをషることをおすすめします。
੡品ʹషらない

ํࠨ
�

ӈํ
�

લํ
։์

ํޙ
0

Լํ
0

˞ഉ気ޱ(天面Ԟ)　　　　　  はؚまない。

｢ফ๷๏ ج४ద合 ૊ܗࠐ｣

10 ページ

ઃஔʹͭいͯ

蒸気の
ഉ気ํ޲  

�2��DNҎ্ 

�DNҎ্ 

10DNҎ্˞ 

�DNҎ্ 

10 ページ

● Χビやەࡶがൟ৩しやすくなり、よりこまめな水タンクの
 お手入れが必要となりますので、おすすめできません。また、
 水ಓ水Ҏ外の水は、水タンク内の水ྔを正しく検知されない
 場合があります。(<ਫ補څ>の表示が出る場合があります)
　
　

● 本体に水タンクをセットしたままでも、調理にࢧ障ありませ
 ん。水タンクに入っている水は、ࣺてましΐう。
　　

 

● 使͑る༰ثを参রしてください。
　ਬ൧……  レンジ  で使えるもの
 ;きこ΅れないように、෼ྔのถとਫをೖれた
 2ഒҎ্のਂさが必要です。
　੺൧……  蒸し物  で使えるもの
 ;きこ΅れがなく、ۉ一に加熱されやすい金属製の
 バットなどが便利です。
　ࣽこみ… 具やो気がଟいものは、;きこ΅れʹくいਂめの
 ଱熱性༰ثをお使いくͩさい。 　

 

● 記載の水Ґは、目҆です。水の෗ഊなどを防͙ために、使用
 ごとに৽しい水を水Ґまで入れてください。水Ґ2を௒えて
 入れるとこ΅れやすくなります。
 水ྔが଍りないときは、<ਫ補څ>を表示します。
● 構造্、加熱後も水タンクには水が࢒ります。調理ڥ؀に
 よって、ಉ一メニューでも࢒水ྔが変わることがあります。

● 水タンクが変形するおそれがあるので、使わないでください。
 お౬を使っても、加熱࣌間の୹ॖにはなりません。

● 調理ऴྃ後は水をࣺてましΐう。
● ଓけて使用しない場合、気温によっては、水が෗りやすく
 なりますので、使用しないときは、必ずΧラにしておいて
 ください。調理するときは、৽しい水を入れてお使いください。

っている水を高温で蒸発させ、乾燥できるの࢒水パイプにڅ ●
 で、ਗ਼ܿに使用できます。
 ˞本体の水抜きをおこなわなかった場合は、加熱中や加熱後に
 　庫内Ԟ面の蒸気ਧき出しޱから水(ແ৭または、ന৭)が
 　出てくることがあります。
 

● ਗ਼ܿにお使いいただくために、水タンクを使用したら、一日
 1度、一日の使いऴわりにおこなってください。

Α͋͘Δ࣭͝໰�	�

こんなときは？ してくͩさいʹߟࢀ রࢀ

ϖーδ

ਫ
ɾ
ਫ
λ
ϯ
Ϋ

ຊ
ମ
ͷ
ਫ
ൈ
͖

༰ 

ث

ਫタンクのਫྔはɺレγϐ
ʹのਫҐʹຖճɺਖ਼֬ࡌه
合Θせるのですか？

ਫタンクʹೖれるਫはɺ
ϛωϥルウォーター΍Ξルカリ
Πオンਫが使͑ますか？

お౬を使͏ことができますか？

ਫを使Θない加熱のときʹɺ
ਫタンクをηッτしたままで΋
問୊ありませんか？

ਬ൧ɺ੺൧ɺࣽこみは
Ͳんな༰ثを使͑͹いいの
ですか？

ௐ理ޙɺਫのೖったਫタンクを
ϔルγオʹηッτしたまま์ஔ
しておいて΋いいですか？

ຊମのਫൈきをすると
Ͳ͏なるのですか？

Ͳれ͙らいのස౓で
おこな͏のがいいのですか？

49
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Ξーεઐ用୺ࢠ
Ξーεઢ

アースઢの
ઌ୺をはずす。
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Ճ೤த΍Ճ೤ޙ͸

Ճ೤લʹ֬ೝ͢Δ
レτルτ食品・ਅۭパック・ା٧・ビン٧・٧؈
ೖり食品をレンジ加熱するときはҠしସ͑る
(ഁ྾・製品のഁଛ・けが・やけどのݪҼ)

加熱ʹ合った༰ثを使͏

ௐ理Ҏ֎ʹ使Θない
カϥ(食品なし)の状ଶで
レンジ加熱しない
として使Θないݿ಺をऩೲݿ ●
 (ա熱・異常動作して、発ՐのݪҼ)

金ଐྨ΍ΞルϛϗΠルなͲを使用
してɺレンジ加熱しない
● レτルτ食品・٧؈・金۲・
 Ξルϛέーε・Ξルϛ
 ςーϓなͲを加熱しない
˞ 本書では、使いかたをݶ定して、
 アϧϛϗイϧを使用することが
 あります。記載௨りにお使いください。

઱౓保࣋ࡎ(୤ࢎૉࡎ)をೖれたままɺ
加熱しない (ՐՖが出て製品をইめたり、
食品の発Ԏ・発ՐのݪҼ)

υア͸

ϓϥάʹͭいͯݯి
長期間使用しないときはɺ
ϓϥグをൈくݯి
(ઈԑྼԽなどで感電や࿙電・ՐࡂのݪҼʣ

ϓϥグをൈくときはɺݯి
コーυを࣋ってҾきൈかない
(அઢやスパークして、発ՐのݪҼ) ϓϥグをൈく

઀৮ې止

蒸ߴ・ؾԹ部෼ʹ৮らない
● 加熱中΍加熱ޙし͹らくはɺϑϥッτ
 ςーブル・υΞ・Ωϟビωッτ・ݿ಺・
 ഉޱؾ・෇ଐ品・༰ثなͲʹ৮らない
 またɺഉޱؾ(ఱ໘Ԟ)をのͧきࠐんͩ
 りɺإなͲを͚ۙͮてυΞを։͚ない
 (やけどのݪҼ)
˞ 食品や付属品の出し入れは、乾いた
 ϛトンなどをご使用ください。

ϥッϓをはͣすときはɺ஫ҙする
蒸気が一気に出て、やけどをすることが
あるので、Ώっくりはずします。

ௐ理ޙのݿ಺΍υΞʹ
ਫをか͚ない
● ϑϥッτςーブルʹিܸを加͑たりɺٸ冷
 したりɺ使用中のυΞʹ΋ਫをか͚ない
 (ׂれるおそれ)

಺΍υΞʹ༉・食品カε・ࣽोをݿ
෇͚たままで์ஔしたりɺ加熱したり
しない　(発Ր・発Ԏ・さͼのݪҼ)
おखೖれ

಺の食品が೩͑出したときはɺݿ
υΞを։͚ない
υΞを։͚るとࢎૉがೖりɺ੎いよく
೩͑ます
● ࣍のॲஔをしてくͩさい
 1. υアをดめたまま、とり͚し をԡす。
 2. 電ݯϓϥάをൈく。
 3. ຊମから೩えやすいものをԕ͟け、
  ௟Րするのを଴つ。
● ௟Րしない場合はɺਫかফՐثで
 ফՐする
● そのまま使用せͣʹɺඞͣ販ചళʹ
 点検を依頼してくͩさい

υΞ΍ϋンυルʹແ理なྗを
加͑ない。またɺ�LHҎ্の物を
のせない　(本体が౗れて、けがを
したり、電波࿙れのݪҼ)

υΞをইめないɺ物をڬまない
಺΍υΞʹ物をͿ͚ͭたりɺݿ ●
 υΞʹ物をڬんͩまま使Θない
 (電波࿙れやドアガラスがׂれるおそれ)

　

　

஫ ҙ 発Ր΍発Ԏʹよる΍͚Ͳ΍͚がを๷͙ためʹ

Ξルϛ
ςーϓ

52 ページ
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こんなときは？ してくͩさいʹߟࢀ রࢀ

ϖーδ

ௐ
ཧ
ํ
๏

野菜を蒸したがɺ
࣌間がかかる。
खૣくするํ๏は？

ಉ͡メニューを
࿈ଓでくりฦしௐ理する
ことができますか？

過熱ਫ蒸ؾʹよる୤༉・ݮԘ
ޮՌを໨తとしないで焼く
ํ๏は？

クックブックʹࡌهしていない
メニューの加熱ํ๏は？

食品のパッέージʹ
｢レンジ˓˓˓8˓෼で加熱｣と
書かれている΋のはɺͲのよ͏
ʹ加熱すれ͹いいですか？

野菜を蒸すときはɺ
Ͳのよ͏ʹ加熱すれ͹
いいですか？

���サックリあたためɺ
���しっとりあたためɺ
  あたため  の使い෼͚は？

● 水を使わない �� オーブンや、 �� グリルで加熱します。
　

● クックブックのྨࣅメニューを参考にして、༷ࢠをݟながら
 加熱してください。
˞一ൠ的にオーブン料理の加熱࣌間や温度は、オーブンのサイ
　ζや構造ごとに異なりますので、ࢢ販のお料理ブックや他の
　製品のレγピとಉじ৚݅ではうまく焼けないことがあります。

● クックブックの加熱ૣݟදをご覧ください。
 加熱早ݟ表に記載がないૉࡐを蒸す場合は、छྨによっても
 異なりますが、 �� 蒸し物 ڧ で 10෼ を目҆に、༷ࢠを
。ながら加熱してくださいݟ 

● 庫内や付属品が熱い場合、ೱいめに্࢓がったり、うまく
。がらないことがあります্࢓ 
 調અが必要なときは、加熱スタート後、্࢓がりΩーを使い、
。ながら加熱してくださいݟをࢠ༷ 

● 蒸し野菜は、レンジ加熱にൺべると加熱࣌間がかかります。
、りなどでগྔの野菜を蒸す場合は࠼ときやお弁当の͙ٸ 
 �� レンジを使うと便利です。
● ؙ ごと加熱するより、切り分けるํが早く加熱できます。
 従དྷの調理ํ๏(ುでΏでるなど)で、じΌがいもの加熱よりも
　Ώで࣌間がかかるもの(たけのこなど)は、�� レンジで༷ࢠを
。ながら、加熱してくださいݟ 
˞蒸し機能で調理すると、みずみずしく؁みのある্࢓がりに
　なり、また、ଟগ分ྔが変わってもಉじ操作でできますので、
　たくさん蒸して、いΖいΖなཱݙに݈߁的にご利用ください。

●  �� レンジで出力を  �008 ɺ �008 ɺ2008 ɺ10008 
 に合わせ、࣌間を合わせて加熱します。

● クックブックの加熱ૣݟදをご覧ください。　
 食ࡐに合った加熱のํ๏を記載しています。

42

クックブック
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使༻͢Δと͖
௚ͪʹ使用を中止する
˔ す͙ʹిݯϓϥグをൈいてɺ
 販ചళ΁点検・修理を依頼する
 (発Ԏ・発Ր・感電・けがのおそれ)
 ҟৗ・故障ྫ
。ϓϥグ΍コーυがҟৗʹ熱くなるݯి ● 
 ● 自動తʹ੾れないときがある。
 ● コήषいʹおいがしたりɺҟৗなԻ
  ΍ৼ動がする。
 ● εターτૢ࡞をして΋加熱しない。
 ● υΞʹஶしいΨタがある。
 ● ৮れるとϐリϐリとిؾを͡ײる。
 ● υΞ΍ݿ಺ʹஶしいมܗがある。
 ● その他のҟৗ΍故障がある。

ҟৗɾނো࣌ʹ͸
熱ʹऑい΋のをۙ෇͚ない
˔ たたみ・͡Ύ͏たん・ςーブルクϩε
 なͲのෑ物の্΍ɺカーςンなͲの
 ೩͑΍すい΋ののۙくʹஔかない
 (変形・変৭・൓りのݪҼ)
˔ εϓレー؈をۙ෇͚ない
 (ҾՐやഁ྾のݪҼʣ

で使Θせない͚ͩڙࢠ
˔ ༮ࣇのखのಧくॴで使Θない
 (感電・やけど・けがのݪҼ)

ཛ(Ώでཛ・͏ͣらཛؚΉ)なͲɺ
ບ΍֪෇きの΋のはレンジ加熱しない
(ഁ྾・やけどのݪҼ)
● おでんのཛɺ໨ۄ焼きなͲは、
� രൃ͠ɺେมݥةͰ͢
˞ཛをレンジ加熱するときは、
　必ず༹きほ͙してください。
● ບ(いかなͲ)΍֪෇き(クリなͲ)の
 ΋のはɺ੾れ໨΍ׂれ໨をೖれる
� িܸͰ৯ث΍
� フϥοτςーϒϧͳͲ͕
� ׂΕΔ͜と͕͋Γ·͢

ビン・ີ෧༰ثのખ΍ϑタをはͣす
● 加熱のしすぎʹなりɺഁ྾します
 (容ثがഁ྾して、
 やけどやけがのݪҼ)

ϕビーϑーυ΍ϛルクɺհޢ食を
あたためるときはɺ加熱ޙɺ
かきࠞͥてからԹ౓を֬ೝする　
(やけどのおそれ)

ඞͣ
はͣす

食品・ҿみ物を加熱しすぎない
ಥવ෸と͏・発Ԏ・発Րのおそれがある
ので、加熱ํ๏をおकりください。
加熱をしす͗たときは、そのまま1～2分ఔ度
庫内で冷ましてから取り出してください。

˞௿めのޱ޿容ثを使う
˞加熱前・加熱後にかきࠞͥる

● ҿみ物はɺ� 牛乳・酒 で加熱する
 
 

(ಥવ෸とうによりやけどのおそれ)
● カレー・γνューɺࣽ物ɺो物なͲはɺ
 ෼ྔ・༰ثなͲຊ書のࡌه಺༰をकる
 
● ༉ࢷ෼のଟい΋の(όター・ੜクリーϜ
 なͲ)はɺख動レンジで༷ࢠをݟながら
 加熱する

● ࣍のよ͏な食品はख動加熱で༷ࢠを
ながら加熱するݟ 
 ・গྔの΋の
 ・ਫ෼のগない΋の
 　(パン、さͭまいもなど)
 ・༉が෇いた΋の
 　(バター付きパン、フライものなど)
Թʹなり΍すい΋の(あんまんなど)ߴ・ 

自動のレンジあたため
加熱は使Θない

ಥ෸

ಥ෸

発Ԏ

31 ページ

25 ページ

42 ページ

ࠂ ܯ
Ճ೤͢Δと͖͸

ʹ故΍͚がを๷͙ためࣄ΍࿙ిɺ発Ր΍ಥ෸なͲʹよるిײ
(ಥ෸…ಥવの෸と͏ʹより加熱中΍加熱ޙʹ食品΍ӷମがඈͼࢄるݱ৅)

Ճ೤͢Δと͖͸

ಥવ෸と͏のおそれのある食品

発Ԏ・発Րのおそれのある食品

● ༧熱がඞཁなメニュー
　● έーΩやパンなど্࢓がりがσリέートなもの。

● ༧熱がいらないメニュー
　● ϋンバーグ、グラタン、から༲げなどのお૯菜メニュー
  શൠ。
　● Ԙ͟けや։きなど、｢ݮԘ｣をするメニュー。

● スタート後の�0ඵ間は、調અに্࢓がりΩーをԡして
 ください。ॳめ、ඪ४に設定されています。
 

● クックブックの加熱ૣݟදをご覧ください。
 食ࡐに合ったラップの有ແを、記載しています。
　

● 加熱後す͙の状態であれば、༧熱をしなくてもࢧ障ありま
 せんが、温度が下がると্手にできません。༧熱すること
 をおすすめします。
 (庫内が熱い状態から༧熱を։࢝すると୹࣌間で༧熱ྃ׬に
 なりますʣ

● 自動加熱の場合は、基本的にクックブックに記載の分ྔで
 調理してください。
● 分ྔを変ߋする場合 、蒸し料理のときは自動加熱、ख動加熱
 とも、付属の調理໢(または֯ࡼ)にのるఔ度の分ྔであれば、
 加熱࣌間が大きく異なることはありません。
 クックブックに記載の内容でいったん加熱し、加熱後に
。ながらԆ௕加熱をおこなってくださいݟをࢠ༷ 
● 焼き料理のときも蒸し料理のときとಉじですが、クック
　ブック記載分ྔのഒのྔを加熱する場合は、｢2～�ׂ૿｣を
 目҆に加熱࣌間を設定し、加熱のऴ൫で༷ࢠをݟながら、
 加熱を調੔してください。

● 蒸気を発生させる部分がইみ、故障のݪҼになります。
 製品内部のڅ水パイプが、水にؚまれるϛネラϧ成分や
 ͵めりでԚれていることを、お知らせしていますので、
 お早めにクエンࢎを使って、�� クΤンࢎચড়をおこなって
 ください。
 クエンࢎ(ແఴ加、または����ˋҎ্のもの)は、ༀہなどで
　　。入できますߪ 

 

Α͋͘Δ࣭͝໰�	�

こんなときは？ してくͩさいʹߟࢀ রࢀ

ϖーδ

ௐ
ཧ
ํ
๏

࢓
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͕
Γ
ௐ
અ

༧
熱
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ද 

ࣔ

50

༧熱がඞཁなメニュー
༧熱がいらないメニュー
の໨҆は？

自動加熱の্࢓がりを
ௐઅしたいときはɺ
Ͳ͏すれ͹いいのですか？

ௐ理がऴΘったあとɺ
ଓ͚てಉ͡加熱をするとき΋ɺ
༧熱がඞཁですか？
಺が熱い状ଶならɺݿ
༧熱をしなくて΋いいですか？

レンジ加熱で
ϥッϓをする΋の
ϥッϓをしない΋の
の໨҆は？

クックブックのメニューで
ਓ਺෼をม͑て࡞りたい
ときは？

<ચড়>のදࣔが出ます。
ચড়をせͣʹ使用をଓ͚るとɺ
Ͳ͏なりますか？

クックブック

～

6 4

7 1

҆
શ
্
の
ご
஫
ҙ
	�
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ਓ΁の֐ةɺ࢈ࡒ΁のଛ֐を๷͙ためɺおकりいたͩくことをઆ໌しています。

˙ おकりいただく内容のछྨを、
　次のਤ記号でઆ໌しています。

、った使いかたで生じる内容をޡ ˙
 次のように۠分してઆ໌しています。

してはいけないこと。

しなければならないこと。

｢軽ইをෛう、または࢈ࡒにଛ֐を受ける
おそれがある｣内容。஫ҙ

ݥة。内容｢๢またはॏইをෛうおそれが高いࢮ｣
ࠂܯ。内容｢๢またはॏইをෛうおそれがあるࢮ｣

ʹまで࣮֬ݩϓϥグはɺࠜݯి
ࠩしࠐΉ
(発ՐのݪҼ)

ఆ期తʹిݯϓϥグʹ෇いた
΄こりをסいた෍で১きऔる
(ほこりがたまると、ՐࡂのݪҼ)

おखೖれはɺඞͣిݯϓϥグを
コンηンτからൈきɺ冷めてから
おこな͏ 
(感電・やけど・けがのݪҼ)

Ξーεを࣮֬ʹऔり෇͚る
(故障や࿙電のときに、感電のおそれ)
水気や࣪気のଟい所に設ஔする場合や
アース୺ࢠがない場合は、お買いあげの
販売店にご相談いただき、ඞͣΞーε
。をしてくͩさいࣄ޻

ϓϥグ΍コーυはɺݯి
ཚ๫ʹѻΘない
˔ Ώるんͩコンηンτは使Θない
˔ ইんͩిݯϓϥグ΍コーυは使Θない
˔ ই෇͚たりɺมܗさせない
 (加޻する・高温部<ഉ気ޱ>に近付ける・
 ແ理にۂげる・Ҿっ張る・Ͷじる・
 ଋͶる・ॏい物をのせる・ڬみࠐΉ
 などすると、コードがഁଛし、Րࡂ・
 感電・γϣートのݪҼ)

͵れたखでిݯϓϥグをൈきࠩし
しない
(感電・けがのݪҼ)

ఆ֨1�AҎ্・ަྲྀ1007の
ઐ用コンηンτを୯ಠで使͏
(他のث具とซ用した分ذコンセント
<Ԇ௕コード>を使うと異常発熱し、
発Ր・感電のݪҼ)

΍݀なͲʹɺϐン΍਑金ޱؾഉٵ
なͲの金ଐ物΍ҟ物をೖれない
(感電・けが・故障のݪҼ) ෼解ې止

自෼でઈରʹ෼解・修理・վ଄を
しない　(感電・Րࡂ・けがのݪҼ)
ສ一、異物が入った場合や修理は、
お買いあげの販売店、またはお٬༷
ご相談૭ޱにご࿈བྷください。

ѹ෦඼ʹ৮Βͳいߴ

Ξーεʹͭいて

ϓϥグをൈく

Ξーεઢ઀ଓ

͵れखې止

҆શ্ͷ͝஫ҙ�	�


63 ページ

7 ページ

ݥ ة ʹ故΍େ͚がを๷͙ためࣄなͲのࡂ΍Րిײ

ࠂ ܯ ʹ故΍͚がを๷͙ためࣄ΍࿙ిɺ発ՐなͲʹよるిײ

ϓϥά΍ίーυɺアースʹͭいͯݯి

● 自動加熱の場合は、クックブックの｢ख動でするときは� ｣を
 参考に、手動加熱で༷ࢠをݟながら加熱してください。

● クックブックの｢ख動でするときは� ｣を参考に、手動加熱で
。ながら加熱してくださいݟをࢠ༷ 

こんなときは？ してくͩさいʹߟࢀ রࢀ
ϖーδ

ૢ 

࡞

ఀ
ి
࣌

加熱్中でఀిした場合ɺ
Ͳ͏すれ͹いいのですか？

< Ԇ長できます >දࣔがফ͑た
あとʹɺ加熱のԆ長(௥加)を
したいときはɺͲ͏すれ͹い
いのですか？

 加熱が଍りないとき

よ
く
あ
る
ご
質
問
	�
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保証とアフターサービス

● 保証書は｢お買いあげ日・販売店名｣などの記入を
 お確かめのうえ、販売店から受け取ってください。
 保証書は、内容をよくお読みの後、大切に保存し
 てください。

● 保証期間…お買いあげの日から1年間です。

保証期間中でも有料になることがありますので、
保証書をよくお読みください。

ただし、マグネトロンのみ2年間です。
 

修理を依頼されるときは

● 当社はウォーターオーブンの補修用性能部品を
 製品の製造打切後、8年保有しています。
● 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持する
　ために必要な部品です。

保証書(別添)

補修用性能部品の保有期間

 54～61ページ

お買いあげの販売店に次のことをお知らせ
ください。

1
2
3

出張修理

それでも異常があるときは使用をやめて、
必ず電源プラグを抜いてください。

この製品は、日本国内用に設計されています。
電源電圧や電源周波数の異なる外国では、使用できません。
また、アフターサービスもできません。

｢故障かな?｣｢よくあるご質問｣ を調べて
ください。

● 品名：ウォーターオーブン   
● 形名：(本書の表紙に記載の形名)
● お買いあげ日(年月日) 
● 故障の状態 (具体的に)
● ご住所(付近の目印も合わせてお知らせください)
● お名前　● 電話番号　● ご訪問希望日 

長年ご使用の場合は商品の点検を！
こんな症状はありませんか？
● 電源プラグやコードが異常に熱くなる。
● 自動的に切れないときがある。
● コゲ臭いにおいがしたり、運転中に
 異常な音や振動がする。
● スタート操作をしても、食品が加熱
 されない。
● ドアに著しいガタがある。
● 触れるとピリピリと電気を感じる。
● ドアや庫内に著しい変形がある。
● その他の異常や故障がある。

愛情点検

故障や事故防止のため、電源プラグをコンセント
から抜き、必ず販売店に点検をご依頼ください。
なお、点検・修理に要する費用は、販売店に、
ご相談ください。

ご使用中止

使い分けいろいろ

水

水

水 水

は、水タンクに水を入れて操作します。水

24

31

36

32

34レンジあたため
ごはん・おかず
冷凍ごはんなど
レンジで早く
あたためるとき

●

42レンジ
出力を合わせて加熱するとき

●

43蒸し物
水蒸気(100℃まで)で加熱するとき　　　　　

●

48発 酵
パン生地などを発酵するとき

●

46ウォーターグリル 　・グリル
高温で加熱するとき　　

●

44ウォーターオーブン 　・オーブン
庫内の温度を一定に保ち加熱するとき

●

しっとりあたため
ごはん・中華まんなどを
乾燥を防いで
あたためるとき

●

水 37焼きたてパンあたため
バゲット・おかずパンなどを
焼きたてのように
あたためるとき

●

38冷凍食品(市販品)
スーパーなどで売られている
1人分の冷凍パスタなどを
あたためるとき

●コンビニ弁当
コンビニエンスストアや
スーパーなどで売られている
お弁当をあたためるとき

●

●

26 40蒸し野菜
ほうれん草・ブロッコリー
などの野菜を蒸すとき

●カンタン焼き・蒸し
手軽に焼き物・蒸し物
メニューを作るとき

●

水

水

水 水

水

28 その他のメニュー
基本操作             を参考にし、詳細は
クックブックをご覧ください。
メニュー名は、製品の前面下または
　　　　 をご覧ください。
 

●解 凍
肉、魚などを解凍するとき

●

サックリあたため
天ぷら・フライなど
余分な油を落として
あたためるとき

牛乳・酒
飲み物を
あたためるとき

●

あたためる

自動で加熱する

自
動
加
熱

30 ページ

12 ページ

手
動
加
熱

初
め
て
お
使
い
の
と
き
／
よ
く
あ
る
ご
質
問
／
使
い
分
け
い
ろ
い
ろ

本書内に記載の｢クックブック｣は、付属のクックブックのことを示しています。

● 修理に際しましては保証書をご提示ください。
 保証書の規定に従って修理させていただきます。

● 修理すれば使用できる場合には、ご希望により
 有料で修理させていただきます。

● 修理料金は、技術料・部品代・出張料などで
 構成されています。

技術料

部品代

出張料

故障した製品を正常に修復するための料金です。

修理に使用した部品代金です。

製品のある場所へ技術者を派遣する場合の料金です。

保証期間中

保証期間が過ぎているときは

修理料金のしくみ

お買いあげの際に記入されると便利です。便利メモ

お買いあげ日

販売店名

年  月  日
電　話　　(   )   ー
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　　　　 内の数ࣈは、ओなઆ໌のあるページを示しています。

ॳΊͯ
͓使いͷと͖

Α͋͘Δ࣭͝໰

ՐՖが出て、製品をইめます。
本書のઆ໌で、このマークが
ある加熱ํ๏では、ઈରに
。調理໢を使わないでください・ࡼ֯

ௐ理໢   は金ଐ੡です・ࡼ֯

レンジ加熱では使Θないで
くͩさい。

҆શ্のご஫ҙを
おಡみくͩさい
設置について

ϓϥグをݯి
ࠩしࠐんでくͩさい

υΞを։͚てくͩさい
がೖりますݯి

಺のカϥ焼きをݿ
してくͩさい
ご購入後、庫内に付着している油を
焼き切るために、おこなってください。
(角皿・調理網は入れません)

Ξーεをऔり෇͚て
くͩさい

1

2

3

4

5

˔ ઃஔʹͭいて
 นとのڑ཭はどのくらいʁ

˔ Ξーεʹͭいて
 औり෇͚ないとい͚ない？
 ˠສ一のために取り付けをおئいします。

˔ Ͳの加熱を使͑͹いいかΘからない
 ˠ｢使い分けいΖいΖ｣
 　｢加熱のछྨとしくみ｣　　　　  を
 　ご覧ください。

 Ξーεઢがಧかない(୹い)
 ˠϗーϜセンターなどでߪ入できます。
 　(ಋ体1�2ܘ�NN2Ҏ্のもの)

 Ξーεઢをऔり෇͚るとこΖがない
 ˠお買いあげの販売店にご相談ください。

಺౮を点͚たいݿ ˔

 ˠ加熱中に　　　     をԡします。

˔ 加熱ऴྃޙ΋Իがする
 ˠ製品内部を冷٫するフΝンのճ転音です。
。大10分ఔ度で自動的に止まります࠷　 
 フΝンがճ転していても加熱できます。

 　

Webもご活用ください。

h t t p : / / w w w . s h a r p . c o . j p / s u p p o r t /
γϟーϓ　お問い合Θせ 検 ࡧ

Q&A情報 
よくあるご質問などを掲載

故障診断ナビ
故障判定の場合、そのまま修理お申し込み

コールセンターからのアドバイス
お手入れのしかた、上手な使いかた

12 ページ

20 ページ

20 ページ

22 ページ

14 ページ

3 ページ

7 ページ

7 ページ

7 ページ

7 ページ

4 ページ

その他ɺ　　　　 でɺおௐ΂くͩ
さい。す͙ʹ解ܾできるか΋しれ
ません。

 58～61ページ
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˙ϑリーμΠϠル・φビμΠϠルがご利用いた͚ͩない場合は…

0120 - 078 - 178 

0570 - 550 - 449 

固定電話、PHSからは、フリーダイヤル

携帯電話からは、ナビダイヤル

（年末年始を除く）●月曜～土曜： 9 �0 0 ʙ18 �0 0 　●日曜・祝日：9 : 0 0 ʙ17 �0 0ड�෇�࣌�ؒ

（年末年始を除く）●月曜～土曜： 9 : 0 0 ～20 : 0 0 　●日曜・祝日：9 : 0 0 ʙ17 �0 0ड�෇�࣌�ؒ

0120 - 02 - 4649 

0570 - 550 - 447 

固定電話、PHSからは、フリーダイヤル

携帯電話からは、ナビダイヤル

˙ϑリーμΠϠル・φビμΠϠルがご利用いた͚ͩない場合は…

使用ํ๏のご૬ஊなͲʲ͓٬༷૬ஊࣨʳ

修理のご૬ஊなͲʲमཧ૬ஊηϯターʳ

06 - 6792 - 1582  06 - 6792 - 5993  
電  話 FAX

06 - 6792 - 5511 06 - 6792 - 3221
電  話 FAX

〒581-8585　大阪府八尾市北亀井町3丁目1番72号

〒581-8585　大阪府八尾市北亀井町3丁目1番72号

͓٬༷͝૬ஊ૭ޱͷ͝Ҋ಺

˞ฐ社では、確࣮なお٬༷ରԠのため、フリーμイϠϧ・φビμイϠϧサービスをご利用のお٬༷に｢発৴者番号௨知｣を
　おئいしています。発৴者番号をඇ௨知に設定されている場合は、番号の࠷ॳに｢18�｣をͭけておかけください。

インターネットから修理のお申し込みや進捗確認も24時間サポート

h t t p : / / w w w . s h a r p . c o . j p / s u p p o r t / r e p a i r . h t m l
εϚーτϑォン΍
ଳి࿩はこͪらからܞ

ご質問やお困りごとは、気軽にアクセス、しっかりアシスト！

h t t p : / / w w w . s h a r p . c o . j p / s u p p o r t /

検 ࡧ

γϟーϓ　お問い合Θせ 検 ࡧ

いͭで΋便利な8FCサービεʲγϟーϓΦϯϥΠϯサϙーτʳ

मཧɾ使い͔ͨɾ͓खೖΕɾ͓ങい෺ͳͲͷ͝૬ஊɾ͝ґཔɺ͓ΑͼສҰɺ੡඼ʹΑΔ͕ނࣄ
ൃੜͨ͠৔߹͸ɺ͓ങい͋͛ͷൢചళɺ·ͨ͸Լه૭ޱʹ͓໰い߹Θͤͩ͘͞いɻ
ϑΝクγϛリૹ৴される場合はɺ੡品の໊ܗ΍お問い合Θせ಺༰のごهೖをおئいいたします。

●お電話は番号をよくお確かめのうえ、お間違いのないようにおかけください。
●所在地・電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。(2016.03)

εϚーτϑォン΍
ଳి࿩はこͪらからܞ

γϟーϓ　修理૬ஊ

˙ ̦ ̧コードにͭいて
 スマートフォンやタブレット୺຤のバーコードリーμーで読み取ってください。(読み取れない場合は近๣に表記のアドレスを௚઀入力してください)
 ༠ಋされるサイトおよͼ動ըのࢹௌはແ料ですが、௨৴料金はお٬༷のごෛ୲になります。̧̦コードはࣜגձ社σンιーウΣーブのొ࿥঎ඪです。
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˞定֨高周波出力10008は、୹࣌間高出力機能(࠷大�分)であり、定֨࿈ଓ高周波出力は�008です。
　�008へは自動的に切り׵わります。
● 年間ফ費電力ྔ(L̬Iʗ年)はলエネ๏・ಛ定機ث｢電ࢠレンジ｣৽ଌ定๏による数஋です。
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● ௕期間運転しないときは、電源プラグをコンセントから抜いてください。
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γϟーϓ　お問い合Θせ 検 ࡧ
Webもご活用ください。

Ոఉ用

੡品ొ࿥の
おئい スϚートフΥンやh t t p : / / i c l u b . s h a r p . c o . j p / m / 携帯電話はこͪらから

ΦンϥインͰの֤छサポートサービスをごར༻いただくために、ʪSHA3P J $-6#ʫͰ
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